


刊行にあたって

ノーマライゼーションの理念、の投滋など最近の社会状況め急速な変化の中で隣害兜む教育に

対する関Jやも高まってきております。特iこ障害者が参加できるような社会づくりは，今後一層

進援するものと予想されますが，このような中t 障害児の可能性を最大限に持ばし

加・自立の基盤となる「生きる力j うことがますます重喪になってきています。

この f主主きる力」を詰うための具体的課題として，すでに現行の学習指導要舗においても，

「側に応じた指導など指導方法の工夫改善に努めることJが強調され，摺に応じた指導の議喪

性が指擁されています。また最近では，平成?年に総理需が葉定した「韓害者プラン"""'J…マ

ライゼーション?か年戦略........J命中で，特に特謙教育について詰 r障害の脅牲に応じたきめ

細かい教育体制を護保するJとしより質の高い教育の在り方を求めています。さらに同時期

に出された「し、ばらき教青プランJ0)詩殊教育に関する項目の中でも，児童生徒一入一人の心

身の障害の状態や特性等に応じた教育の内容・方法む改善を国り，舗に応じた指導を強議する

など具体的な改幾の努力を求めています。

このような状洗の中で，本教響研修センター特殊教育課では，平成7年震から 2か年にわた

り f舗に応じた指導方法に関する研究」を進め，鵠11IJ指導計画のそテ令ルを作成し提示してき

ました。本年度の研究'i.さらにこの提示を受けて「個別指導計踏に基づく指導方法の在り

方」という研究テーマで実践的に個別指導許闘を作成しそれぞれり欝害に配属議した揺導11法

の在り方の研究に取り組みました。この報告書は，その成果をまとめたものです。

平成9年の11月に公表おれた教脊課程審議会合「中間まとめj は，特殊教脊については.r舗

にtr;じた指導のー麗の充実を園るため，個別の指導計画の作成の必要性をより暁護に示すこと

につ~\て検討するj と提言し，姐に応じた指導と倍11IJ指導計聞の作或について一審踏み込んだ

表現で異体的な11法に触れていますが，今回の本研棲センターの研究はまさに新学習指導要領

が目指す特殊教育の方向に沿うものであります。この研究が，各学校における個に応じた議導

のー患の改善・充実に役立てば幸いです。 最後に，本研究を潜めるにあたり，御協力いただ

きました関係学校及び研究協力員に対して，心から感謝申し上げます。

平成10年 3月

茨城票数帯研修センター謀長

増 田 一 也



研究概要及び索引語

障害の3震度・重複化，多様化に適切に対応するために摺別指導計画を作成するなど，躍に応

じた指導のー麗の発実を図る必繋がある。

そこで，本研究では，実際に障害穣到に事例奇選んで，前年度の研究で提示された個別指導

計闘のモデル付様式)に基づいて個別指導計画を作成した。さらに指導方法を担別指導自標

との一貫性や支援の在り方，また彰或的評価の観点、などから検討し学習指導案の中で掴別指

導目標達成の具現化を醤った。

索引譜(キーワード)特殊教育，特殊教育諸学技，斡殊学級，倒iこ革、じた指導
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第 1 研究の概要

研究の趣皆

最近のノーマライゼーションの理念の浸透など社会状況の変化の中で，特殊教育を寂り巻く状況

も大きく変わってきており，特妹教育諸学校や特妹学級等でむ欝警の重度・重複イヒ，多様化に対応、

した指導の在り方が大きな課題になってきている。

このような状況を背景に，平成元年に改証された青学校，襲撃学校及び養護学校の学留指導要諜の

第 1章総則の第2部第 6I指導計簡の存或等lこ当たって記長設すべき事項」の中では I認に応じた

指導など指導方法の工夫故警に努めること」と示し個に応じたより質の高い教蒔の必要性を提起

した。さらに平成9年11月に出された教育課組審議会め「中閉まとめjでは I養護・訓練につい

ては，個71IJの指導計繭の作成の必要性をより明護にポすことを検討するo Jと鑓言するなど，舗に

応じた指導や個別指導計画の作成についての関心が高まってきている。

このような中で，一人一人の能力や可能性を最大限に伸ばし，社会的なお立を可能な隈ち実現し

ていくために，その欝諜の種類や程変等に応じて指導内容や方法を詔刻化するための在り方を究明

することが必要になってきている。

以上のことをふまえて，今年度i本前年度〈平成?・ 8年度〉までむ研究「舗に応、じた指導方法

に関する輯究Jで提示された掴別指導計轄のモデルにそって実践的に個別指導計画を作成しそれ

ぞれの陣害に配惑した指導方法の在り方告研究することにした。

2 研究内容・方法

(1)校韓・障害種剰に指導事例を選び，鶴別指導計画のモヂル(4様式〉に装づいて密封指導計画

を作成し運用上の諸問題を究明する。

(2)緯別指導計画に基づいて学習指導案を作成し，それぞれの障害に配蟻した指導方法お在り方，

特に支援と影或的評価の悲り方を究明する。

(3)校種・障害種別に研究協力員むき人)を委嘱し罷究協議会を際擢して研究をよ援める。

3 研究の経過

第 1回 I6丹17日(火)I (1)研究概要の説明，くお個別指導計藍{乍成上の縮問題の検討

間
内
ぺ

M第

第2回 1 9丹 9E3(火)1 (1)講義「個別指導計題iこ基づく指導についてJ

講師或頴大学助教授牟田悦子

|(2)概指導計醗及び学欝指導案の検討

11J311日(火) (1)輯別指導計画及び学習指導案の改善

4回 112月 4日(木)1 (1)窮究のまとめと反省

(2)報告書原務的作成及び検討

寸
上



第 2 撞別指導計醤の碁本的な考え方

摺に蕗じた指導における個別指導と集団指導

(1) 11個別指導計留の必要性

個に応じた指導は，障害のある子供の教育のねらいを達成するための重要かっ不可欠な手段であ

る。そして，欝害等に応じたきめ細かい教青を行うために 1学級当たりの兎童生徒数や教議員定

数などが特別に配躍されている。

また，文部省の特殊教育に関する故義・充実に関する調査研究協力者会議り第二次報告では陣寄

の重度・論議化多様化への対応として r語別の指導計霞吾作成するなど，留に応じた指導のー

麗の充実を図る必要がある」という提言がされている。また，教青課誼審議会でも同様の中毘まと

めが出されている。

一方，近年ノーマライゼ…ションの考え方などが広く深まり，一人一人iこ適却な教育をというこ

とから，保識者の間にも艇に応じた指導に対する期待や要求がこれまで以上に高まっている。

このようなことか弘植に応じた指導の手だてとして個別指導許醤を作成して指導に当たること

は，今後ますます必襲牲が高まると考える。

(2) 鑓別指導と集司指導

個に応じた指導には，種主IJ指導と集団語導

〈小集団指導や一斉指導の中で鶴を配慮した

指導〉の 2つの指導の場があると考える。

日々の指導では，韻域・教科を合わせた指

導や教科男1J.藷壕別の指導などそれぞれむ詣

導の野婚の特色や単元・題材の内議によって

指導の場を適宜選択する£嬰がある。

、換えれt:f.集団指導が望ましいものま

で改めて，必要以上に個別指導を増やしたり

することはない。

また.語別指導と集由権導のウエイトは，

j話量生徒の発逮段構や課題によっても興なる

が，基本的には個別指導よりも集罰指導が多

くなるものと考える。

(3) 11教青課程と倍別指導計画

可能な限り積極的に

社会参加・指立する

入国の育成

4旨
躍に応じた指導

雪量

[ 1I!IgIJI~"1ω|集叶

識別指導計画i本教育課程における指導の形態別の年間指導計蕗に隷づいて作成されること安謀

関とする。

また，語別指導計画iこ基づく指導において重要なことは， j尽議生徒一人…人の実態やニ…ズに応、

-2 



じて指導呂標・指導内容・指導方法・評価の方法等を個別北し個別指導と集問指導の二つの側面

から総合的に計密し指導に当たることである。

2 どこでも，だれでも，長続きするシステム

仕) Ii劃別指導計画のモデル作成の慕本方針 11

調別指導計画のモデル作成の慕本方針は，次の 3点である。

。学級・学校種JjIJに応じたそヂjしを作成する。

。大きな負担にならずに実践できるものにする。

O指導場面を学校と家庭とする。

(2) 11鶴間指導計蕗のモヂル

語別指導計翻のモヂlレは，次に示すようにA4サイズ4枚で構成している。

く様式 1> <様式2> <様式3> <様式品>

プロフィール 長期鶴別指導

巨標

導

一

む

悶

一

間

一
年

一

期

鶴

一

個

計

一

短期担別指導

目標・許画・

評価

。)11 どこでも，だれでも，長続きするシステム

手繰きや議式をできるだけ簡便なものにし，特定の学校や学級でむみ実踏できるものではなく，

Fどこでも，だれでも，長続きするシステムJを目指した。言うなれば，嫌々なものが揺っている

「百設岩製Jではなく，必要なものがそれなりに揃っている「コンビニ型Jとした。

3 掴刷教育計画(I E P)との基本的な違い

(1) 11個別教育計画と個耳目指導計画

アメザカ合衆摺における個別教育計画 (IndividualizedEducation Program)は， 1975年に制定

された金障害児教育法(その後改定され現在は個別離害者教育法)において築定が義務づけられて

いる公文書である。そして，計踏む持成会議iこは保護者の参加(本人も可)が保障され，インフォ

ームド・コンセントやアカンタピリティお考え方に基づく子供の教育についての契約システムと

うことができる。また，最少制約環壊での教脊というノーマライゼーションの考え方に基づくも

のでもある。

-3-



このようなノーマライゼーションやインフォームド・コンセントなどの考え方については、今後

我が冨においても参考になるところが多いが，社会的背景やニーズ，条件整備等の違し坊1ら，個別

教育計闘ではなく個別指導許題と位置づげた。

第3 礎部指導計聞の作成と実肢!こ話たって

各学校によるアレンジ

(1) 1様式などのアレンジ

個別指導許磁のモデル作成の基本方軒にあるように rどこでも，だれでも，長続きするシステ

ム」として，各学校で大きな食担にならずに実銭できるもむを吾指した。

従って，モデルとして示した様式 lから様式4はあくまでも参考モヂルであり，名学校の実懇

(人的・物的諸条件など)によって，以下iこ示すように接々にアレンジして取り組むことが壊まし

い。その寵指導の一貫性や系統性の立場かち学校あるいは学部内でむ大まかな統一を関る必要が

ある。

く様式 1> 

プロフィール 10各項虫記ついては，加除訂正してもよし'0 (特iこ「実態Jの欄の領域の

内容や数〉

<摸式2>

長期個別指導 10例えばg額域全部弘島るいは 8領域の中から 1"'"数韻域を選択して l

E壊 i 枚に記入してもよい。

く模式3>

{醤到年間指導 108韻域全部や選択した 1"'"数領域を 1枚に，あるいは l領域各 1枚とし

計罷 i て2---8領域安存成しでもよい。

<様式4>

短期鶴]JIJ指導 108韻竣全部や選訳した 1--数候竣を 1枚に，あるいは 1領域各 1教とし

目標・許癌・ | て2""'8鎖域会作成しでもよい。

評価

また，儒罫IJ指導許潤に基づく指導の実践にさきたっては，接続かる児童生徒全員を対象として京り組

むことだけでなく，実銭j二の諸問題を明らかにし換討・政善を加えるということから対象とする見

童生徒を絞って取り組むことも考え iみれる。
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2 スクラップ急ぜんド

(1) 

アメリカ合衆国における{匿罪IJ教宵計画 CIE P)では，作成に要する時間や経費等に関する問題

点が指摘されている。そこで，議第三指導計画のそデγレ作成に当たっては「どこでも，だれでも，長

続きするシステムjを号指し手続きや欝式をできるだけ簡便なものとした。しかしながら，現在

の様々なシステム(教膏活動)に加えてこのシステム〈鶴男IJ指導計画〉を導入すると食担壊が予想

される。そこで，迎用に当たっては現行システム(教宵活動〕を整瑚・統合する中で，新しいシス

ムを導入するというスクラップ&ピルド的発想が必要であると考える。そして，具体的に持をど

うスクラップ&ピルドするかは，各学授の実態iこ躍した創意工夫に委ねられる。

次iこ治すものは，そのための観点の異体例である。

(2) 11書類作成と楢別指導許爵

[同学級縦経鵠[一瀦 鵠 票十ト…一ス会錨議|山l教糊談(緬輯翻号到欄職iせ轍蹴i踊麟崩轍談

これらの書類等と個別指導計躍の様式 1"'4との関連(げlリjンク)を図ることで，事務処理に要す

る待関の削減を工夫する。

(3) 11会議等と個別指導計題

日々の教背活動の中で，学習指導や校務分掌等合共通理解，連絡諜整のための会議の削減及び毅

縮等の検討を行う中で，個別指導計霞む持成や見直しのための時間を生み出す工夫をする。

3 学習指導寒と鶴別指導計嚢

(1) 11支援と形成的評部

個別搭導計画は，児童生徒一人一人的実態やニーズに長詳して，指導時様・内容・方法‘評錨等を

錨別化し鶴}jIJ指導や集団指導の場で指導iこ当たることである。諮うなれば，一人一人の指導〈支

援〉を最適化することであり，そのためには指導〈支援)と評鋸〈形或的評価)の一体化を関る必

要がみる。

支援は，その関告減らして質を高めることが重要であると共に，形成的評錨は，客観的な評価基

準や方法，対象を明確にすることが重要であると考える。

w
h
v
 



第4 個別指導計画による指導の実際

1 精神薄弱特殊学級

(1) 作成マニュアル

ア 個別指導計画について

-

1

1

 
'・1

① jプロフィール i・標準化された各種検査のデータから情報を得て考察する。

本人や保護者の願いは，アンケートや面接を行い記入する。

(様式1) ・現在の様子は保護者や交流学級の担任と情報交換をして記入する。

-領域のコミュニケーションは要求の伝達・指示理解・挨拶などを取り

上げ，社会性は集団での課題参加・移動・交流などを取り上げる。

，ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一

② i長期個別指導目標 i・プロフィールをもとに子どもの将来について見通しを考えながら，

今年度中に達成可能と思われる目標を領域別に設定する。

(様式2) -発達的に弱い面を改善する目標ばかりでなく，今備えている力をさら

に発揮できる目標を検討して，指導目標と指導の場を決定する。

.-ーーーーーーーーーーーーーー-ー-ーー-ー--.・ー

③ i個別年間指導計画 i・指導目標の優先順位に従って，指導期間と指導の場を領域別に設定す

る。

(様式 3) -学習する課題をスモールステップ化する。

'
E
1
 

④ i短期個別指導目標;・長期個別指導目標と個別年間指導計画から教科，領域ごとの 1学期間

!・計画・評価 j の指導目標と指導計画を作成する。

;・学期の終わりには，児童・生徒の実態から指導計画の見直しをする。

(様式 4)

イ 学習指導案について

(7)単元設定の理由の中で，プロフィールや短期個別指導目標について触れる。

(イ)短期個別指導目標を受けて単元の中でも個別指導目標を立てることによって，個に応じた指

導が明確になってくる。

(ウ)学習指導案の中にも，発達的に落ち込んでいる部分を伸ばす工夫や障害を補う工夫ばかりで

はなく，子供のよさや可能性を伸ばす工夫も書くようにする。

(工)支援は，子供の主体性を大事にした表現として「励ますJ [""言葉かけをするJ [""促す」など

の言葉を使い[""…させる」という表現はできるだけ避けるようにする。

(オ)評価は全体と個別について行い，評価の観点と方法を明確にして記録方法などを工夫する。

-6-



(2)対人関係をJ1;.めたい児盤 (/j¥学校鮪8学年〉の事例

ア実践の概要

(了)指導計翻を作成するに通うたって

O 本児のプロフィール作或にあたっては，交流学級の担託，保護者，特謙学級担任それぞれの

立場から情報を出し合い，総合的に実態把擁ができるようにした。

O 長期個別指導呂標を設定するにあたっては，コミュニケーション能力と社会牲を高めること

を課題として目標を設定した。本児は，椙手を考えずに一方的なかかわり方をすることから，

対人関係がうまく日かなかったり，見囲への意識の低さや関心のもち方の嬬りなどから集団適

応、がスムーズでなかったりという状態である。このような実態から対人間接を丹潜にするため

の手段を学び，それらを集聞の中で生かすことで集団適応が改善されるものと考えた。

O 個}1IJ年間指導計画，短期錨別指導自標 e計画を立てるにあたっては，まず，本児ができるこ

とと支擁すればできること，なぜ改醤しなければならないことの 3つの視点から分け，具捧的

な詰襟を年間を見通して立てた。 1学期には， r声かけをしたらJ，r教摘と一緒にふ 2学期は

連成状提をみながら「自分から」とか「進んでJなどの表議で，段階的な話標・計繭になるように

配癒した。

(イ)実銭にあたって …--------ー一学習揺導案の作成

O 本!足が，興味告示したすごろくを生活単元学習の中で取り上げ，ルールや順番安守ったち，

頼位を意識したりすることでゲームを楽しみながら，友達とのかかわり方を身に付ける事をお

らいとして単元の種別目標を設定した。

O 小築関でむ対入院揺作りむために交流学級の児童との交流を指導計蕗に位置付けた。

O 本児がすごろくの作り方や遊び方，ル…ルなどを理解できるように， JI謡番の決め方，コマの

進め方，コースの選び方など遊びの異体的な舟容については， f留意IJで指導しできる状況を作

弘集問の中で生かせるようにした。

O 支援については，できなかった時の支援の仕方としてすぐに声掛けや援助をするのではなく，

しばらく待って掲りの様子かち気付かせるようにしできるだけ自力でできるような支援を心

掛けた。また，できた時には，みんなで拍手や声援を送ることにより，周囲に意識が向けられ

るよう配藤した。

(ウ)まとめと今後の課題

O プロフィールを作成するにあたり，克議を多面的に毘ることができ，実態や課離がより明確

になった。

学期侮，年度毎に加簸・諺正して引き継いでいくことにより，構報が共有でき，連続的に一

貫した指導ができる。

O 個別指導計画告作成するにあたり，全議員共通理解の議に学校全体として取り組めるような

体制作りの必嬰牲を感じる。また，個別指導計画は教師{関かちの一方的なもりであってはな告

ないと思う O 保護者合教背への参加という面から，保護者と教締のかかわり方はどうあるべき

かを考えていきたい。

一 7ー
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1 ) 

記入者， 00 00 記入日|平成 9年O 丹O 日

氏 名 100 00 学年!小学 s年 生年丹日|昭和60年O月08(11歳)

保護者名 100 00 住所 iOO郡00村000 話 '00-0000

現夜の心身の状況 各種検査

肥満傾向にある O 居中ビネ 知能検査 IQ (71) 

情緒が不安定になり、こだわりが強く SM社会生活能力検査 SQ (54) 

なることがある。

家庭状況 生脊壁・教育歴

父 (000)母 (000) H3年 4月~耳 4 3丹 00幼稚調在薗

弟(小 6双子〉祖父題母 H4年 4月00小学校入学

H7年 4月00小学校特殊学級入級

本人の願い 保護者の願い

飛行機が大好きで，パイロットか飛行 落ち いて人の を爵けるようにしたい。

機にかかわる仕事そしたい。

韻 域 現 在 の 様 子

日常生活 -身の回りの整理・撃とんができない。

-時留に合わせた行動ができず，遅れがちである。

コミュニ -挨拶されても，すぐに挨拶が返せないことがある。

ケーショ -会話はできるが，内容が断片的であったり，話題が急に変わったりする。

ン -気iこなる事があると，分かっていても待度も同じ事を関くことがある。

• 2年生程度の漢字が読め，欝単なものは自分から こうとする。

教 科;・簡単な は読めるが，発資がはっきりせず，内容の理解も不十分で為る。

-翼い物はできるが，おつりが出る場合のお金の出し方で 惑うことがある G

-遊びむルールが分かもないため，友達と一緒に遊ぼうとしない。

社会性 -亥達や教師の支援安受けながふ集部での課題に取り組むことができる。

-集会宇行 などに参加できる G

-ジョギングを毎日続けている。

運 動 -縄跳び，鉄棒など，語きますと一生懸命に取り組む。

-ゲーム的な連動は，ルールは分か与ないが，支援をすれば参加する。

-手先が器用で，掠ったり貼ったりすることは丁寧にできる。

作 -清掃は，雑fちかけがきちんとできる。

-作業中に抽のことに気を取られて中自訴してしまうことがある。

余暇活動 . 族でゲームセンターに行ったり旅行をしたりしている。

-スイミングスクールに通っている。 • C Dを関くことが好きである G

家躍の撮子 配慮事項

子どもにいろいろな体験をさせている C 強い興審状態の持は，気持ちが治まるおを

熱心に子どもを理解しようとしている。 待って静かに話してやると理解できる o

(様
Jレフブ

8-



平成 9年度長期個別指導目標
(様式 2) 

6年 | 氏名 100 001作成者 100 001作成日|平成 9 年 O月 O 日

領域| 指導目標 | 場

・チャイムに合わせた学校生活を送ることができる。 I学 校

日常生活|・授業の準備や後始末，机の中や周囲の整理，整とんができる。 I学校・家庭

-自分から，元気に挨拶することができる。 I学校・家庭

コミュニ|・相手の方を見て最後まで話をしたり聞いたりすることができる。|学校・家庭

ケーショ|・昨日の事をーまとまりの話として，順序よく話すことができる。|学校・家庭

ン |・指示された事が分かり，行動することができる。 I学校・家庭

-簡単な物語を，聞き手を意識して音読することができる 0

.経験したことを順序よく簡単な文章に表すことができる。

学校・家庭

学校・家庭

教 科|・身近な物の値段が分かり，一人で買い物をすることができる。|学校・家庭

・簡単な計算や計量の仕方が分かり生活の中で使うことができる。|学校・家庭

-友達と一緒に，ルールを守って遊んだり簡単なゲームをするこ|学校・家庭

とができる。

社会性|・集団の中で自分の役割が分かり，それを果たすことができる。 学校

運

-集団の流れに沿って，みんなと一緒に行動できる。 学校

-簡単なルールのゲームや運動ができる。 学校

動|・目標に向かつて，持久走や縄跳びの練習をすることができる。 学校

-話をよく聞いて作業に取り掛かり，最後まで飽きずに続けるこ|学 校

とができる。

作 業|・場所に応じた掃除の仕方ができる。 学校

学校-バザーの準備作業に進んで取り組むことができる。

-遊びゃゲームのルールを知り，友達と仲よく遊ぶことができる。|学 校

・自分で好きな本や CDを選んで読んだり聞いたりすることがで|学校・家庭

余暇活動| きる。

|・外出した時，親に頼らず，自分の意志で行動することがで、きる。|家 庭

-9-



平成 9年度個別年間指導計画
氏名00 00  平成吉年O月O日場

51=1 : 61ヨ 7f:l : 8 f:l : 9 f:l: lOf:l: llf:l. 12月: 1月 2月 3月

(持賠載を確かめる(朝の会)チャイム惑と聞いて行動する。自分で移動する

司 "寸 a

臼 i休み時間に の準備・:一人で学習の準備

:後始 号をする :や後始末をする

:帰りの をする時，杭む中を整理する

(帰りの会)，

4 ・司 歪

に挨拶を返す斡・ りの後拶を τ寧な言葉遣いをと

(生活全 般 ) す る す る :
4費 4F ，E 企歪

守 e
亭歪*

しかけられた相手を晃 j し手を:大きな集問で話し 学校

コミュニトY3;! る 〈生活全綾〉 包 :手に注目して聞く

教態と昨日の事を話す : 学校

: (載の会)

・・
交流学級の先生の伝言を j 学校

伝える(生活全般)• 

簡な物を劇にする の 織 を す る 学校

体験したことそ書く(国語‘ ;出来事を轍j字よく く ;文集の累積を書く

教 科

指 ;買い物ごっこでおつりの:一入セ買い物をす 学校

;やりとりをする jる〈生活単元) 家庭

5t 0.). t-T~;:長さ・最- tき る ;生活場面で使う

学校

ト ラ シ プ の 遊 び 方 を 党 ぇトラシブやすごろくで遊;大縄跳びをする 家庭

る ・;ぶ
:，  ， 

社会性 集で自分の場所に一人運動や荷泊学習でみんな 卒業関係の行事に 学校

で並ぶ と一緒に行動する ) 参加する

a ‘・・・惨

-・・ ・ 司

中学生とカレー作りそす 中 学 校 で 交 流 会 を す る :バザー(作業・生単〉学校

る
B・ :

学校

運 動 :毎B，:ジョギングをする村英マラソシ参加家庭

手つなぎ鬼やサッカ一号をする ;自分からボールを迭しもかけて織る〈体育〉 学校

電電

歪 司監 金 調

睦上記録会で100射と出場運動会の謹自を鱒留する:縄裁が検定に挑戦 学校

草案書司 軍司

着手 ・司

作 業 〈農醤にいもや野菜を育てる〈種蒔;き，草取り， i畏穣，切り干し大根作り，バザー) 学校

教態とー諸に簿操告する自分から清掃場所に行券，分m簡所を捕除す 学校

;る

司 司も哩・・

盈量 ・・

余暇語動 プレムヤーの操作を え..C Dを聞く e 好きな本会説む CDぞ揃いて歌う 家庭

休み時間や赦課後，友連とゲームや運動をして選ぶ(休み時間〉 学校

ー 10-



平成9年度第 2学期短期個別指導目標・計画・評価

年 6

氏名00
領域

日常主活

3ミ

y 

教 科

社会性

運動

作 業

余穀活動

0000 
0000 

開襟

-時箆裂をと確かめ， チャイ

ムの合間で行動できる o

-授業毎に、学関の準備と

後片付けができる O

-相手を晃て，はっ~りと

挨拶ができる。

-伝言ができたり，

りに行動できる。

.T寧な言葉遣いがで会る o

-音読発表会で紙芝艇の発

表ができる o

-日記や行事の作文を響く

ことができる 0

・繁い物でお釣りをもらう

金額のおし方ができる o

・畿についての単位そ知り

ばかり方ができる。

-鱒単なゲームや遊びの jレ

…jレが分かり，友達と楽

瀧しく遊ぶことができる 0

.学校行事にみんなと一緒

に参加できる。

-φ学校との交流会に喜ん

で参加できる c

-朝のジョギングが自分か

らできる 0

・サッカーそみんなと一緒

にできる 0

・大棋の種蒔きゃとうもろ

こしの収穫ができる。

・ほうさの使い方がきちん

とできる。

-休み時間に外で遊ぶこと

ができる G

・室内での遊びができる。

.J!振に時間割をはり，チ

ャイムの合闘で行動でき

たらシールをはる。

・休み時間に準備会し，

習が終わったら，きちん

と片付ける c

-翠をや交諸学殺のう芝生iこ

吉分会、ら挨拶する o

-先生方や保護者iこ朝任の

話を伝える Q

・~です。 r~ですか。 J

の言い方で話す。

-少し長めの文章を大きな

ではっきり審議する 0

.ゃったことを顕序よく

く0

・3震擦に翼い物をしておっ

りをもらう金額で支払う 0

.ものさしやはかりの便い

方後練習する。

-交流学級の友達と一緒に

ぶ機会をもっ。

・漉動会や宿t古学習でみん

なとー諸に行動する。

・ナシ狩り，文北築晃学，

m号器作りなどの合同学習

に進んで参加する。

・がんばりカードにシール

をはる。

-攻める方に走ったり，ボ

ーjレ後蹴ったりする。

-積蒔きや叙穫を最後まで

やりとげる 0

・場新に応じたはき方を嬢

習する o

-どこで何そして遊ぶか決

めて遊ぶ。

-トランプやすごろくなど

のゲーム号告する。

丹 o B 

月 O 日

評価

誠糊| 備

達成状況は， @(十分迷成) (ほぼ達成)ム(達成不十分〉で記入。達成不十分の

備考鋼に記入する。

11 

〈機式4)

場

学校

学校

学校

学校

学校

学校

学校

家庭

学校

学校

学校

学校

学校

家産



第8学年3組 生活単元学習学習指導案(交流学級と一部交流)
日・時間O月O日O校時

6年 3組教室

00 00 
1 単元すごろく大会をしよう

2 単元設定のま支織
本学級iま， 61'手5母子〈双子の兄弟) 2人と，体験入級という形で通級している 2年努子 l人の計3人の構成である。そのうち，

S年の男子2人はEl機約傾向があり，友だちとの会話がうまくできないことや，遊びゃゲ…ムの)];…ルが分からないなどからあ
まり友だちと遊ぼうとしない。また，集団で諜惑に取り経むにあたっても，依綴心が強く自ら行動するという事が少なく，コミ
ュニケーションや社会伎の磁で繁華護をもっているo 2 年の男子は，学カï!iíでの返れはあるが，腕るく ~llまで，友だち関係や集団
とのかかわりにおいては特に問題はない。

このような実態受験まえ，交流さ学級の児童との交流を取り入れた生活主義元学習を霊義務し， 6年の男子が喜んで遊んだすごろく
を取り入れることにした。友だちと~絡にすごろくを作ったり，遊んだりすることそ滋して，ルールiこ縫ってゲームをしたり，
自分の役割安果たしながら集団で楽しく遊んだりすることによって，コミュニケーシ翠ン後カや社会性を芸詰めていきたいと考え，
この単元を設定した。

3 闘機
(1) 全体問機

。見滋しそもって計闘や準備に当たり，できるだけ自分たちのカですごろく大会令することができる。
。遊び方やlレ…ノレ~知り，自分の役割を果たしながら，友だちと仲ょくすごろく大傘をすることができる。
0友だちとすごろくそ作ったり遊んだりしながら，集団の遊びの楽し怠後味わうことができる。

(2) 

( 1喜善寺総書交り援もの

学習内容 活動

すごろく遊びをして，やり方やルールを覚える。 (2) (休み時間・放課後)
Gすごろく大会について，話し合う。(1)

e内容

潟監

備

3健
践

-飾りつけ

態
んで取す菰tHJ<.

五♀
心がなく，友だちに頼りがちで，積極的に取り組むことは少ない。

s 本善寺の指導
(I) 目標

ア 全体自標 ゲームをする態勢やル…Jしそ守ったり，自分の役療を果たしたりしながら，友だちと楽しくすごろく大会そす

イ偲別目標ff

円
/
U
M

4
5
A
 



.ill..孟昆

学習内容・活動

i 本特の学習について話し合う。
内容・!順序を確かめる。

2 縄会式をする。
(1)始めの設楽 (A)
(2)めあて〈会主主〉iやくそく持って，楽しいすご i
ろく大会にしようの | 
(3)やくそく (A.B. C) 
(4)賞品の説明

(5)終わり (B) 

3 すごろくゲームをする。
Bチーム
(B. A. 6の2児童3名〉
fピクトリすごろく j

Cチーム CC. 6の 1児童 4:s) 
rANAすごろく j

4 開会式をする。
(1)成績発表と賞品の授与

(2)交流学級の先生の話

(3)終わりの笈薬 CA.B) 

5 後片付けをする。

s 本時の学習を振り返る。

す 次時の課題司告知る。

!?ごろく吟のことをパネルに|
てみん ご知らせよう

支 援と苦手王室
全 体 i 喜建 前

・プログラムや成績表を緊板にはり，見通 I• Cにはマイクを持たせ，司会の役が緩後まで
しがもてるようにする。 I できるように励ます。

・各身の役言語が. ~ちんと果たせるように|・事前に十分練習号しておき，できF るだけ一人で
励ます。 I できるよう見守る。

• 3つの約束のカードを用意しておさ. El I • 3人が約束のカードを l枚ずつ読むことによ
当てが具体的に分かるようにしておく。 I り，悶さきてについての意識を高める。

I .食品会前面に並べて援ゑゲームへの窓 ψ 各自，どの賞品が欲しいかを決めてからゲー

誌をタ争議ぎ~~.9_一一~--~~----一一一一……ー点区Ajるようu与党役ι 、
[評錨]

:・開会式で，自分の役割が最後まできちんと巣たせたか。(行動観察〉
A…始めの言葉が，大きな湾で最後まで蓄えたか。
B …終わりの言葉が，一人ではっきりと苦言えたか。

叩鳴 ç:~・_1'..p.. ~_7AまJe.!.c1i! ~ l 向車会会?ゴAlご~lき主主~oー也
・各々の役割が果たせた草寺はみんなで拍手 I• A， Bがすぐに誉議が出ない場合はしばらく
をしてほめる。 I待ち，様子安5誌で，F態幾けをする。

'Cが司会でつまずいているときは，プログラ
ムで確かめるよう助言する。

. H， Tは同じさ学級の児童とー絡になるよ
うにチーム後藤と滋する。

・ゲームの服役はじゃんけんで決め，成績 I. B， Cには，自分の願書惨殺確認する意味で成
表に名前会書き込むようiこする。 I鱗議誌に名前を書く役割ぞ与える。
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• 3つの約束について振り返り、楽しかっ
たことを発表したり、食品安見せ合った
りしながら、友達之:遊ぶ事の楽しさを味
わわせる

・パネル作りをしていろいろな友途とすご
ろく遊びができることを話し、次時への
意欲につなげる。

-一人一人に fなかよしクラブJのカ…ドを作
り、 lゲーム毎にシールを貼っていくことぞ
知らせ、滋欲を高める。
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(3 )物事を最後までやり抜く力を脊てたい生徒〈中学校第3学年)の事撰

ア架設C概要

(ア)指導計離を作成するにあたって

O まず長期留別指導目標を作成するにあたっては，本児を，この 1年間指導する上で，どの

様な点で配麗していけばよいのかという観点から打った。本克の話によると何をするにも

自信がなく，現在までいろいろなことから逃避し，出来るだけ伺もやちずにすませてきたと

う。このような生誌が少しでも岳分自身に自信をもつことができ，楽しい，思い出と共に巣

立つことができれば， と考えた。また欲iまらないよう気を付けながら自標を考えた。今でき

ないものを，少しずつ出来るようになれるような課題を設けた。

O 個別年間指導計髄・甑期輯別指導目標・計画・評舗については 1年間合学習内容を考え，

本児の検査結果などを晃菌しながら立ててみた。特に作業については，一つのこと弘始め

たら最後までやり通すことを金頭においた。このようにして作成した計画であるが 1学期

が終わり，評価をし反省したとき，訂正せざるえないもめも出てきた。

〈イ)実設にあたって …“学習指導案の作成

O 担別指導計画iこ議づいて学習指導案を作成するにあたって，作業学習を取り上げた。作業

学習を取り上げた理府は，一つ一つの進度，結果がはっきり見えるので，本人にとっても，

指導者にとっても程標を速成しやすく，また社会での自立という事を考えた詩，作業活動を

中心とする実際的な経験が必要であると患われるからである。

O 作業内容としては，電動糸のこを使って，パズルを作ることにした。電動糸のこは，前年

む作業の新iこも使っているので，苦手心して捷うことができ，最後までやり抜くこともできる

だろうと考えた。

o 1学期の作業学習では農耕・園芸・調理・リサイクルによる紙工などを行い，いずれの時

も最後まで行うことを中心課題としてきた。その過程の中で時間がかかってしまったことも

あったが，踏ましながら活動することで，仕上ぜまで行うことができた。

〈ウ)まとめと今後の課題

O 今年変，穏期指導計磁を作成してみて，最もよかったと患われる点試，生徒の実態が的確

に把握できた点である。そしてどんな面で力がついていて，どんな彊が力不足かも見えてく

るので，課題設定がしやすかった。

O 今まで思いが及ばなかった「余暇活動Jでは，本j患の貯きな歌の歌詞をワープロで打つ

学習を生活単元学替の中で行い，意欲的に行うことができた。

O この調別指導計画という欝式があることによって，担当者が変わる時の引き継ぎや他の指

導者に理解してもらう上でたいへんよい資料となると思った。

O 今後の課題としては，学校内で取り組む課題等'i，比較的取り組み易かったが，家庭とむ

連携を叡りながら指導していかなければ改善されないものもあり，家庭との連講の取り方を

考えていかなければならない。

14 



(様式1)

プロフィール 記入者 00  00  ( 平成 9 OJi O日

Eえ 名 00 00 λf孟!:. 日 |昭和 57年 。月00日 (14才〉

書護意義名 00 00 住所 00郡00町000 |電話 1
00

現在の心身の状況 各種検査
精神薄弱 畠中ピネ一知語検査 IQ (58) 
コミュニケーションをとりにくい。 SM社会生活能力検査 S む (47) 
独り っていることがある。

家臨状況 主主脊歴・教育鰹

父( 幼韓国には通わなかった。

-部む壊に 日元年 4月.00小学校入学
克〈 義捺〈 H6 4月.0小特殊学級入級
姪 日7年 4月， 000中入学，特殊学級入綾

本人の顛い 保護者の翻い

中学校卒業後は，養護学校高等部に行きた 本人にあった適切な進蕗決定奇考えたい。
1.¥0 

春夏 域 現 在 の 様 子

-チャイムが鳴って， しばらくしてから教室移動ができる。
日常生活 -休み時間など誌，校庭を見たり，在壇を見たりしながら，一人で過ごしている。

-そうじの時聞は教舗に声を掛けられ，付いていると設われた事はやる。

-友達に話しかけられれば多少む返事はするが，自分から話し樺けたりはしない。
3ミュニトション -質問に答えることができ，敬語で返答することができる。

ーテレピのアニメなどの話はするが，自分のことは話したがらない。

-文学が了寧で上手iこ書けるし，難しい漢字がなければ文章を読むこともできる。
教 幸ヰ e たし算やかけ算はゆっくりではあるが，間違わずにできる。

-英語の学習に撞極的である O

-集盟参加能力・意恋、交換能力が不十分である。
社会性 -交流学級の友達と共に活動することが難しい。

-買い物など誌できる。

-ゲーム的な内容になると，徐々にその場から離れてしまう O

選 重き .jfる諌替などでは，皆がやっていても，疲れるとやめてしまう。

-糸むこや鋸をゆっくりではあるが，上手に使える。

作 -燭を耕したり，草花や野菜を植えたり，途中休みながら作業することができる。

-作業に耳立ち掛かるまでに時開がかかる O

-放課後，花に水をやったり，ベランダなどに盛ってゆっくりとしている。

余暇活動 -テレどのアニメやお笑い番組を見ることが野きである。

家庭の様子 配E軍事項
家庭でもあまち はしない様子である。 母親がいないので，身の回りむことなどへむ気

放任的である。 怒りをする。

w
h
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長期{菌加指導目標 (様式 2) 

l作成者 I00 00 I作成日 i平成 9年 O月 O日

領議 ?言 導 日 標 場

-授業の準磯や教室移動が自発的にできる O

日常生活|・掃除の時閣に，自分から取り掛かることができる O

学校

学校

-周囲の人々に関長掛けられた時，適切な受け答えができる。 I学校

正ュニトショ i‘アニメ以外の抑こも耳を掻けたり，話したりすることができる。 I学校

-文章を読み，感想そ誘うことができる。 I学校
教 科;・欝単な計算を暗算で解くことができるo (お金の計算)学校

-簡単な文章陪題を解くことができる。

-交流学扱での授業時間lこ避れず行くことができる。 I学校
社会性 |・友達と共に作動ができる。 I学校

-ムカデ競争やサッカーなどで、その場から離れずに参加することができる。 I学校

運 動 I.卓球を棄しく苛い，汗をかくぐちい捧を識かすことができる。 I学校

-自分かち作業に取り掛かることができる。 I学校

作 業:・一定時国，作業を続けられる。 I学校
・一つの作業を最後までやり抜くことができる。

余暇活動

-好きな本を自分で選んで，読むことができる 0

.カセットテープやCDを自分で操作して聴くことができる。

学在籍

報豪華

-16 



平成 9年度 個別年間指導計画
(議式 3) 

3 年 l氏 名引10∞o00 r一}一ι}一一

額 域 4月 5丹 6月 7月 8吋丹 9月:1臼O丹 11月:1臼2月 1月 2月 3月;場

i学校
接持議件特震にする。 予定義制て粧報できる。

日常生活|
ニ|学校

搬の鞍に訪でまることができる。(重量):織にきて，鶏の集計蹴にc~かかる。 自発的に騰にときか科α

i(輔): : (鵡〉

川学校
線事できる。(生活全種) 蓄しかげら枇ら，踊れきる。〈錦繍)

ヨミzニ守ーショ|
0 ・昏

J 7ニメの能率OtL喝いろな話をする。 7ニjfl耳鳴も章氏討。(生話強)

〈生活全般)

~I 学校
文章鵠んで鰯に答える。〈醗) 鵠坊の量刑材える。〈諜) 醐支持くこと事できる

:〈髄)
教科ト

お金の計算ができる。〈鮮) 簡単な持雑草ですも : 文章舗が解ける

朝!と時聞の関揺がわ寄る。(数字) (群)

指示されて，交護学量へ告し ft仏法綾子泊。

社会性 I.. . .←'  ------~----~. : ...----~----~ イ学 校
学差持主どで脱出議長とお。 舗学習で友達と絞L士号，識できる0¥¥ろいろ持で友達と妻し(過ごす

j 〈生語紙・行事) 雄教委L{参加できる。(生活戦。託事) こ誌できる。

ヱi学校
^~田ツテZ ト噂警仁親 j 楠駐皆と指して糊する 説の学齢駒組むことが : 警のそまで運動K取り量むこと

L，説を腕。(鮪) ことniできる。(線〉 司 できる。 (轄) 何きる。〔繍)

棄し(時をする (生活単元・桝時題): 

i学校
打つ0 ・

(揺を襲L襲をまき，菌を植える) (重要Lそれを調理する)(続撃し，まの野菜を向)
作業l

(ベニヤ拡厳重{) (棋聖・7デ'1-Jt1..ル作り)

(りすイ川工作)(襲撃)(時): (蜘のIJすイ持)(議理) : (持)

川学校

学校

蓮 動

扮 i学校

報豪華

CDう1n梯黙を葉え，音棄を聴{o カセ?トトプに善幸ができる。

(生活戦) (閥単元)

: I望書酔柑凶私賠訴を都，それを学誌やま議室。(生活断〉
'
 

。、
2
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f
1

手
ん

世

曹

抽
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'

e少
w
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塞

車

止
4
.
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f
¥

i
b
 

必
作
げ

拍探官、i
八

学技雑

( )は主たる指導の形態
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平成3年度第!学期 短期個別指導目標・計画・評価 (械式 4)

学年 中学 3 作成者 00 00 !作成母 平成 9 。月 O日

民名| 。o0。評価者 00 00 i記入呂 平成 91:手 O月O日

評 価
館 域 指導 日 標 指 計酉

誠搬 備 考 場

I .授業の輸を休み時 -教邸の言案掛けで次の ム -捜業の準織がまだで|学校
間にできるo 投業の準備をし教室 きない。

思常生活 移動をする。
-揚除の場所iこ岳分で -そうじをさぼらずやる A -時々そうじをさぼる 学校
行く事ができる。 ように教室錨除に盟定 こともあった。

する。

-鶏聞の人々にあいさ -挟拶をされた主挨拶を o 学校
つをすることができ 返す。

3ミ1ニトシ量 る。 -自分かる挨拶をする。 ム -2まだ定著し江い。
ン -アニメの話から他の -大野きなことから話し O 学校

話に発麗させること 捨め，抱のことへも
ができる O が誌がる。

-文章を読んでその内 -物語や簡単な説明文を G 学校
容をとらえることが 読む。

教 手ヰ できる。 -内容についての質問に O 
-千・ ]j問など大きな 答えるG 学校
金額の計算ができる -模擬黛幣を用いて大き O 

な数のお金を数える。

-時間舗を議識させ， -今日の予定を話し，時 o 学校
遅れないように交流 間苦手jを意識する。

社 性 学級に行ける。 -震糞掛けをし，連れな -チャイムが鳴ってか
-作事に友達と楽しく いようにする。 ら行動することが多 学校
参加することができ -友識と共に行動をするc かっfこ。
る。

-スポーツテストの棟 i ・スポーツ ストの種目 ム
習ができ，記録をと の練習をする。 らだんだん離れがち

運 動 ることカ〈できる。 -記銭をとる。 o になってしまった。
-卓球を楽しく行うこ -壁打ちをする。 ム -一人で糠習すること 学校|
とができるo -続けて打ち合う O O はなかった。

-教部iこ支撲されなが -説明を聞き，熔を耕し O l 学校

品作業を行うことが 菖を植える。 -数寄関与，ペンキそ|
作 業 できる。 -棋を切り，ペンネを塗 塗ることは，ょくで

り，給を描く O きたが，絵はなかな

-繰り返し行う。 O か議まなかった。
〈調理・工作)

-音業に親しむことが .CDラジカセの撮作を 。 学校
できる。 覚える。 家庭

余暇活動 -野きな曲を聴く。 O 
-好きな本を選ぶこと -図番館や本麗iこ行き， A -本犀に行く時期の設 学校
ができる。 好きな本を選ぶ。 定ができなかった。 家禽

達成状況は@(十分達成)0 (ほぽ達成)ム(連成不十分〉の記号で記入。連成不十分な場合は備考欄
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第3学年4組作業学習学習指導案
指導期日・時間 Of:lO日 O ・0校時
綴導場所 3年4組教室
指導者 00 00 

4 指導計額 (37時間接い〉

段難
次 学習内 . 活動

計画
第 。本のパズ報選ル設作をそ知りの計簡制を裁立てよう。

-作業工 り， 作欲をもっ。(1)
次 -学習計 立て，見通しがつけられる。(1)
(2) 

準; 第 。木のパズル作料りの準織をしよう。
2 -どんな材 を使えば適窃かを調備べ，持料を用意する。

備 次 -制作に必要な用品そ知り，準をする。 (1) 
(1) 

。木のパズル作りをしよう o

(本時) ! !実
-わく薮と経板を寸法違りに切る。 線(1) 

第 -わく薮にコピ…した留柄をはり， 上を切り抜払底薮をつける。 (2 ) 
3 -ブロック用の艇に鴎績すを写し，各)ブロックを切り披く α 3) 

ー染色をし，仕上げを る。 (2
(24) -開じ方法で形の違うパズルを作る。 (1 6) 

|反
。木のパズル作上りのまとめをしよう。

第 -作品制作 がんばったとごろを記入l.手をつなぐ子らの作品展に出品Lする。 ωJ 
4 -作作品震晃学説夫に響出かける。 は詩) 

察次 - り方の 明者去作り，おt世 になっている方に レ-tt'ントする。 (2
(10) -怒装も工し，行う。(1)

5 生誌の実態

態

ノコギリを覆ったり，電動糸のこぞ捜つての作業を昨年も実施しており，時間はかか
るが，道具類に壊れており，作業もγ寧に取り組言。関柄ぞ措くことはできないので
コピーしたものを使い，写す。
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8 本特の指導
(1) 闘機

。安全に突を付けながら，パズル作りをすることができる。
Oわく板に，ず寧に図柄径はり，切り抜くことができる。

(2) 態関

学習内容・活動

l 本時の作業内容後知る。

iわく板に留柄をはり，切り按こう。

2 作業の準備をする。
(1)身支度受整える。
(2)斡料・遊異識の確認をする。

支援と評価

・自分がどんな作業をするのか計醗衰を見ながら，確かめ|
ると共に，安全な作業ができるように翠欲付け安する。
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-うまくいかなかった時は，貼ってはがせる織なので
もう一度やってみようと励ます。

(2)刃会通すための穴を輪郭線上にあけ 1・錐で穴をあける時，絞に対して強直になるように錯し，
る。 I一人では難しいので，教舗も板ぞおさえ，手伝う。

(3)糸のこ刃後穴に通し，沼をセットす l・昨年の作業でも使った経験があるので.A男が自分でセ
る。 I ットするように勤ます。一人でできたときは，覚えてい

たこと祭賞賛する。悲れてしまっていた時でもあまり翠
く教師が支援するのではなく， ヒントを与えながら行う
ようにする。
<特に注意する点>

・吊り上げ鱒は，左手でしっかりと搾さえながらネジ
を締めるo

-加工中，板がおどらないよう板押さえを，しっかり
つける。

〈のわく板後切り抜く。 I・罰掘の輪郭線に沿うようにして，心持ち外側を弱った方
が，プロックの組みこみゃ取り外しがしやすいことを伝
える。

・糸のこの動きが速いと対応しきれないので，スピ…ドを
自分で対応で参る速さに調節させる。

・スイッチを入れたら，絶対によそ晃しないこと後確認す
る。

(白紙をはがし，般の表謡や切断言語をサ 1・サンドペーパーでみがく持，裏側に出る糸のこのパリも
ンドペーパーでみがく。 I取るとされいになることに気持かない場合，不唆する。

-図面はあとでプロックを弱る時に，再度使うので捨てな
いよう気を付ける。
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-マイナスの評価をしているような場合は，よくやって
いた場語を態い組こさせる。
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2 韓議・言語障害特殊学級・通級指導数意

(1) 作成マニュアル

ア {留別指導計簡iこついて

:・初罷富接時lこ Iブロフィ ルJを参考に積報を収集する。

①:プロフィール :・本人に必要と思われる各麓心理検査を実施しその結果の分析と観

察から指導方針を決定する。

(様式1) ・保護者・本人;l護常学級担任む顕い等安記入する。

・所晃穣iこは将来接見通しての指導方針の記入もする。

ー:0スタッフ会議をもっ(校長，組任，担当者，保識者等)。

長期信剖指導悶標 :・長期的な見通しの中で，今年度中に達成可能と思われる岳標を韻域

争 }jljtこ話し合い，決定する。

J ・擾先指導昌棟と指導の場を決定する。

(様式2)

ー:0スタップ会議をもっ。

③ i個別年鵠指導計画 :・長期個別目標を基に，学期ごとに異体的な指導内容を検討して決

定する。

〈謙式 3) ・指導時患と指導期間を決定する。

・スタッフ関での共通理解を留る0

-:0スタップ会議をもっ。

参:短期個別指導吉標 発達段階を十分考惑し今現在必要な課題を優先して指導目標や

:・ 3十間・評髄 : 指導計額を作成する。

スモールステップでできるだけ具体的な計躍を立案する。

(樺式4) ・必ず学期む柊わりに指導経過と評舗について話し合い安行い，指

導計画の見画しをする。

イ 学饗搭導案について

(ア) 短期鶴期指導目標は， I題材における調関指導時標Jの横でできるだけ具体的に記入してお

く。

〈イ〉 指導計闘については，児童の実懇を踏まえて指導期間と指導内容を考騰して立てる。また指

導が長信くことが予想される場合は I継続観察指導Jの欄を設けておく。

(ウ) 実態iこは題材における実態と現在までの変容についても記入する。

くエ) I支援と評舗Jの欄には，課題ができたとき，できないときの，具捧的な手だてを記入して

おき，活動が同議に進められるようにする。

(才) I評値」は，本時の話標に添って評部方法とできなかった場合の支援方法等を記入し次へ

の指導につなげる。

4
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(2)雷語力を伸ばしたい兜輩(小学校第4学年)の事例

ア実践の概要

(7) 指導討副を#成するにあたって

O プロフィール作成にあたっては，多方面からの情報を得ることによって，見賓の実態やニー

ズがよりよく把握できた。また得た情報をもとι，スタッフ会議で関係者が共通甥解を関るこ

とができ，摺別自擦を設定しやすくなった。

O 長期個別指導目標では，児童の笑惑に基づき年度末には達成すると考えられる目標，興味・

関心を育て，主体的に学習活動ができる目標を設定した。また，本入や保護者の騒いを尊重し

将来社会自立を昌指すために身に付けておきたい課題も目標設定の蝶に配躍した。

O 短期個別指導目標では，長期醤標の一つ一つについて課題分析安行い，スモールステップ化

して設定し，目標を達成していくための指導内容を検討した。

O 評舗では達成状、況を把握し，場合によっては指導目標を変更できるように書き込み，細かい

指導の実践のために活現した。

〈イ) 実践にあたって ・・ 学習指導案の作成

O 児童にとって，今伺が必要なのかを考え，主体的に活動できる目額を設定した。自分で判断

したり，発言したりすることにためちいがあることから，興味・関心がもてる日標，進んで取

り組める日擦を考えた。

O 将来社会自立するために，今身に付けておきたいことなどを考惑して，発達段階に応じた指

導内容を日壌に設定した。

o 8哲生活において，写真や絵などの撹覚による憤報が多いことから，身の回りのいろいろな

物に興味・関やがもてるように教材を工夫した。

O 呉体的な支援策や評艇の点では，あくまでも克童が主体と考え，自分で気付くことを重点と

した。できなかった場合の支援策も具体的に記述し，状況把躍に努め，次時の学習につながる

ように配惑した。

(守〉 まとめと今後の課題

o怠童の実態やニーズに応じて錨別指導計轟を具体的に設定するので，見輩むよさや可能性を

発見できた。より明確な目様を設定することにより，児童が生き生きと学習活動を行うことが

できると思われる。

O 個別指導計調を作成することによって，関採者む共通理解を得ると共に，実際にきめ細かい

指導を日うことができる。

O 評艇を学鵡ごとに行うことによって，達成不十分な目標については適切に穆正し椙々む指

導に生かすことができる。

O 個別指導計罷に碁づく指導は、具体的なきめ細かな指導が要求されるので，今後，指導方迭

の改善や多様な指導方法の蓄積が課題である。

可，
eM
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〈様式 1) 

プロブィール
|記入者 00 00 記入日 平成 9年 O丹 O日

Eミ 名 00 00 学校名・学年 000小 4 生年丹日 昭62年O丹O日(10識OJD

保護者名 00 00 往所 100郡00町000 00-0000 

藤寄手帳 年 見 日交付 身撞手蝦| 種 級 年 月 日交詩

調耳耳掛け式接麓器装用
障害名 難 1事 身体状況

発作:無・寄〈間数:毎日・選・月 位〉 服薬:糠・膏 1日 回(輯・昼・晩・就寝部〉

病院名・主治医 100病院00医師 麗の会活動 接

胎生期司会克・母体の異常等) 乳児より現在に まで
特に異常なし (相談麗，治療歴等〉

-000薪競で高度感2苦難聴と診断
歴 される。 (2農)

出臨時: 熟産・早産〈 か丹〉体議 (1934g) -00小ことばの教護に通級する。
分娩の異常(無) 件、 1--現産)

iそむ抱

父母 弟 本 児 ;家 (親の職業，教育的理解等〉
旗 i 1註 -父 :00
構

I 境環
-母 :00

或 ~t 4人 母親は教育熱心

学校生活の蝶子(学力，交友関係，性格，こだわり等〉
-知的な議れは見られない。
-コミュニケーション手段の主体は，聴覚よりも読話による場合が多い。
-友達と遊ぶ約東をするなど，積様的にま連とかかわろうとしている。
-性格は明るく人なつっこい。

諸検査の結果
-田中ピネ 知能検査 1 Q 
.S-M社会生活能力検査 王手成9 8月実擁 C A ( ) S Q ( ) S A ( 
-WISC-R知能検査 平或 9年 7月3経緯 V 1 Q ( 89 ) P 1 Q (102) 1 Q (部〉
-韓力 事 1 0 2 d B 左 98dB 
-発辞む状慧 ほとんどが母晋になった発苦

本人・保護者の顛い
-生活経験を豊かにして，鑓常児と共iこ日常生活を送ってほしい。
-学校生活を友壌とー轄に業しく過ごしたい。

通常学級担任の騒い
-学殺の中で，友達と楽しく学留したり遊んだりしてiましい。

言奇 見
-高変難聴のため様襲、器による情報収集が難しい。設って，傾聴態変・ を伝えようとする態
度者背て，集団の中でコミュニケーションを図りながち，よりよく選応できるようにする必要
がある。

-e分で判断して意説的に行動したり，発音したりできるように指導を進める。

-23-



平成 9年度 長期個別指導目標 (様式 2) 

4年O組 氏名 10000i作成艶者 1 0000;作成日 1平 成 9年 O丹O日

韻域 i 指導自標 |場

-身の留りのことで，できることは信分でする。 通常

家庭
本的

生活習慢!・日常生活において，できることを増やす。

-友連と{中よく遊んだり，活動したりすることができる。 I通常

社会生活 i・地域的行事に進んで参加するこ山きる。 I 家底
地域

-学習中，他の入の話を在日して聞くことができ，わからないことは身| 通常
近な人に尋ねることができる。

・吾分の意克や考えをみんなにわかるように話すことができる。

教科学習 I・経験したことや患ったことについて，正しい文法で自記や作文時く
ことができる 0

・物語や文章を読んで，内容を理解することができる。

・文章問題を読んで，内容を理解し鵠題を解くことができる。

-小数や分数などの計算問題iこ，進んで取ち組むことができる。

運動機能
-いろいろな運動に楽しく取り組むことができる。

・簡単なルールにしたがって，ゲームを棄しむことができる。

通常

-補聴器の正しい取り扱いができる。
(イヤ・モールドの諸説，スイッチの入れ方切り方，ボリューム
の調整，聞こえ方のチェック，電油の交換等)

・対詣での話しかけを聞き殻ることができる。わからないことは，そのい
場ですぐ聞き返すことができる。

護・
笥11 輔 I・正しい構音方法がわかり， 日常会話の中でも正しい発音で話をするこ

とができる 0

・物語や説明文を読んで，新しいことばを理解したり使えることばを増
やしたりすることができる。

・ヰ翼や給を見て，物の名前や場面の様子を理解することができる。
(公共の施設，工場等〉

三ヨ子圭童五
E二10悶

家庭

描
問

一
吉
田

(詐成スタップ 0000. 0000. 0000. 0000) 

凋

aa
q
L
 



平成 9年度 個別年間指導計画 (様式 3) 

4年O組 l氏名 l 0000 |作成責任者 0000 |作成日 l平成 9年

領域 4月5月 6月 7月 8月9月 10月 11月 12月 1月2月3月 場

‘ト一一 ヨ

学習に必要な教材を準備する。 通常
基本的 友達と協力をして清掃をする。
生活習 連絡事項や板書を見て必要な情報を得る。

慣 行事の内容を理解する。

‘一ー 調 通常
友達と遊ぶ。

社会生 友達と連絡をとったり，計画を立てたりして遊ぶ。
活 ルールのある遊びをする。 家庭

児童館や公民館の行事に参加する。

‘ト一一 ~ 

物語や説明文を読んで内容を理解する。
漢字の読み書きをする。

日記や作文を書く。
教科学 楽しかったことなどを友達に話す。
習 朝の会や帰りの会の司会をする。

通常
季節の生き物や植物の様子(春，夏，秋，冬)

物の重さ 水のはたらき 電池のはたらき 水・水蒸気・氷

清掃工場の仕組み 公民館の見学郷土を聞く

大きな数 文章題図形小数の計算面積分数立体

‘ト一一 ヲ

体操をする。 (ラジオ体操， リズム体操など)

マット運動
運動機 目Il転，後転，開脚前転 開脚後転など 通常
能 跳び箱運動 縄跳び

ボール遊びをする。
ドッジボール バスケットボール

‘ト一一 ヲ

ラポート作り
実態把握

補聴器の自己管理をする。
イヤ・モールドの着脱 スイッチの ON・OFF 電池交換

養護・ プール時の補聴器の管理 聞こえ方のチェック
訓練 話し手の顔と口形を見て話を聞く。 三<=1三「王n五ロ

文章の聞き取り
日常生活の出来事を話す。 絵や写真を見て話す。
行事の理解 学校周辺の様子地域周辺の様子公共施設

ことば遊びを通して語いを増やす。

p
h
u
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平成3年度第l学期 認識酬指導時・計画・輔

一一一一一一一一司喝羽-

(様式心

学年・組 I 4年O組 |作成記者 I 0 00  0 I作成呂|平成 9年O月O日

E名 I 0000 I 評価者 I 0 00  0 1記入sl平成 9年O丹O昌

領域 i指導目標

基本的
生滞留
噴

指導計雷 場

-身の揺りのことで学習に必要な教材を
できることは自分で i 岳分で用意する。
する0

・日常生活でできるこ I.瀦絡事項そメモにと
とそ増やす。 I る。

達 成 状 況 | 犠 考

O 

ム

-友達と仲ょくする。 I・友遣と連絡を取り合 I0 
つo

。
し
期

加
利

参
を

に
館
。

会
民
る

み
公
す

p
し

れ

ソ

楽
り
た

お
た
し

す加参事「打の域
。

地
る

生A一品社
括

教科学
習

躍動機
能

-人の話を調くことが
できる。

・友躍の前で告分の意
晃や考えを話すこと
ができる。

・物語や文章を読んで
内容を躍解すること
ができる。

・季節の生き物や植物
の様子が分かる。

-文章題が分かる 0

.構単な計算が正擁に
できる。

・いろいろな連動を楽
しくすることができ
る。

-控目して話を開く 0

.経験したことなどを
朝の会で話す。

・学習の中で挙手をし
て意見守を雷う。

・国語の教科書や盤話
などむ本を読み，大
体の内容をつかむ0

・春，夏の生~物や捕
物の諜子がわかる 0

.立式やき経算ができ、
問題を解く。

-小数の加議乗除
・単位

・体操〈リズム体操〉
をする。

・マット連動，毒薬び箱
運動の練習をする 0

.ポール遊びをする。
ドッジボール

ム

O 

ム

O 

。0
0

0
一
0

0

0

通常
家庭

常

常

庇

灘

遥

家

し
こ
。
一
を
つ
好
く

o

一
日
い
れ

り
る
る
一
束
行
。
の
し
る
ア
と
ら

か
れ
あ
一
約
で
る
館
楽
す
一
こ
取

つ
志
が
一
ぷ
ん
い
童
に
加
一
の
を
。

う
て
と
…
議
選
て
児
事
参
一
一
他
鈍
る

-質問が分か
らない。 I通常

常通

心
く
'
背
。
一
す
き
く
い

捌
問
。
速
が
が
る
一
か
好
し
て
a

.
い
は
だ
題
あ
一
動
が
楽
し

味
高
算
確
撃
で
一
を
と
'
動
。

興
が
計
正
文
乎
一
体
こ
で
泊
る

養護・
言n線

-補聴器の扱いになれ
るo

-話を聞き取ることが
できる。

・日常生活の出来事を
話すことができる 0

.新しい言葉を覚え、
使うことができる。

-鵠聴器の聞こえをチ
ェックする。

・質問の内容を璃解し
て答える。

・行事の様子を理解す
る。

・教科書の中で，分か
らない言誉棄の意味告
知る。

0

0

0

 
ム

組
問一吉

-分かった表
情だが，話
せない。

※ 達成状浪は@(十分達成)0 (ぼぼ逮或)ム(瀧成不十分)等の記号で記入し達成
不十分の項目については，特に具体的に記述する。
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語障害特殊学級 養護・訓練学漕指導案

指導期時・時間 平成 9年 9月O日O校時

指導場掛〈教室名) ことばの教室

指導者名 00 00 

題材 IBJめ身近な様子

2 盟材投定の理畠

住常生活において，耳の聞こえが十分でないことから，そのま手輔の子供として知っているであろう

と，皆、われる知識が不足していたり，何気なく伝え合っている情報が十分で・ないことがある。また，普

段は通常の学級で学習しており，集盟の活動の中でコミュニケーション安行っているが，耳の聞こえ

が十分でないことから，意思の松連をは Cめいろいろな支聾が生じ，自分で判断して意欲的に行動し

たり発言することにためらいが見られる O

そこで，写真や絵，新開等の視覚からの情報を学習に取り入れ，身の回りのいろいろな務に興味・

鵠心をもち，接求する意欲を育てていきたいc また，生活経験を言葉で表現する学習を通して，

の中でも言葉を知ろうとする意欲を諮っていきたいと考え，この題材を設定した。

3 目標

短期個別指導目標 題材における鎖剖指導目標

-話を聞き叡ることができる。 -先生や友達の話を聞き，話の大体を理解する

ことができる。・日常生活の出来事を話すことができる 0

・新しい雷葉を党え，使うことがで ・学校や身近な様子を自分の主主括経験をもとに

自患に話すことができる。きる。

・日常設諾の中で，晃落されている持容が分か

り，文章を書く時に使うことができる G

4 指導針踊 ( 6詩語扱い)

時間 i第 1時 第 2時 第 3時(本時) 第 4時 第 6時

-先生や友達の話を聞いて学習内容を閥解する。

活動

学校の生活的機子を話し i町の身近な議子を話したり，文|公共施設iこっしミて役割や;

内窓 iたり，文章で表現したり i草案で表現したちする o 利用の仕方を理解する O

する O

5 克輩の紫態

民名

A 

態

-日常の生活iこおいては，間意取りにくい状態があっても特に本児は問題とし

ていないQ 調りの状況や綾子から判断をして作動している。

・物事への興味関心は十分にあり，意欲も見込れるが，生活的な知識や情報に

ついて，見落されている内容がある O

・高度の難聴で発奮は母音化されているものが多い。
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5 本時の指導

(1)話

O 的の身近な様子について，先生の話を聞いたり患ったことを自由に話すことができる。

写真や絵を見て，文章で表現することができる。

(2) 展関

1 あいさつをし，

る。

2 本時の学欝について知る。

3 写真吾見て，物の名前や場面

む様子について話し合う。

(会盟，商!お街， EI宅建辺の

真を活態して)

1 写真に写っている様子を自

惑に話す。

2 '1事真を見て，物の名前を醤

いたり文を作ったりする。

4 えEぞなぞ遊びをする G

(1) 機能，特性，色や彰，使い

などを考えながらとント文

を作る。

(2) 問題を交互に出し合う。

ち 学習のまとめそする Q

-自常的出来事について駐由に

えの状懇を把鐘する。

l."鍵駿の状態や額こ

-学路ijlこ本児や家族が撮ったヰ真を活態し，身の囲りのい

ろいろな物への興味や関心を高める。

-写真にふき出しを硬い，楽しく話ができる雰囲気を作る。

-見たことはあるが名前を知らfよい物もあるので，その時

はヒントやクイズを出すようにする。

: [評錨]

:写3誌を見て，自由に話すことができたか。

(行動譲察)

・話がなかなか出てこないときは，あらかじめ説明文を用

意い読んで盤解できるようにする。

・書くことができない場合は 3つの中から正しいものを

選択する。

・爵詞が抜けたり間違ったりした時は指摘をして正しく助

詞が槙えるように支援する。

: [評価]・

を見て文を作ることができたか。

(ワークシート〉

・児童の理解しやすいことば，覚えさせたいことばを意園

的に七ント文の中に使期する。

e 問題に控目して開き取るために，テレピや雑蕗等の中か

らも問題の材料を選ぶ。

・お互いに聞き離れないところは，文字奇見て諾う。

〔評価1・
楽しくなぞなぞ議びができたか。(観察)

・一生懸命できたこと告誉め，輯くことや話すことに自

がもてるように配羅する G
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(3) 言葉の表出を促進したい克童 (!j¥学校第4学年・通鍛指導教護〉の事例

ア実践の概喪

(1)指導計額を作成するに為たって

O プロフィ…ルは言百年度の樫在，在籍校の担任，保護者など多方謡から幅広い需報を得てよく話

し合った上で作成した。

O 長期個別指導間接は児童の能力や学力を考藤に入れ，やや時鶴を要しでも習得して欲しい課題

を無理のない範囲で按り上げた。

O 特に教科学習については，基礎学力を身にイすけて欲しいという謀議者の強い要望もあり 1学

年相応、の学力の程度と診護者して 1学年の教科書使用も取り入れた。

O 担割作間指導計画の作成にあたっては，児叢にどの鞍度の時時を設定すれば目標を達成できる

かの判断が難しいこともあち，月ごとの縮分化を控えた。

O 短期椙別指導岳標・計画は達成状誕が不十分でも，次の学期に犠畿できるよう，場とり告もた

せて大まかに設定した。

O 議接的には 1年間で長期個別指導呂樺がほぼ議戒できることを期待して，各傭期日韓を具体化

した。

〈イ〉実践にあたって・・学習指導案の作成

O 題材における縮問指導目標は，器類{露草Ij指導目標をより具体化したものである。ここでは児意

が言葉告接尾する上で，特に重要と思われる問題点を取り上げた。会話中，説鵠が抜けたりして

不明瞭な文になりがちなので，助詞の正しい使い方を指導日擦に設定した。

O 説明的教材 Fとりとなかよしj は，文の構成を学習する上で，比較的取り組み易く，読み取ち

も蓉易であることから取り上げた。

O 二つの題材詩文を作る上で関連があるために 4時間の指導計画の中に同時に鑑み入れた。

O 本時的学習内容・活動誌児童の学腎能力を考慮に入れ，時間的なゆとりをもたせた。

o 忍麓の間違いを￡らかじめ予謀.~できる箇所では，そり手立てや支援を具体的に取り上げた。間

違いやすい簡所は，何度も取り上げることにより，よりー麗印象づけ定着を割るようにした。

O 評価は文字カ…ドやワ…クシートのみを重視するのではなく，克童の会話の内容や表情，作業

の様子など，思考の過程を大切に扱うようにした。

〈守〉まとめと今後の課題

O 詔]jlj日標や計踏を作成することにより，児童の鱈到の指導内議が窮擁になり，その児童に合っ

た学習内容を調整しやすい。

O 評誕の摘を設けたことにより，問題点や今後の課題が明確になる。

O ブ口フィールを作成するときには関係議と話し合いをもつが，その後は持需の都合上，連携が

希薄になってしまう。関保者との協力をどのように碍いでいくかが今後の課賭である。
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プロフィール 〈様式。

i記入者 100 00 記入日! 平或9年O月 O日

氏名 100001学技名・学年 00小 4年 生年丹日 昭和 61年O月O日(1 0議O月〉

保護者氏名 100001住所 00市00留roo l電話 i 000-0000 
療脊手帳 年月 日交付 身障手帳 種 級 年 丹 日交付

離害名 吉諾発達遅滞 身体状況a 成長ホルモン不全

発作:無・有〈回数:毎日・適 e月 田位〉 銀薬:無・有 1日 問〈朝・昼・暁・就謹前〉

病院名・主治医 00病院 00医部 親心会活動無・脊(

生 胎生期(胎児・母体む異常等) 乳児より現在に筆るまで

育
特iこ異常なし l 就学部00教室に栢談(面接のみ)

出産時:熟産・早産( )体重 1900g!00小学校通級指導教室(小 1--)
摩 分娩の異常(省・無〉 心身の発達が遅れているため就学が猶予され，

その他 1年避れて00小学校へ入学する。

家 父 母 家 (親の職業，教育的理解等)

態 姉 (1入〉 長室 -父 :000 母 :00
構 言f 4人 環 大変教育熱心である。学腎塾で遇2田極男IJ

成 境 指導を受けている。

学校生活の様子〈学力，交友関係，性格， こだわり等)

-学力は 1年生の 1学期極度であり，授業時誌ドリルやワークなどで植別に指導を受けている。

-コミュニケーション能力が不十分なため，相手の話がよく理解できず，ときどき誤解を生じる

ことカfある。

-基本的生活欝墳はよく身に付いており，身の回りはきちんとしている。

-言葉がはっきりせず，行動が遅れるが友達と明るく過ごしている。

諸検査の結果

-罰中ピネ…知能検査 (王手或8年疫実施) 1 Q ( 42 ) 

.S-M社会生活能力検査 (平成s年度実施〉 S Q ( 58 ) 
-E言語発達診梧検査 (平成g年度実施〉 S A (5:1) S Q ( 50 ) 

• W 1 S C 良知能検査 (平成9年 5月実擁)V 1 Q (39) P 1 Q (39 ) 1 Q (35) 

本人・保護者の願い

-少しでも学力が向上することを躍っている。

通常学級担狂的顛い

-本児に合った教育も心掛けていきたい。

-本児の現状を保護者によく理解してもらえるよう連絡をとっていきたい。

所見

-時々詮葉が不明瞭になるむで，発語明瞭度を高める指導も継続して進める。
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平成 9年度長期 個 別 指 導 目 標 (様式2)

4年O組 i氏名 100001作成責益者 100 0 01作成臼 i平成9年O月 O日

領域| 指 導 自 標 |場

1 ・学級の友達とよりよいコミュニケーションが関れるように交流を深め l

たり，件よく生活したりすることができる。 I在籍校

社会生

活 1・家接の中で，興味・関心のある身近な話題や出来事を取り上げて楽し

く話をすることができる。 I家庭

(親子合会話の時間をできるだけ多くとる。〉

-短文の読み謬きや読解力を高めることができる。

教科学 I・簡単なたし算やひき算の計算ができたり，簡単な文章題を解くことが i通級指導教室

習 i できる。

護護・

-語いを増やし，経験したことを梧手によく分かるように話的思切りや

発音iご注意して話すことができる。

訓練 !・発語器官の機能を高め，発語明瞭疫を高めることができる。

配慮事項

指導者と湖親むよりよい関係を作り，本児の言葉の避れについての実

態を伝え，理解と協力を求める。

環境
.曹 司氏暢 ・ー 骨骨句--ー "、梢柑鴨ー槽嚇悌柵司--_.舟岬開降・--柑楢齢---・ M峰悌持品ー司削 悌 w ・・・ 4・暢和噂---争事跡偽・・-- 岨 梢 嚇 ・ - - 畠 雌 榊 借 - - - - 咽 a ・・・V 制・ ・・・・ - - -

議整 -本児の状態について，在籍校，在籍学綾祖任と共通理解を留り，本児

の対応等について理解と協力を求める。

罷療

〈作成スタップ 0000，0000. C以わ〉
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平成 9年度個別年間指導計画 (株式3)

4年O組j氏名 100 0 o!作或責任者 ]00001作成日I平成9年O月O日

領域 4月 5月 6月 7丹;8月:9)ヨ:10月 :11月:12月 ;lF:1:2月 3月 場

O 学級の友達と交流与を深めて仲よく生活する。

:tE籍校

社会 -学級の中で自分の役割を理解して実行する。

学級

-集団的中へ積極的にかかわろうとする。

学級

-家庭内で楽しく話をする。

家縫

O 想文の読み響きや欝単な文の読解力を身に付ける。

教科 -国語(1年上〉を使用 ーーザ:国語(1年下〉を使用 吋噌ー…争 i

難題離

O 鶴単な討算ができる。

理 • 1位数十 1位数， 1泣数-1位数 ;・簡単な文章題 畑町う惨

の計算 ( 1伎のたし算.0き算〉 道義鱒糖

養護・ O 発語明瞭度を高める。 還難指輪

訓練 O 絵カードを使ったり，詰葉遊びそしたりして語いを増やす。 進蹄撃鮭|

配慮、事項の計画
e 8 E を

a 

， $ 

組指導欝

環境 O 母親とお話し合い。

調整 在籍校

O 在籍学蔽控任との話し合い。 (学期始め，終わりに〉

医痩

P E 

F ' 
. 
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-濁審，半濁音，促三菱，長背，揚

音，カタカナ，助制の読み方，

き方ができ，組い文の中で寵

01 うことができる。 o
( 1年上〉の文学的教材や・ 1年生程度の灘字の読み書きが 1 ・物語文や説明文の大まかな読み

説明的教材を読み，話の内容悲 で謀る。 I取りはできるようになって~
大まかに読み取ることができる01 が，場面ごとの詳しい読み取り

はまだできない。

-たし算はできるが，ひき算はま

だ抵抗があち，半具体物や詣を

捷った数え方を練習中である。

ム
・議定違lこ自分から話し掛けるなど I.舌の操作がまだ不十分なため，

積極的にかかわり，交流を掠め| 発語が不明瞭になりがちであ

ることができる。 1 る。

平成 9年度第 1学期 短期個別指導白標・計画・評価

学

氏

O o 0 
Oo 00. 00 

団
i遷

4年 O組 [作成責任者

O O L盟 諸 者
特殊学級・灘級指導教室

個 別

・宮葉の額推ドリルや絵カードを
、、j
 
'r 

学 使って，語いを増やすことがで

きる。

む♀
む3

• 1位数十 1位数. 1位数… 1位 ・1位数十 1位数， 1位数-1

数の計算ができる。 数の計算ができる。

校!・構音器官の機能を高める訓練を

して発語鴨療度をI高めること

ができる。

平成 s年 O月

平成 9年 O月

評

式一日一

E
一
鶴

様一九

O
一

-カタカナの書き方と助制の使い

方がまだよく卦に付いていない

が，他は定殺してきた。

O 

どのだんちん時lこ，家族みんなで楽しく会話ができる。 o

庭

達成状況誌， @ (十分達成)， 0 (ほぼ達成).ム(達成不十分)等の記号で記入し達成不十分の項目については，異体的に記述する。



通級指導教室(言語障害) 養護・訪日線学習指導案

1 題詩 とりとなかよし

2 題紺設 定の理由

指導期日・詩開平成s年O月O日O校時

指導場所 ことばの教護

指導者 0000

本克の障害は言語発逮遅滞と診断されており. 4年にを籍しているが，学力の実態は 1年生程度で

あり著しい遅れがみられる。そのため，当教室では児童の学習能力を考藤し，設業の学習教材むーっ

として l年の国語の教科書長使足している。

本教幹は入門期の説明的文章きである。文章は大きく五つに分かれているが，どれもよく似た構造を

もっており，読み取りも比較的容易である。名動物の文章の二持自は. rOOtま.00'こすんでいま

す。 j という，主語十鯵飾語十述語む関係になっている。この文と関係づけながら，文の構成につい

て学習する。

文章は l文字ずつ読んで理解するのではなく，正しい助詞む緩い方をし 1つのまとまりのおる形

をもつものとして理解することが必要であると s思われる。そこで，場詞の使い方も合わせて学替し

整った話し方や整った審き言葉の文章を作る学習をi壊して言語発達の促進を国りたいと患い，本題材

を設定した。

3 目標

難期個別指導目標 題材における個別指導目標

-言葉の類推ドリルや絵カ ドを護って語 -穣*やカードを操作して，助詞の正しい使い方

いを増やすことができる。 告理解し， roは.0を(に〉しました。」の

文作りができる。

-罷語(1年上)(J)文学的教材や説明的教 -説明的教材「とりとなかよし」を読み，鳥と仲

耕を読み，話の内容を大まかに読み取る よしの動物を絵と文から盤解して，なぜそうな

ことができる。 むか，わけを読み取ることができる。

4 指導計穂 (4詩間撒い〉

1 持問| 第 1 時 i 第 2 時 j 第 3持〈本時) I 第 4 時 ( 

活欝|・積木やカードを操作して知 rをJの I・絵カードを晃て文章化する。 i

劫誌の正しい捷い方を理解する。 I .主語，述語，諺飾!

内容|・「とりとなかよしJI .それぞれの鳥の議子を話したり，ワ…ク|語をつないで文を j 

を通読する。 I シートにまとめたりする。 I作る。 I

5 克3義的実態

氏名 性別 実 態

-告ら進んで身近な出来事を話そうとしたり，関かれたことに対して簡単な受け

答えをすることができる。しかし換詞が抜けたり，蔀後の文の関採があいま

A 女 いになり，話の内容が不明擦になるときがある。

-短い物語の文を読んで三大まかに組筋をとらえることはできるが，場閉ごとに

願序よく読み取ったり，間しゅ、けに正轄に答えることが国難である。
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6 本時の詣導

(1) 目標

O いろいろな動作をしている絵カ…ドを見て，言言葉で表現することにより，助詞の使い方に積れ，

助詞を正しく捷って話をすることができる。

O 間いや説明の文体を絵と文から理解して，なぜそうであるの方、読み取ったことをワークシー

トにまとめることができる。

(2) 展開

‘習内議・活動| 支援と評価

1 始めのあいさつをする。

(1)あいさつをし月日，曜 1・指導者の認を見て，元気よくあいさつができるようにする。

日を確認する。

(2)会話をする。

(3)本時の予定を知る。

2 rアブラハムの七人的子J

を歌と踊ちで表現する。

3 いろいろな動作をしている

絵カードを見て文章にする。

・ほんをよむ。

.おふろにはいる0

・がっこうへ~\く O

4 rとりと江かよし」のそれ
ぞ、れの鳥についてワークシ…

トにまとめる。

(1)全文を者読する。

(2 )ヴークシー卜にまとめる

・鳥の名前

・住んでいるところ

.仲よしの動物

・{中よしなわけ

(3)まとめた内容について確

かめる。

5 終わりのあいさつをする。

・次雲寺の予告

-会話でiま， 九百つ，どこで，だれと，伺をしたJということ

を助詞の箆い方に気を付けて話ができるように時々確認の言

葉掛けをする。

-曲に合わせて手足を大きく動かしながら，体全体を能って表

現できるように指導者も一緒に大きな表現をする。

・文章にして読んだ後，絵カードに対応した文字カ…ドも用意

し助詞が入る部分iこ癖ペンでO印をつけて抜かしておき，

どんな文字が入るか考えて醤き入れるようにする。

r""をJや r........へj の助詞の使い方を r--おJ r ""えJと話

きがちなので，話し言葉と審き言葉む違いを再度

取り上げて控惑を促すようにしたし

: [評価]

助詞lこ祭をつけて，絵カ…ドに合う文を作ることができた:

か。(発表，文字カード)

・助詞が間違っているときは，助詞のiEしい痩い方を再確認さ

せて，ましい文章を提示する。

-設葉がこもらないよう，日をやや大きめに開けではっきちと

読むように促す。

・書き始めがスムーズにいかず，戸惑いがみられる場合には，

最初の鳥についてのみポイントを示しながら一緒にまとめる

ようlこする。
・抽の鳥については励ましの護葉掛けをし最後まで自力で取

り鎮めるようにする。

・まとめた内容の一部に間違いがあった時，;t， わけが書かれて

いる文と挿絵とを再藍確認して，訂正できるようにする。

・主語+藤橋語十述語の関孫iこついてもiEしく表記されている

か確かめるようにする。

: [評価〕

i鳥と仲よしの動物について，絵と文から理解して，件よし

;のわけを読み取り，ワークシートにまとめることができた

:か。(観繋・ワークシート)

-本時の学習活動でよかったところを称賛し次の活動へり意

欲付けをする。

R
U
 

q
d
 



J
1
1
1
J
1
1
4
i
j
司
1
1
1
1可

i

情緒開審特殊学級

(1)作成マニュアル

3 

ア 個別指導叶闘について

φjブ日ブィール(様式1)

・関係諸機関，家族などから生育歴，医療歴，相談歴などについての鵠報を~文集する。ブロ

ブィ…ルの項目を保護者との初回面接などに利用する。

・各種心理検査を実施し，その結果と観察の様子や家躍・学校での様子から考察する。

本人，通常学級担任の願いを記入する。

‘所見には担当者が指導していく上での方向性をもたせて記入する。

争:長期縄問指導目標(様式2)

・スタッフ会議の話し合いで決定する。

など〉

番子供む将来についての見通しを考えながら，今年度中に連成可能と思われ，発達段階に合

った吾標と指導の場を領誠意Ijに設定する。

・韻壕は r基本的生活習積J， r社会生活J， 

諌」が適当である。

@;哲別年題指導計画(様式3)

・スタッフ会議で決定する。

-長期留期指導竪標達或のための指導内窓の轍序告決定する。

-どの程度の段階を追ってステッブアップしていくかは，本人の実態に合わせて検討し決

定する。

④;短期個別指導目標・許閥・評価(様式心

・スタッフ会議で，領域ごとの革関計踊接受けてスモ…ルステップで異体的iこ指導計画を作

成する。

・総合的評価として，学期末の連成状況そ記入する。

つ情報を記入する。

6
4
3
4
1
1
6
j
1
4
g
;
z

ー，

J

(校長，保護者，通常学級相任，養護教諭，担当者

「養護・ WII

「講考JIこは，次の学窮の指導iこ役立

「運動機能J， f教科学務J， 

学習指導案について

(7)短期個別指導自棋との関慌を明確にするために，関材における個開指導目壊とあわせて記入

する。

〈イ)指導計霞については，題材が長期にわたるものがあるので「継続観察指導」という捕を設け

る。

〈守) r支援と評艦Jの繍には，

方法も明記する。

〈エ〉評額については，辞儀方法なども記入し次時の指導につながるような評価事項を決定する。

いても記入し，正・誤反応に対しての具体的な援助

ρo 
q
t
u
 

イ



(2)言語表現力を高めたい児童(小学校第2学年)の事例

ア実賎の額要

(7)指導討酉を作成するにあたって

O プロフィール作成にあたっては，プライパ、ンーの保護に配藤した。保護者との面談や

A児の現在の様子とこれかちについてのアンケート課査，通常学級担任も交えた三者面

談などいろいろな議会をとらえて需報収集をした。

O パニックやこだわりなど，クラスでむ生活に支障者きたすことが多いA児であったが

問題行動の軽減にとちわれすぎない目標設定を心掛けた。

O 通常学級での投活や学習によりスムーズに参加するには，今どんな力が必要か， もう

少しの力で，自力参加が可能なことは荷か，基本的生活習慣で，今，身に付けておかな

ければならないこと誌伺か，などをポイントにして考えた。

(イ〉実践にあたって・・学習指導架合作成

O 程期鏑別指導目標iこ到迷するためには，侍を題材として碇い，どんなステップで指導

するのかを考えた。

o A克り得意なこと，興味のあること，妻子きな物などを課題やごほうびなどに取り入れ

て授業を組み立て，特にこれから侍ばしたい力についてはスモールステップを考え、そ

れが題材における指導目標になる。

O 短文作りやじゃんけん，文による学習などは今までも繰り返し行ってきた課題である

が，いろいろなパターンでの学習を経験させることや小集盟でのゲームへの譲渡しを考

えての題材措成者考えた。

O 単語だけでの返答から文を意識した返答に変わりつつあるA克であるので，正答か誤

答かの評舗だけでなく，文にしようと考えているかなどの様子を鱗察することや答える

までの関を十分にとってから支援することを考えた。また 1時間の学警中のいろいろ

な会話や応答でさまざまなやりとりをするように心掛け，パターンへおこだわりになら

ないようにしていきたいと考えた。

〈ウ〉まとめと今後の課題

o Al尽の場合， こだわりの変化や噛みつき・杭慨しなどのパニックが頻繁にみられ，そ

的対応に追われがちであったが，領域ごとめ目標を設定することで当揺の問題行動に撮

り面されることなく，計画的な指導ができるようになった。

O 将来を見通した目標を持つことで，学校や家庭で今何を大事にしていけばよいのかが

分かりやすくなった。

O 通常学級担告や保護者との共通理解ができ，基本的な考え方や対応の仕方のばらつき

が少なくなることで， A児をとりまく環境が安定したと思われる。

O 在籍先輩全践む翻別指導計画を作成するのはかなりの設担になる。作業の簡硬化や佑

の書類との共通化などを考え，継続して使期していけるような工夫をしていくことが今

後む課舗である。

n
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ブロフ )V 
〈摸式1)

|長名 i000  0 

生年月司 平成元年O月O日 (8議。丹) I記入日 平成 9年O月OBI記入者 10 O O O 

部護者名 o 0 0 0 。OfflOO町 00 I電話| 00 0000 

療務手報 年月 日交付 身障手緩!な し

緯寄名 自陪的概向 身体状況 良性麗摸(経過親察中〉 脇譲検査継続中

発作: なし 雑薬育 1 B 2回(朝・韓)

離名・主治医 100蹴 00闘 なし

飴生賄〈胎児・母体の異堂等) 乳見より現在iこ至るまで(栢談歴，治療懸等)
生 異常なし -心身障害者センターのことばの教室に通級
育 (3才~就学荊まで〉
経 出産時:熟度 体重 (2560g) -動作法教室 け才~現在も)

分換の異常〈 なし ) -本校情緒陣害特殊学級での指導
その情 1年時過5時龍 2年時現6時開

家 父 母 !家 (親の職業，教育的理解等〉
族 蹄(1人) 鹿 -父親 000 母親 000 
構 環 -父親は協力的で本児を温かく見守っている。
成 言十 4人 境 -母親は，教育熱心で子どもの症状の軽減に努力を惜しまない。

学校生活の様子 (学力，交友関係，性格，こだわり等〉
ーひらがな，カタカナ 1年生で学関した護字などは読み書きできる。
-繰ち上がり，繰り下がりのある 2けたのたし算やひき算の計算ができる。
-単語のみでの返答が多く，独語やおうむ返しも多い。
-体全体の緊張度が高く，つま先立ちで歩くことも多い。
-のりのふたを閉めること，鉛筆を髄ること，絵に色を塗ることなどにこだわる。
-嬰求が通らなかったりすると，自分の手誌をかじったり友連をかじったりする。ドアに突進したり，
杭を倒したりすることもある。

諸検査の結巣〈特記事項)
-由中ビネー知能検査 〈実施自平成9年5月〉 IQ(85) 
.S-M社金生活能力検衰(実態日 平成9 5丹) SQ (44) 

擁護者・本人の額い
-衣鰻の着説やトイレなど，言葉掛けがなくても一人でできるようになってほしい。
-手伝いや嬬除など，できることの種類を増やしたい。
-文章を読んで理解する力を付けたい。
-縄跳びゃ鉄棒なども練習させたい。
-かじることは絶対や診させたい。こだわりも軽識させたい。

通常学級担任の騒い
-できるはずむことをやらずにいることが多いので，きちんと取り組ませたい。
-友遥をかじることや杭を倒すことなどの危換を伴う行動を誠らしたい。
-集団の中でいろいろな活動や学習の経験をさせ，行動のレパートワ…を増やしたい。

所見
-文章を読んで意味を理解する力を付けることは，音葉の理解力を伸ばすこととともに縮製指導を中心
にしながら進めたい。

-体全体を動かしながらいろいろな運動に取り組ませたい。
-こだわりは，さまざまに変わってきているので様子をみたい。しかし，かじることに関しては家庭や
通常学級と連携をとちながら対処し，やめさせたいQ

-より自発的な活動ができるような壌の設定や内容の選択をして，いろいろな力を伸ばしていきたい。
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平成 9年度 長期個別指導目標 〈様式2)

一校12年O組 i氏名 l∞ 00 i作 品 任 者 00 00 械日 1 SJZ.~9 íf:OR08

韻域 指 目 標 場

.一色ばきをきちんとはいていることができる。

<1表宝親の前後，裏表を閤溝えずず、iにこ身じたくや義替えをすることがでで‘きる。

基本的 I.好

.ズボンの前だけをおろして用をたすことができる。

生活審境 1.教舗の指示を受けながら友だちと一緒に清揺ができる。

. t3分で捷ったものは，きちんと片付けることができる。

常

陸

常

藍

常

校

躍

通

家

通

家

通

学

家

阿
川
ハ

H

h

ハハド

-挨拶や返事がきちんとできる。

社会生活i・集会や教室以外の場の活動でも，脚に従って行動することができる。

・サ…キット運動などでは決まりを守って連動することができる。

報

蹴

繍

-ひらがな，カタカナ，漢字の混じった首葉や文を正しく読んだり書いたりする l構緒

教問| 日ができる。

・話を韻いたり，文章を読んだりして内容の大体を理解することができるo

a上中下，ft.右，前後などの意騒が分かり，区別することができる。

-教師の動きをまねて，観単な体操ができる。

運動機能.1) ~ 2.カルに両足跳び，片足銚び何きる。

-縄跳びができる。

情緒

養護・詰11 ・よい姿勢で盛り，教蔀iこ控詰し，簡単な賀聞には正しく答えることができるo 1 情緒

練 ， .教諒や友たちが話している時は，黙って間くことができる。

(作成スタッフ 保護者 通常学級担任 情諸学級据当者〉
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平成 9年度 個別年間指導計両 (様式3)

2年合判長名 100 00 作成責在者 I 00 00 作成日 i 平成9年 O丹む日

領域 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3丹| 場

-上ば訟をきちんとはく O 通常

本的|・シャツの麟やズボンの前後を間違えずに著替える。

・給食lこ出されたものは，嫌いなものでも少しは食べる。

・ズボン与を全部おろさずに用をたす。 ・ズボンの誌だけおろして患をたす。 I家 羅

生活溜慣|・ぞうきんかけや杭遊びをみんなと一緒にやる。 通常

-学習後，机の上を片付ける。 ・続む中を整理する

-教蹄とかかわりをともちながら持き誌遊びをする。 t書籍

・小集部で鰯単なル…ルむ請うる遊びをする。

リレ…遊び

じゃんけんゲ…ム

社会生活 ・名前を呼ばれたち践をする。 唱と建りむ挨拶をきちんとするo i 学校

e友だちむ名前を覚える。

・教議以外合壌でも集部告離れない。

i ・正しく模写する。

:・勝手な行動をとらず

選動会に委参加する。

-漢字やカタカナを正しく読み審議する。

務ヰ学習 I.絵カードなどを尭て短対向。 融 持 く 。

-文を読んで内容を理解する。

-寵単な質問に答える。お 話の内容について質問に答える0

・上中下を区別する。布 を ほ 別 す る 。 ・ 前 後 を ほ 別 す る

情緒

-教師や友達の動きをまねて動く 0 ・器楽に合わせて鰭単な体操をする。 i構緒

運動機能 -輪跳びをする。リズミカルに輪競びをする。

(両足跳び，片足跳び) ・長縄跳がをする。

養護・|・学習態度を身に付ける。

(着席，姿勢，控乱黙って関心

・簡単な質問に答える。

訓 練(単語のみの返答から文章パターンでり返答に〉
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〈株式4)

平成9年度第 l学窓 短期{国別指導目標・計爾・評価
学年・組 | 問 。組 | 
氏名いo竺 j O

 
G
 

0
 

0

0

 
0
 

0
 

0

0

 
0
 

1
1
1
1斗
l
l
l
lよ

者極

領域 指導閥横 指 画 場

口
同
一
口
u

一

O
一
O
一

円

九

一

円

刀

寸

O
一

(
U

一

球
一
年
一

円

汐

叩

内

万

一

成
一
成
一

平
一
平
一

向
山
一
は
は
一

成
一
人
一

」↑
γ

一
寸
「
い
町
一

h
e
s
-
-
一
孟
羽
一

話

i議成状涜! 舗

-上ばきをきちんとはい ・体み時間の終わちに設 i ム
ていることができる。 葉掛けにより自分で確

認する0

・衣盟の裏表，前後をま!・言葉掛けだけで自分で o
ちがえずに着替えるこ 擁諒する。
とがで議る。

基本的|・嫌いな物も少しは食べ I.九、ただきますj の後 i ム
ることができる。 I に言葉掛けだけで食

ベる。
生活 I.ズボンを全部おろさず|・家庭で練留する。 I ム

に用をたすことができ
る。 I・ぞうきんしぼりの擁習 I 0 

慣 を家躍で行う。
-ぞうきんで床ふきがで I.持ち方や運び方な
きる。 I糞掛けだけで運べる。 o

-机ゃいすを一人で運べ I.チャイムの合認などで
る。 I片付けができる。 o

-片付けができる。 I.学習後については言葉
学習後の片付'1 接けだけで片付けがで
遊びの後の片付け | きる。

靴下がぬれると説い i通 常
でしまう。

前設は謂違う。 声を i通 常
かけると産すことが
できる。 I家庭
気分で野きな物も食
べない。鶴理に食べ
させるともどす。
以前よりは下げる盤|家庭
が少なくですか。
ぞうきんを聞くしぼ i家庭
るむが難しい。

通常

校学

た

決

…

け

が

ム

避

新

ス

は

場

と

。

物

や

る

る

る

方

い

き

ぎ

o
け
て
で

す
る
付
つ
に

重
が
片
ま
ズ

-小築留で簡単なゲーム
社会| を楽しむことができる

-じゃんけんができる0

.先生の指示iこ従って集
活 i合や移動ができる。

-じゃんけんやリレ…む
方法などについては情
緒学級で樹111j1::練習す
る。

-全体指示や個別の指示
を受けて行動できる0

・文学や行をとばさずiこI.プ1)ントや叡審などい
教 科| 議室ますることができる。iろいろなパターンでの

視写を練習する0

・絵カードを見て簡単江(・例文を参考iこして文が
習| 文を書くことができる; 番ける0

・上，中，下を理解する。

O 絡
〉
集
〉

謡
小
団

靖
〈
〈問を

g
h
M
 

区の十ノ負
。

ち
う

勝
違O 

o 構緒
〈鰐)

う

る
使

き
で

で

し

は

識
つ
別

意
な
区

を
に
の

詞
う
下

助
よ
上ム

O

O

 

M

り
く

受

動
を
て

同
り

1〉

掛
を

葉

梨
言
葉

の
ふ

J

部
が

教
な

て
る
が

し
せ
び

敬
か
と

模
動
輪

を
く
で

き
し
足

動
正
片
。

な
を
や
る

期
是
足
き

簡
手
隔
で

動

能
運

機

情 緒

リズミカルな跳躍に
はならない。

養護・
-学習態疫を身に付ける:・よい姿勢で着惑し，
ことができる。 し手に注目できるo

e 黙って話を聞くことが
できる。

・簡単な質問に答えるこ!・日付，議払したこと
とができる。 I などそ答えられる。

訓練

C 情 緒
(小集
問)ム

自分の番でないとき
にも返事をしたり，

したりする。
単語のみでの巡答は
できる。

※達成状況は@(十分達成)0 (誌ぽ連成)ム(達或不十分)等の記号で記入し，達成不十分の現時に
ついては，特に異体的に記述する。
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C校特

養護・訓練学習指導案(f回別〉

。月O日
00教室
00 00 

指導期日・待関
指導場所
指導者

情緒障害特殊学駿

短文作り
すごろくゲ…ム

題材

題材設定の理詰
入学以来現夜までの学校生活で，いろいろな経験を積み重ねてきたA克の議語理解力，言言語表出力はず

いぷんと伸びてきて会話が成立する場醤が増えてきている。鶴別の言葉による指示はほとんど理解できるO

しかし，家族の間だけで遥渇する表現や幼児認の使用などがみられ，友達とむかかわりはまだ受動的な段
階である。

そこで，ここで誌，言語能力をさらに伸ばし，通常学級の学習で岳カで参加できる場面を増やしたち摺
障の人とのかかわりがもてたりするように，応、苓のパターンを広げる課題，動作語の理解を助ける課題文
章の内容をつかむ諜題を設定した。いろいろ屯パターンの学習を繰り返しながらA児の設葉の世界を広げ，
これからの学校生活や家能生活がより豊かに送れるようにさせたい。さらに，いろいろな活動を取り入れ
たすごろくゲームを取り入れ，学捜したことの定着を園りながら入とかかわりをもっ楽しさを味わわせた
いと考えている。

2 

間諜

短期個別指導註標 題材における錨射器導目標

-学習態震を身に付けることができる。 -教範に注目して話を艶くことができる。
-簡単主主索開に答えることができる。 -尋ねられたことに fーです。」と語尾ませはっ

きりさせて蓄えることがで議る。
;・絵カードを克て1簡単な文を響くことができる。 -絵カードを晃て f誰がJ r持をしている」のか話

すことができる。
-じゃんけんがで、きる。 -じゃんけんの勝ち負けが分かる。
-文章を諌んで，内容の大体を理解することがで -文章の指示に従って行動することができる。
きる。

-高足や片足で輪競びができる。 -片足で連続した輸とびがで奉る。 何回くちし。
-片討けができる。 -さ詳漕後，使った物を片付けることができる。

3 

指導計麗

足
潤
片

学
・

用
足

話

応

両

つ
会
り
る
(

さ
な
存
よ
び

い
単
文
に
と

あ
龍
短
文
輪

動

容

継続観察指導第6狩第 5時
(本時)

第4時第 3時第 2時第 1時

歩

歩

、

，

ごろく
ゲーム

4 

児麓の実態

氏名 性別 態

ひらがな・カタカナ・学習した謀本など詰読み饗きできるG しかし，文績の中でカタカ|
ナや漢字を正しく使うことや文を一人で組み立てることなどは難しい。また，吾読はでき
ても，文の内容をましく読み取ることはで議ていない。
日常よく使われる会話はパターン化させた形での返筈に詰ることが多く，単語のみでの返;
答やおうむ返しによるものも多い。返事は「はい。 元慌です。 Jがワンセットになって返

A 男 ってくる。
題番を待つ・ 1)レーはタッチしてかちスタートなど小集団で経験したことはだいたい守
れる。しかし， じゃんけんのルールはまだ、よく分かっていない。相手が出したのを見でか l

ら同じものに変えたりすることもある。
体全体の緊張度が高い。特に，足首や首，鱒などは力が入っている。そむため，つま先

立ちで歩いていることが多い。荷足とびは淀が議いにくく連続して銑ぶことが難しい。

…42-
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5 本時の指導
(1)昌標
。指訴を理解し，告ら諜鏑に取り組むことができる。
O賀間にきちんと答えることができる。
。動作絵カードを見て，短文を咋ることができるO

。ルールを守って，楽しくすごろくゲ…ムをすることができる。
(2)牒罷

習内容・活動

1 はじめの挨拶をする。
rooさんj 一一曲返事をする。

記立
「これから0時問題む殻強をはじめます。 J
礼
着賭

2 欝準な会話奇する。
月 E 曜日天気
学校名学年組担任の名前

朝のことなど

3 本時の学替のj緩序を知る。

4 動作絵カードを見て，想文を作る。
・動作絵カードを見てお話をする。

・r.....が…・・をしていますJの言い方で話す。
いっしょiこ
交互にひとりで

支援と評繕

-学習に気持ちを向けるために，はじめの呼名泣教|
舗が行う。

-複隷が合ってから挨拶を始める。
• A~尼が大きな声で号令をとかけられるように持を掛
けたり，モデルを提示したりする。

・あいさつをする簡に児叢の状態を援察する。
・「ーですJという設い方で答えられないときは
少し間をおいてA児が気討くのを待つO さらに、

誤反応のときはもう一度賞認を繰り返す。
-正反応の時は，始手や言葉による称賛をする。

〔評価〕
;・費問に正しく答えることができたかの

(作動観察〉

今学習の見通しが持てるよう課題をカ…ドに欝いて
提示する。

・「誰が釘をしているのj と問いかける。
-正しく言えたときは，臓をなでたり言藁による啓
費をしたりする。誤反応の時は， r1可をしている
のと再費関する。

ー仰をしているのかが音や身撮りなどでA毘なりに
表現できたら，正しい言葉で返す。

〔評締〕
:・動作絵カードの場聞を正しく表現することが:

できたか。(行勧銀察)
畠..白吟也事‘ーー"ーー‘悶恥珂.~ K • _ • _ • _ _ _ _ _ _ _ • _ _ _一一ー制輪嗣恥慣例 ιーー----_.白河町 4・.-珂.-・.-ーー‘_.-

5 すごろくゲームをする。 I.さいころの自の数だけこまを進めること，ポイン
・やり方の説明を聞く。 I トのところではカードの柑訴に従うことをしっか

りと約束する0

・ラッキ…ゾーンに止まったときの活動を相談 1・ラッキーゾーンでの活動はA児の好きな遊びとす
する。 Iる。 A見が決められないときは，教師がA見の好

きな事の中かi?2つ提案しAJ誌が選んで決める0

・じゃんけんをして， Il¥話番を決める。 I.自分の番でないときも，すごろくに桟意を蒔けて
いられるように譲葉掛けそする。

・ゲームをする。 I・ポイントでの文による据え立は，まず自力で統んだ
反応をみる。麟反応のときは，もう一度読むよう
声与をかける。その後は教揺が読んでやる。

6 片付け告する。
7 終わりのるいさつをする。

「きょうは荷り勉強をしたのかなj

「これで0時間自の勉強を終わりにします。」

〔評語〕
:・ルールを守ってすごろく遊びができたか。

(行動観察)

. r片村けをしようJの持かけで動き出せないとき
は，再度言葉をかける0

・A児の答えの中からがんばった点を見つけ，賞
賛する。

守
U4

 



知多くの人と会話がで諮るようにしたい生徒〈中学校第3学年〉の事例

ア実践の概要

(了) 指導計画安作成するにあたって

O 対象となる生徒が「繊黙Jである為，本人との面接からはプロブイ…ル作成iこ必要な情報誌

ほとんど得られなかった。そこで，保護者との面接の特に，プロフィ…ルを活用すべく持参し，

家捜での棒子や教育方針，また家族の願いなどを詳しく聞き，その場でできる限り#るように

した。また，本人の願いは手紙形式の方法で欝いてもらうことにした。

学校での様子に認しては， 2年間持ち上がりむ学級担任から，交友関保や，集密への遥応能

力，集団知能検査の結果など指導の重点、となることを詳しく霞いた。

O 指導討麗のポイントとなる「長期語別指導目標」は，本人が3年金ということもあり 1年

躍りでできることが前捕となるが，無理な計轄にならないようにまた本人や謀議者の希望を

生かすように学級握在と話し合いをもって作成した。

それを基本に r錯別年間指導許揺」を学期ごとに振り分け 1学期は本人の様子を観察し

ながら内容を加除した。また，年間を通して学寵するもむを，各領域ごとに 1つに絞り込んで、

いった。 r組期個別語導目標・計歯J，ま，さらに具体鵠な事柄で表すよう努力した。

(イ) 実践にあたって・・学習指導案の作成

Ot青緒陣害!誌の指導の場合 1対1の形が基本的であるが，議殺も含めて 3入が問時iこ教躍に

いる時簡を生かして，本j誌の成長に役立つよう江指導案を展開したいと考えた。王者三機なの

だが，共通するものは f詰葉Jでおる。本児はかん黙だが，他のの 2名も言葉遣いが乱暴だっ

たり，揺すのを苦手としている生徒である。

そこで，言葉遊びゃ電話の活用を選択し指導案の作成に入った。指導案作成の前設轄で言

葉遊びを取り入れて，本!誌にも抵誌なくこの題材(謹話の活用〉に触れてもらおうとした結果，

効果がる札他の 2名とは(教師の知らないところで〉会話できるようiこなっていた。。指導計幽はスムーズに進作し，本児も教師とあまり抵抗なく話すことができるようになって

きた。 r竃話Jという媒介に興味告示したのは，他の 2名む後押しもあったが，本児の「話し

たいJという気持ちが強かったからと思われるの

(の まとめと今後の課題

O この指導計繭を作成するにあたり，初めての入でも系統的に指導計倒が立てられ，修正がし

やすいということに感心した。 Aの指導計画もそうだが，学期途中でもできたことは計語を変

え，一設上の百棟にすることもできたし無瑠と思われることはブィードパックして来統を変

更し指導することが容易だった。また，作成スタッフが連携することで，混乱せずに指導に当

たることができた。

O 今後の課題として，もう少し作業の簡素化や簡略化が必要でおる。また舗填詰別だが，似た

ようなことを書き込んでしまうこともあり，控意することが必要である。
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〈様式 1) 

プ口フィ…ル 氏名 。。 。。 学校・ 00中学校 3年

主主年丹 B 昭和57年OF.l08 (15議OF.l) 記入者 00 00 

部護者名 00 001住所 100市O 0000番地 警察 話 00-0000 

療斉手帳 年 月 日交付 身薄手帳 謹級 Jヲ 日交付

陣樫名 場面織黙 身体状況 良好

発作:無・有(回数: 日.1捜・月 位) 服薬:無・有 1日 間〈毅・ -晩・経寝能〉

親の会活動 無

胎生時〈給見場母体の異常等) 乳克より現在に玉まるまで

生 異常なし (相談壁，治療歴等)

育 l -中学 3年生で入級

鰹 j 出産時(熟産・車庫( か月〉 体重 (2860g) 

分娩の異常( 無

その抱

家 複父 祖母 父 母 家 〈親の職業，教青的理解等)

量失 兄( 人) 姉〈 1人) 疑 -両親とも命社員(祖母が題担j接見る)。

構 弟( 人〉 妹( 人〉 環 -締とは仲がよい。

成 その地 き十 5人 境 -関親とも学校に協力的である。

学校生活の様子(学力，交友関係，性格，こだわり等〉

-基礎，基本的なことはきちんと身に付けている。社会科が好きで予響ー 護習もよくやる。

-友人は少ないが，休み時間な いつも一緒に瀧んでいる。

-素直で真言語日な性絡で，言われたことは一生懸命やる。

諸設費の結果〈特記事項)

-問中， どネー知能検査 1 Q (104 ) (平成 9年 7月実施〉

• S-M社会生活鵠力検還を S Q ( 98 ) {平成 9年 6F.1実施〉

本人・保護者の鱗い

-高校の入試には面接があるので，割かれたことぐらいは答えて認しい。

-人の自やその他の態震を銭にする事なく，推とでも話せるようになりたい。

通業学級拙柾の議長い

-理解力があり，先生の醤うことや友達の話すこともよく分かる。それなのに，自分合意見を求

められると認すことができないのは殺念だと患う。これまではなかったが，友達との間に誤解

が生まれてしまうことも心配されるし，入試の面接などもあり，どんな相手とも話ができるよ

うになってほしい。

所 晃

-田中， ピネ一知能検査や S-M社会全長活能力検査などの爵別検査を行った結果，個人的理解力

は高いことが分かる。情緒学級の時間のカウンセリングだけでなく，通常学綾での社会科も握

当しているので，雷譲を掛ける機合をできるだけ多くし，まず，皆の蔚で返事者とさせたい。ま

た意見も発表し， し合いにも参加できるようにさせたい。

に
da性



平成 9年度 長期個別指導目標
〈襟式 2) 

00中学校¥ 3年O組l氏名¥00001作成問 00001作或司19年O月00日

領 域 導 自 機 場

基本的生 1 ・朝の挨拶ができる。

活現慣 !・呼名に対し，返事をすることができる。

・食事の時の挨拶をきちんと雷うことができる。

・お礼，感謝の気持ちを言葉で表現することができる 0

.器対面の人やお客さんに挨拶をすることができる。

-自分の思いや要求を詮葉で伝えることができる。

-γ寧な嘗糞を使うことができる。

社合生活|・言葉や話合いの大切さを理解することができる。

・友連iこ自分的考えを話すことができる。

・遊びの約束などを自分か弘行うことができる。

.教師と意識せずに会話することができる。

・Ij¥集団において自分の意晃を発表することができる 0

.学級で必要な意見や考えを述べることができる。

・委員会，生徒会作事で態見を主張することができる。

・弁論，スピーチコンテスト等に議参加することができる 0

.金話によってコミュニケーションを図ることができる O

家底

通

通常

全

全

議常

情緒

情緒

通常

全
校

情緒

通常

学校

学校

全

教科学習;・号令をかけることができる。

・呼名や指名に対し，返事をすることができる 0

.教科書などを音読することができる。

. El分の考えや意見，主張を述べることができる 0

.質問や反対露見を述べることができる。

緒

常

籍

常

常

情

遺

構

選

通

連動機能準錆連動などを声を出して仔うことができる。 I通 常

・決められた回数を行う時は，協力して数え合うことができる。 I情 緒

・チームゲームの時は，大きな揮で応援したり声を揺けたりして，コミュニ i通 常

ケーションを霞ることができる。

・器技や事故等に気付いた場合，自分で報告することができる。 I通 常

養護ー認11I .遊びの中で楽しく話ができる雰剖気をつくり，会話や対話の範盟を広める;摺 緒

親 ! ことができる。

・集団の諸活動を通して，対人関誌を志げるために会話や対話の撃要性につ|学 校

いても瑠解する。

・家族開株関係する人たちと意識する事なく会話することができる。 I全

(作成スタッフ)

保護者，通常学毅胆任，情緒障害関当
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個別年間指導計樹平成 9年度
〈様式 3) 

悶;詐或責在者 o0 01作成日 I9年O月0

4月 5月 6丹 7月 8月 9見;附 11}j認月 1月 2月 3月 l土鎗

構絡
通常

通常

情緒

緒
常
を
校
緒

情
週
五
学
構

学綾

学校

学校

O G O 氏名3年O組

-輯の挨拶が替える 0

.返事をする O

-食事の挨拶を唱和する。

域

基本的生
活習檀

客員

-お礼や感謝の銭持ちを
言葉で表現する。

・会釈や挨拶をする。
-自分む考えや感
想を話す。

'T寧な言葉で話
す。

-言葉や会話，対話の大切さを理解する 0

.友達と会話を楽しむ。
-自分から遊ぷ約束をする。

-教師と自然に
・グループ活動時に自分
の意見を発表する O

全

?書籍
通常

靖緒
通常-関分の考

接をiき
通常

学校

緒
常
常

情
通
過

社会生活

すを事
。
返

る

る
け

し

す

か

対

読

を

に

音

令

名

を

号

指

等

の

や

番

業
名
。
科

授
呼
る
教

教科学習

-態様運動や決められた数の運
動を行う時は，声を出す。

運動機誰

通嘗

情結

学校

全でル}維るす
然
。

係
自
る

聞
閃
み
む
き
な

-47 

-対人間楳をJtめるため
に，会話や対話が重要
であることに気付く。

養護・訓
練



〈様式 4)

平成9年度短期個別指導目標・計画・評価
-組; 第 3学年O組 作成責任者¥ 0 0 0 ¥作成日 1. 9年O月日

氏名 I00 0  0 価者 ¥00.00. 記入日 91fOs.l B 

評語

領域|指導目標 指 導 計 画
;達成糊 i 講 考

場

基本約金 I.朝の挨拶ができる。

活智慣

-呼名，指名に対し

返事をする。

・食事む時む挨拶を唱

和する。

• Iおはようございま

すj が言える。

-縫康観察の時 Iは
いJと返事する。

・食事の時 Iいただ

きますJ. Iごちそ

うさま」が言える。

。

社会生活 I.言葉や話合いの大窃 I.話すことによち，対 I !':::， 

さを理解する。 1 人関誌を広めたり，

涼めたりする 0

・友達に自分の考えを I.遊びゃ勉強の計画を I0 
話し会話を楽しむ i 立て，皆に話す。

-自分から遊ぶ約束を 1 ・会話したり，電話を I !':::， 

する。 1 かけたりする。

教科学習い授業の時，号令をか I.当惑の時，号令(起 I
ける。 1 立，礼，着席〉をか

運動機能

ける0

・呼名や指名iこ対し. 1.呼名や指名に対し. I 0 
議撃をする。 1 必ず「はしりと返事

をする。
。教科警などを音読す 1 • B記や感拙文を音読| ム

る。 Iする。

-準備連動や決められ

た数を行う時は，協

力して声を合わせて

行う。

・1裳我や事故などに気

が付いた場合，告分

で報告する。

-バドミントンや卓球

ゲームでポイントを

数え合う O

-異変に気持永速や

かに適切な弟躍をす

る。

o 

O 

議護・言1111 ・遊びの中で，楽しく|・ゲーム的な襲索を取| ム

練 | 話ができる雰閥気を| り入れた授業の中で

っくり，会話や対話! のびのびと臨分らし

の範聞を広める。 1 さを表現する。

-学較でむ挨拶は

声が小さく，聞

こえない時が多

かった。

通常

-会話する栢手が|情緒

通常学級の一部

の友達だけだっ

た。 I通常
.篭話はかけるよ

り，かかってく i家庭

る方が多かった i通営

. I審議J，ま.11情緒

対 1の時だけで

きるが，地のメ

ンバーがいる時|通常

はできなかった|情緒

情緒

?毒籍

通常

-自分を取り囲む 1 1育緒

人たちとの会話

iま増えたが， ま

だ自発的とiまい
えない。

* 連成状混は@(十分達成). CIおま達成). !':::， (連成不十分)， !':::，は横考構に具体的に記入。
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。丹 08 0校時
00む O教事
000ひ

日
所
名

期
場
者

導
導
導

指
指
指

.養護・訓練学習指導媒(小集団〉情緒障害学級

ましい言葉遣い(電話を穫って)

議
ま

発
。

の

る

に

ア

わ

特

イ

松

(

デ

に

人

メ

茸

対

ス
の

マ

中

り

れ
J

O

た

あ

る

徒

で

し

あ

生

昧

患

で
く

o
銭
。
活

設
早
る
校
る
を

手
ち
い
登
い
話

な
い
て
不
て
電

効
は
れ
や
つ
に

有
語
さ
向
知
め

も
行
用
傾
は
た

融
緩
流
使
黙
葉
る

で
'
'
ん
言
え

し
て
し
か
の
考

と
し
場
揺
記
を
。

て
と
登
場
上
方
た

だ
誌
も
'
'
仕
し

手
練
語
は
が
の
定

る
を
新
ち
い
応
設

図
等
た
た
多
対
を

を
誌
つ
徒
が
の
材

ン
雑
い
生
者
と
題

設
や
と
る
い
手
の

シ
声
調
く
な
相
こ

一
点
悶
諦
て
い
'
，

ケ
の
成
し
て
れ
う

ニ
オ
平
載
っ
慣
よ

ユ
ジ
や
通
い
に
る

ミ
ラ
糞
は
く
と
き

由
コ
・
営
又
ま
こ
で

理
と
ど
き
籍
う
す
が

の
手
レ
抜
証
が
話
と

定
相
テ
」
に
孫
'
こ

設
は
'
ら
議
関
で
る

材
葉
い

f
学
)
こ
け

題
一
一
一
一
口
伴
'
本
の
そ
付

に

た

と

に しい言葉遊いを身

題材

2 

3 詩諜
(1) 金棒呂標

。相手に応じて適切な設糞遣いをすることができる。
O日常生活の中で，有勢iこ竃話を活用しようとする態震を身に付けることができる。

(2) 個別目標

調材における鶴別指導話標

.教範と自然に話すことができる 0

.友達を誘うことができる。

・丁寧な替護でrr:;対ができる。

指導計欝

待関
f話 導 内 柑廿.". 

A 嘉 C 

1 
ー学習のぬあてを知る。

-模様鶏話の会話を関く。 -模擾電話で会話をする。

2 -建話応対の擁習をする。 -丁寧語について学習する。

3 -先生と模様龍話で認す。 -模接電話を使って，丁寧な営葉で話す。

4 
-丁寧な言糞で話す髄替をする。

-会話を録者し，詰葉遣いを

5 確認する。

⑥ -γ寧な言葉で先生と会話し
-役割を決め，交轄しながらγ寧iこ会話する。

7 録吾する。

8 -学習した醤葉を使って，電話をかけてみる。

9 -電話の活用について話し合う。 〈自分の種話帳，会嫌電話の硬い方，エチケットなど)

-家寵生活での一般北を関る。

4 

生徒の実轍

氏名 性別 学年 実 曾色

A 男 3 
-場面かん黙傾向にあり，人前ではほとんど話すことはない。

-岳分から電話することは誌とんどないし，受け答えもしない。

-集団の中ではかん黙で，自分の意見を言うことができない。
8 女 1 

-曜話の受Ij答えは一応できる。自分から電話することはほとんどない。

C 女 2 
-社交的であるが， いが乱毒患である O

-よく電話を利躍している。
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を使って，話すことができる。-目上の人とA 

電話の受け答えができるo-いろいろな場耐告想定して，B 

受け答えができる。-丁寧なC 

(2)展開

.Aが号令唱とかける。
-聞こえるような声なら，誉めて励ます0

・課題は Bが統み，その後みんなで唱和す
る。

，一評価……
jめあて奇きちんとつかみ，大きな声で:
:唱和することができたか。(全観察〉

・二人組iこなち，それぞれ役割を決めて会
話の綾習をする。

• A'こは，教磁が穂手投になり，
を想定して練瀞する。

・緊張惑がある時はリラックスマッサージ
をする。

ァー評価
:先生との会話でも緊蝦することなく話
;をすることがで議たか。 (A行動観察)

・会話の内容を鍛脅する。 Wyp
:一評錨……………“
:できるだけていねいな議葉で話すこと:
:ができたか。 (B. Cテープ分新〉

・それぞれテープ委関色感想を述べ合う。

価評援重喜活
得切

をT

はじめの挨拶をする。

内習学

1 

本持む学習のめあてをつかむ。

|ていねいな言葉を梗って，関怖そう|
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目上の人C 
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融関別に電話をかける練習をする。
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-チェックカードで，できたところにOを
つけ，誉めるようにする 0

.立場を変えて行うことによって，
立場を理解させたい。

;ー一評錨
j役割を交替しでも，自然に会話するこ j
iとができたか。 (A行動翻嬢)

評価匂
できるだけ丁寧な言葉で認すことがで:
きたか。 (B. Cテープ分析〉

・関じように，会話の内3撃を録脅する。
-それぞれテープを開き，感想を発表し合
つ。
詩語…ーー

チェックカードが生かせるような活動:
していたか。(全カード)

一評価'
電話の活用や言葉遣いについて 学ん:
fゴことを生かそうとする意欲がもてた:
か。(全発表参観察)

-終わりのあいさつはAが持う令

両方の
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その他，電話で摺ったことなどがあれば話し
つ。
・伝言を頼まれた。

4 

本時のまとめをする。5 
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4 1芸学校

(1) 作成マニュアル

ア 鶴男IJ指導計画について

2
U
V
E
 

J
1

⑤

4
2
-

フ
一
式

ロ
一
議

ブ一/・
1

6
 
<記入者:担在>

-これまでに収集した基礎資料をもとに記入する。

-不足O)t青報に関しでは，連絡帳やその他の方法により確認をして

記入する。

・保護者や担任の負担軽減のためι，学年が替わるたびに議援した

内容を記入しないように配癒する。

4b i;長期掴別指導目標 :・長期語意Ij指導自擦の原案札前年疫の申し送り事項や資料をもと

〈様式2) に作成する。

く記入者:担在> -できるだけ具体的で実現可能な目標とする。

.将来橡そ見通した長期目標を設定する。

・優先目標 (0)と最優先毘標(@)とに分けて表記しどおくち

いの期間か，またどの教科で取り扱うかを必要に応じて明記する0

・採護者，寄宿舎等の連携が必要な部分については確認を行うo

・学部会等で確認し教科・韻域組当者との共通理解を留る。

母島:1属部年龍指導許薗 i・長期鏑別指導目標について共通理解を得た上で，教科・領域ごと

〈糖式3)こ指導目標を設定し単元・題材名とその期陪，必要に応じて指

<記入者:教科 導(学官)内容から成る個別年間指導許離を作或する。

・傾城組当者> ・睦任iこ1部コピーを提出し担経との共通理解を図る。

④:短期鶴男IJ指導目標 :・各担当者が，教科 e領議お年寵指導目標を受けて作成する。

・許種・評繕 :・作成に当たっては，単元，学期，月 l脇案が考えられるが，児童

〈様式4) 生徒の実態に合わせて適切な期間で考える。

<記入者:教科 ・具体的な指導(学留)内容，手だて，児難生徒の評価や変容など

・領域相当者> を記録として残せるようにする。

イ 学習指導案について

(1) 単元・題討の鱒挺指導自標iま，単元・題材の金棒目標及び題期個別指導目標をもとに設定し，

克童生徒鶴々に明記する。その擦に，短期個別指導目標のどの部分者，あるいはどの部分を

重点的に本単元・鋼材で岳標とするのかそ押える。

〈イ) 本時の指導の展開においては個別指導目標後連成するための具体的な支援護を記述する。

〈ウ) 評価については，評価方法を記入し，できた場合，できなかった場合の支援護を記述するこ

とで，次時の学習へつながる評伍が得られるようiこする。
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(2)情報を適切!こ読み取る力を付けたい生徒〔中学部錦 1学年〉の事例

ア実践の概要

(7) 指導計醤を作成するにあたって

O 本児は，小学部 5年の時，居住地にある小学校から本校へ転入してきた。襟党情報の入手は

厳しい状態にある弱視克であるが，ブロフィールからも分かるように年齢相応む社会生活能力

があり，吾常生活面では轄に不自自さを訴えることはない。しかしながら，学習場留におい

ては，漢字や盟・絵などの資料を適切に認知できない，文章がスムーズに読めない，また，饗

昧な見方に慣れてしまっていて正確にとらえようとする意欲や姿勢に失けるといった実態があ

った。進路のことを考えて，両親もこの現実を不安に患い，何とか殺義できないものかと，学

校と共通の課悪意識をもつように詰った。

O プロフィールについては，母親や鰻科の主治医，養護教諭から生徒の娘棋や見え方について

の情報や所見を得たり，地の職員との情報交換を過して作成した。また，諸検査や保護者の難

いなども，生徒の姿をより客観的に総合的にと E与え，指導の方向性を明確iこするための資料と

なった。

O 長期髄挺指導目標む設定にあたっては，落ち込んでいる点の改議を図るといった点か込，生

徒の御力・蝦挟や見え方の特徴を錐み，視知覚書11績や椀覚補爵異の使用技術の翌得により，観

力を活用する方舟で，正しく情報を見たりスムーズに読む力を付けていくのか，あるいは，

声や拡大機能の備わった最新の機器を最大限に利用することで視力を当てにしない方向で学皆

様率を高めていく方がよいのか大変迷った。最終的には，まだ物を見ることの説績が十分なさ

れていないという事実や発逮段轄における可能性，韓害がある以上靖患者より，より多くの労

力が必饗とされる現実に向き合ってがんばってほしいといった翻いを込めて，前者壱設定した。

O 長期個別指導目標が明確になったことで，担当教科において，目標を逮成するためのステッ

プ，指導事項や期間が個別年間指導計踊上で整理され，さらに，設賠的で具体的な指導目棟，

指導内容，支援の方法などが明らかになり，それらを短期鶴別指導目標・計闘として設定する

ことができた。

(イ) 実践にるたって・・学習縫導案の作成

O 単元・題材む毘標設定に当たっては，短旗種別指導目標から霊長的にあるい誌畿続的に指導

すべき自棋を，傭期目標として取り上げた。担当する英語科の授業は，音声教材を主に殿開で

きる教科ではあるが，絵などの資料を読み取って運用線欝ができることを議点的な目標とした0

0 実療の指導場部における異体的な支援策は目標達成と関連して一貫性をもつものとしたがそ

の方法は生徒の変容や評価によって嘗に工夫改善されるべきものと考えた。視覚諦助呉の利用

や，観点、についてアドバイスを与えながら生徒が得た構報告確認し繰り返し丁寧に読み取

らせることで，自分なりのベストな見方後模索するための支援を行い，読み取ることへの意欲

そ高めたいと考えた。

(の まとめと今後の課題

O 籍別指導計酪作成を過して，本見む姿そより的確にとらえることができた。まに吾標連成

のために授業などの実際む指噂の場で常に課題が態識され，活動内替や援助が吟味されること

で，より趨切な語噂が行われるりではなし崎、と態われる。また，教科・領壊担当者間で共通理

解やf警報交換が臨られることにより，講和のとれた支援がなされ搭乗効果が期待できると考え

る。

O 今後の課題としては，作成した鰹別指導計画に作成者なりの工夫・改善が加えられ，実際に

担当者間で活用されることである。そして，担任や学部が変わっても，課題が引き継がれるこ

とで無駄なくステッブアップした指導が行われるという点で克童生徒に還元されることである。
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地域灘境に測する記録 自宅燦辺の地図(el様となるものを記入〉

自宅より学 経 路 交滋機関 所主要時麹

絞までの利 ElZiS-OC駅 El君主用車事 1 0分

用交還機関 。。駅-00絞 官駐 車 1 0分

及び 00釈~青学校 パス 25分

級事害時燭 所要待問〈片道) 持続 4 5分
トー一ー一一……

幹線道路近くの集合住宅の 1港に往んでいる。前方に小さな喜霊感街，後方に主主宅地が広が
る。

アパートの遣機織Lを子やちくか会そなtら私約がに使え徐る昔話康は近はなのゲ計く，友爾ー常人をムにF遊し母親てん過のだ闘ごるりす。のし媛てこく車がたE磁が多，内くで行学っ生たき届いた生活苦E
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うと， いろいろと 立ててい。
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保護獲量芸談/家燦訪問の紀録〈保護者の要議〉
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について
・生活ついて
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~è 
平成告年度中学部 入学 ・ 3持( )学年転入学 ・ 君事( )学年編入

入 00 00 
生徒 氏 名 00 00 (努・1;:，) 保護襲者名 00 00 

昭和 59 年O月OOB~主 選雪
トー一

(000-00) 
環主主:I1l! 茨減録。。市00 00-0番地

く篭話000-000-0000)

2え 名 統領 生年月 8 職業・勤務先 機 考

導宣 00 00 父 昭幸UOO.O. 00 会社長

族 。。 母 紹手[100.O. 00 パート

機 。。 妹 Z苦手[100.O. 0。 平成9年震をき建在小学O年
十…

草案

OOrtiOO小学校入学織珂JR二機5級 I番号〈茨)00000] 入学書官教育緩

身練場S手緩 〈疾病による 本校小学事事転入学 李淑船R

平成 7録。月 OB交付
諸 後重量実施薬票日 検査結果

トーー…一一

検 王手成8.5.29 WISC-R知能検査
療事空手帳 VI事(89) PIQ (62) FI守(74)

運筆 平成9.1な31 S-M総会主主滋能力機蜜
SA 13殺 0か月

ブ口ブィール

<:J1 
c，..， 

司B希同， z盆事'*'実体 3"，"

使.均ot芳'1象土4趣旨a.湾lf"*''fゆ

10 11 11 11 

sザ憾余念.旨盆E均賃禽包ブ京劇-錨匿

s ‘ 
身積書家(514)

零多劃蜘 (L) 

4愉鋪. (O) 

盆定委員 (C) 

JIIII・，.(S) 

aelll・陽〈簿1))

一 一中構 l部

生後の能力の分春子

。

相ot告ヨ震

弾事害名 0000 視覚惨事普及び~な陣容の疾病獲

鍵 (000000000) 益事丹a 鯨/聖霊堂 i会事質状況診建時 童基 過
ト一 一一

線機能 波警監難視カ 近距翼監視カ H4.0.0 
。00。娘先生料 検診にで綴カ 後進観察を行って

簡害後指摘さ いたが， H7. 0月
康 4旨 0.04 若玉 れ.0000 頃より言葉カ低下が

銀疾・ '!i. 0.04 左 00000と 草野しくなる。
筏カ等 商限 0.05 E時限 判明。 年1(獲(J[休み)

の 0001こで検2襲。
最大筏認カ 号彬 2(6c縫〉

言己
血液型自 日 !平熱 I36. I 

ト一一

録 病院名
継続治療し 病名 主治語E
ている疾病 トーι …

服用妻鹿 事耳昼娩その他( 薬名〈
L 



平成9年度長期楓別指導目標
中学部 1年|氏名 1 0000 1 f下或者 10OC戸

場面 i 学 校
目 ¥¥ i 指 導目標

。拡大統響器や弱視レンズ等の視覚補助
の使用技術を身に付け，対象物や文
料などの視覚情報を，適切に得ることが
できる。

。操経験を拡大する。

視覚障害面 10不完全な謹堂構報を聴覚そむ倍の感裁を
補助的に使って補おうとする姿勢や態
及び技能を身に付ける。

習・生活場麗において，適切な教材・
鵠党構場異の話題や援助を通して「見え
にくいj ことからくるストレスを解放す
ることができる。

。眼疾の特性を知り，礎票管理ができgる。

。各教科の学欝場面において，弱調レンズ I@諒大教特，議覚議場呉を
を意図的に訓練的に使わせることにより[ 利用して，自力で家農学
レンズを使ってスムーズに読んだり，文( 習に取り組むことができ
字を正確に欝いたりできる。 1 る。

耕一

OTVゲームを長時間する
など，目を疲れさせるよ
うなことは避けて生活す
ることがで詣る。

。安全に気寄付けて生活す
ることができる。

。適窃な教材〈拡大教材等)，揖党補助具な 10家庭学習の背慣をつける
どの活用により，自分なりに工夫して構 i ことができる。

教科学潤聞| 報をとらえようとしたり，集中して課題
に取り組もうとすることができる。

。学習集団に液化をもたせることにより，
より多くの刺激を受けて考え，行動した
り，自分的考えを整理して話したりする
ことができる。

。基礎学力をつける。
0身の回りの籍軍・整頓がきちんとできる I@自分でできることは，

族を当てにせず，自分で
することができる。

o話を聞く時は，手遊びをせず，よい姿勢
で懐くことができる。 10姿勢に注意を払い生活す

行験器 ることができる。
。故事的鎮向が強いので，自分で考え行動

することができる。 10家族と共にいろいろな経
験をすることができる。

。集団の中でも生き生きと自己表現ができ
る。

。本人の興味・関心や，得績とする面，よ
そ り 他; い点与を認め，励ますことにより，自信を

付けさせる。

。最優先目標 O譲先自標

54-



平成9年度個別年間指導計画
(様式 3) 

!整理番号|事 II教科・繍! 英 錯 作成者 o 0 0 0 
(作成日) (平成 9年O月日〉

it| 
氏 名 c 氏 名

00 00 
指導者名 岡 上

教科・領域ごと :!?!?FijiiiiiiFijii伊の年間指導路孝襲 i量i五と コ仁ニヶ ョii 号i習 へi益五主れる乙とが

-議 選妻都おきEb特急ア聞く，短時間で集中して別世む，書くといった

学期 単元 / 題材名

くこんにちは!>

くようこそ，グリ m ン先生>13日紹介，初対面持¥¥さつ/艶
くあれは工場>身近(離れた所)にあるもの
《アルファベットゲーム》 単離カード読み・英単語調べ

<グリ m ン先生の拐授業>一般動諒を用いた文/書く特のルール 十1

((A L Tとのお別れ会)) I別れのあいさつ/アイルランドの料開 I 
くこれはだれ?> I Iho. Ihat. Ho曹を会む疑問文/イラストの増報処理

<マリオの年齢は?> I r-はーだ(形容認)Jという言言い方 1 
く今毘は何曜日>曜日の尋ね方とその苓え方
を童書作をしよう))簡単な動作の命令や依頼

丹

< Hello， English> 
4 月

学習内容〈言語材料等〉

簡単なあいさつ/身近な執の名前
アルファベット(文字の形と発音)/

文定否文答窓・
盟
問
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く月世界 よ り > 英 文 の 稽 鴫 / 英 和 辞 書
くきのう英語を勉強した?>規開動鵠の過去形/英文日記の基本的な彰式
ま容体みに何そした?)) I日本やイギリスの冬休み i 

く帰還>不規則動詞の過去影 ! 
く21世紀からのメッセm ジ〉英文手紙の基本的な書式/ALTへの礼状

メッセーツから考える
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くまとめと復習>
期 3 月

天気や時刻に関する表現
事hoseそ含む展開文と応答

現技進行形の平毅文
現在進行形の接関文・応答文
章主動詞canの埠諒

1年の護欝

く教科書からの議材> ((A Lすとの授業における題材》
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平成9年度短期個別指導目標・計耐・評価

000  0 000  0 

(株式4)

英 宝五
o口

平成9年OJiOB

指導悶棟

るさで
A
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N
 

ル}るすれ
Jた書れ

4
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V

だ
き

ん
で

読

が

。

る

/
¥
ル
』

0
司
令
長
C

し
こ
る
き
で

正
る
き
で
動

'
れ
で
が
活

え
墳
が
習
く

覚
に
と
練
し

を
声
こ
用
楽

語
音
す
運

単
の
話
一
て
札

英
語
て
い
慣

や
英
つ
用
に

ト
'
使
を
ン

ツ
き
を
料
一

ベ
聞
現
資
タ

ア
て
識
の
パ

フ
し
た
欝
の

ル
蟻
え
科
潟

ア
桟
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教
学

月| 題材 e -学習内容

<詰ello，意:nglish>
eアルファベットや身近な務む
名諮などの英語を鱒く。

4 Iくこんにちは!>
・英語で鰭単なみいさつ，自己
紹介をする。

月

くようこそ，グリーン先生>
』→・拐対面のあいさつができる。

-教科書の構成について知る。

5 

くあれは工場>
月|・ Thisis--That i s 

い方と鈍いわけができる。
《アルファベットゲーム》

い4 ・アルファベットの文字で姶ま
る単語捜しゲームをする。

6 
<グリーン先生の務授業>
・語JI彊を意識し，一受購読を患
いて自分の好みやすることを

月i進んで言うことができるO

・詰分のことを紹介する英文を
書く。

くこれはだれ?>

• Whーで姶まる疑問詞を使っ
て，噂ねたり，それに応じた
りすることができる。

7 Iくマリオの年齢は>
・身の回りのことについて
r--はーだ(形容調)Jと言

月| うことができる。
く今日は何曜日>
・鴫日を毒事ねたり，それに答え
たりする設い方が分かる。

《動作悲しよう》
・簡単な依頼や命令を懐いて，
動作をすることができる。

ト叩削

指導・援揚の手だて・配意事項

・手遊びをせず，集中して開くよう
に底意する。

・十分に簡かせてから言わせ，ま
た，それら一連の活動がスムーズ
にできるようにさせたし'0

・アルファベットの文字習得の初期
段酸なので，形や大文字・小文字
のパランスに注意して繰り返し書
かせ，やがて視力をあまり使わな
くても審けるようにさせたい。

・教科欝の構成を理解することによ
り，見る簡所をすばやく絞り込む
ことができるようさせる。見る憧
所によって瀦切な視覚補助異を使
わせるの

・身の出りのもので積極的に表現さ
せる。

'ALTとの活動は，学習したこと
を議際に使う場としたい。

・アルファベットゲーム等を通じ
文学〈緩り〉と膏〈発音)の関孫
iこ穣れる。

・英文の議I1様こ詑撃させ，直読・誼
解がで議るように，練留させる0

・響き方の謀本的なルールについて
理解させる。

・新出語は単語カ…ドで提示し，記
載されている情報盤が少なく，簡
潔なワードリストで調べtさせる0

・ある物，人物の一部分を見て全体
をとらえる教材(資料)を利用し
ゲーム感覚ではあるが，庇確に物
を見ょうとする態度を育てたい。

-歌など号制期して覚えさせる。

指導の記蟻・評価

・身の回りの物を英語で何というか
よく知っているti<，発音やアクセ
ントについては不十分であった。

-教科書の活学のQとQが，読み間
違いやすい。文字を欝く特に線の
つながりが十分で%ないのでレンズ
を使って書くように進めるが，慣
れないため嫌がる。

-樹堵の構成について知り、 「難
語句，本文，自議文，繊響調題j

などの指示にすばやく対応、でき
る。

-誌大読書器は自分かち捜おうとす
るが，手軽立レンズ誌甑棋だと繋
って穫おうとしない。読む活動に
は大変な労力と集中力が必諜と
されることが説察により分かる0

・ALTとの鐙葉にも，緊張するこ
ともなく参揺でき，ゲームで答え
ることができると，喜びを表現し
てくる。(中 1--中3金銭参加
で)

-噴れないせいもあり績りと発背の
関諒は難しい。丁寧に織り返し指
導する必要あり。アクセントのな
い単語は本当に通じないのか自主
的にALTで試していた。

-自分の好みやすること安積損的に
表現しようとした。声に出して言
った文が不完全であると自分で言
い直すことができた。

-大まかにとらえることに慣れてい
るため，資料をきちんと見ようと
せず，適当に答える。資料の絡会、
い点に法意を向けさせ説明そ加え
る必要があった。

-渓護練習により，曜日を言ったり
読んだりできるようになった。

• Classroom Englishとして援い・ . 
境れさせた~ ¥0 I .者声中心に速いテンポで行われる

・エクササイズ惑党で業しく活動でiために，誌意して聞こうとする。
きるようにする。
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中学部第 l学年英語科学習指導案

鱒盟主・鰻
指導場所

指導者名

。月O日〔第O校時)
中学部 1年教室

000  0 

1 題材 Un i t 3 グワーン先生の初援業〈旺専問RI~捌Eng l ish Course 1) 

2 題材設定の理闘

中学部1年一般学級在護者は 1名で，小5の特に小学校かち本校へ転校してきた準ずる教腎課桓の
弱摂生であるが，拡大教材文の読速度，弱視レンズなどの視覚補助呉を使用しての文字や闘などの資
料の認知が十分でなく，これらを改善していくことが，教科学習を進める上で最優先される共通の課
題である。

英語科では，英語の音声や文字学警の導入期にあたるこの時期に，単語カードを清いて視覚的ノイ
ズ告除去しアルファベットの文字を認知させたり，弱視レンズを使って正確にとらえさせるなど，生
徒の実態に合わせて訓練的な活動を組み入れている。また，英語を能ってコミュニケーションする楽
しさを味わわせることを自的としたALTとのTTによる中学 1--3年合同の音声中心の授業を行っ
たりしている。題材について誌， トピック的な題材を設定するALTとの援業以外では，教科書の題
材を中心に扱い，生徒自身がそれらの内容告適窃にとらえ，活用できる力をつけていきたいと考える。

本題材では一鍛動詰が導入されることにより，英文受講成する語の語頓について注目し臨読・
薩解に慣れさせ，英語で紹手8ことを尋ねたり設分のことを表現できる範囲を拡大するとともに，視
覚的な資料などを活用して運用練習ができるようにさせたい。

3 自様
(1) 全体目標

。一般動認を使って，臼分の好きなこと，自分がすることを表現することができる。
O自分のことを紹介するためのある程度まとまった英文を書くことができる。

(2) 翻意IJ目標

短態調別指導目標 | 題材における欄別指導 E標
'0覚えた表現を穫って話すことがで 10一般動認を捷って，自分の好きなことをするこ
|きる。，と，知ってるこ とについて言ったり，噂ねたり

するなど，口頭で表現できるO

C教科替の資料を患いて運用練習が iO教科轡む講戒を理解し，視覚擁助興等を捷って
できる。 I資料を読み取り，運用練習ができる

0英文の語鎖について知弘車読・直解できる。
O英文の欝き方の基本的なルーんが理解できる。

4 指導計画何時間鈍い)
第一次一般動詞の平訳文，皆定文の理解と適用・……………..2時間
第二次一般動詞の疑問文とその応接文の理解とi援用………….2時間(本時は l時)
第三三次 書議方む基本的ル…ルの理解・…..."'.. ...... ..... ....‘…-………… 1時間
第四次 英語で自己紹介文を書く…………....・ H ・a・m・H …...…・・…・ 1時間

5 生徒の実態

氏名 性別 視力・愛用文字 実 態

A 男 語諜 0.05 f読むJ，I書くよ活動には自の疲れを訴え集中しないが.r間
最大概譲先立 2(6畑) くJ能力は優れている。目標とする表現を覚えて，日ずさ
塁本使用 んでいるのを耳にする。教科書の本文の活字の大きさは 2

s議あるため藁極的にではないが読もうとする。学習した
表現を硬って自分が本当に表現したいことを苔おうとする
経勢がみ込れる。
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d
 



し、方がわかる。
たりできる O

5 本持Q)指導
(1)目標
01あなたは~を知っていますか」と尋ねたり，答えたりする
Oイラストを見て，自標となる表現を使い，口頭で噂ねたり答

関く2)展

議

-定番の表現活動であるが，生誌かちあいさつ
を始めることにより，コミュニケ…シ 3 ンの擦
のタイミングを学ばせる。

と援支動

1始めのあいさつをする。
S:Hello， Ms. ""'咽 Howare you? 
T:I'm fine， thank you.And you? 
S:Fine， thank you. 

活
円、，
合内習学

-簡単なフレーズを数り上げ，部分的に歌わせ
るようにする。英語のワズムや警戸に横れさせ
るとともに f声を出して英語の踏強だ。 J とい
った気持ちを喚起させる。

2英語の歌を歌う。

-人気のある歌謡曲の最初の部分を聞かせ，曲名
や歌手名について知っているかどうか，東諸で
尋ねる o 輩題の意味が理解できないときは，悶
自的語をかえて鷺閉したり， knowの意味を与え
たりする。 1""'を知っていますか。 J と噂ねて
いる表現であることがとらえられたか確認す
る。
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その都度
Doの存

-表現に必要な未習の語については，
カードを与え、書き表すことにより，
荘と risingintonationを意識させる。

4話標文を爵いて o綴で開き
たいことを自自に質問する。

[評価]
1""'を知っていますか o J と尋ねる言い方;

:がわかり，それらの表現を擾って龍きたい;
jことが尋ねられているか。(発表〉

・教科書を聞き，目標文が載ってる醤訴を捜し
レンズを捷って見るといった一連の動作を棄事

うことができるように提す。
かれた文章で護認することにより音声を文
化する O 教科書の活字のと Gについては識別

が難しいので，あちかじめ手を恕えておく。
.皆様文の文字はサイズが小さいので，課鰻では

えにくいことを指議し， レンズを捷って見る
ように踏ます。

・応答文は比較的謹いおで，伺葉も声に出して
うこと iこよりこむ場で確実に覚えさせたい 0

・イラストは，会捧的 iことちえる必要があるの
で必饗に応、じて拡大読書器を接わせたり，内容
を理解するための読点、についてアドバイスをす
る。

.s互いに閉さ合うことで，
ffにならないようにする。

[野崎]
jイラスト惑ともとに対話できたか。意欲的に:
i行っているか。(発表，観察)

5目標文を読む。
(1)一語一語レンズで縮問、し

む。
(2)教師の後について

読む。

? 

my birthday? 

Do you know? 

この活動が一方通

を出して

6イラストを見て対話をする G

(1)見た絵を言葉でスケッチする。
(2)倒 iこならって対話する O

(like，pl幻などの動認を罵いて〉
立:Doyou play tennis? 
B: Yes， I do. I莞0，I don' t. 

質問事項を書
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7 聾学校

(1)作成マニュアル

ア 翻別指導計融について

・これまで収集した基礎資料をもとに記入するQ

φ プロフィ…ル ・不定む靖報に闘しては，保護者や専問機関などへ薙認をして記入する。

〈様式1)

<記入者:担任>

-プロフィールをもとに，聴、覚欝害部・教科学習言語・生活行動閣の 3領

争長期個別指導毘標 域について実態を踏まえながら，将来像を見通し実現可能な指噂自

標(最優先自標，擾先日標)を設定する。

(様式2) ・各融当者で検討し学年会，学部会などで確認し，共通理解を悶る。

<記入者:担任> ・保護者や寄荷舎と連携し目標む共通理解を関与，家庭や寄稿舎で指

導できることを確認するお

-長期諸民指導目標をもとに，教科領竣ごとに指導目標与を設定し，楢現

③籍別年剖指導計離 年間指導計開を作成する。

・艶在iこl部コピーを提出し共通理解を摺る。

(様式 3)

<記入者:教科領域担当者>

・個別年間指導計画をもとに異体的に作成する。

@)姫期錯]jIJ指導目標 ・目標の設定及び計調の期間については，単元，学識，月，澗が考えら

・計制・評額 れるが，児童生徒の実態に合わせ，最も謹切な期間で作成する。

・学曹内容・方法・手だて，評鶴 e変容を記録し次の指導計画iこ生か

(様式心 せるようにする。

く記入者:教科領域 ・各組当者が評語したものを飽任が集約し指導の成果を把握する。な

担当者> お，詳録する際には，短鵬目標・手だての評価，自日評錨や保護者の

持錨，チェックリストによる評鶴などにも題意する。

イ 学務指導課について

(7) 単元における倒別指導目標は，単元の全体醤標や関連領議む自棋などを受けて，児童生徒む

長期・組期個別指導自壊と一貫性をもたせて設定する。その際，経鶏{醤別指導目i擦のどの部分

を本単元で日機とするのかをきちんと押さえる。

(イ〉 短期個別指導日標と単元における輯罫IJ指導自壊について，短期として設定する期韻より，単

元を取り扱う期聞の方が長期の場合は，単元の目標が大きくなってしまうことも考えられるが，

これについて誌柔軟に対応する。

(ウ) 本時の指導の腹開において，集団指導の中での個別への記麗・支援を異体的に記述する。

その際，できなかった場合の支援築も紀述する。
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(2)意欲的にコミュニケ…シ翁ンさせたい児童(小学部第 1学年〉の事鰐

ア実践の概要

(7)指導許習を作或するにおたって

O 種別語導計費i主プ口ブィーJしをもとに具体生していった。聴覚の障害の極度はもちろんだ

が，そこから採生するニ次的障害に着巨して計画した。特に留意したこととして，言葉の遅れ

やコミュニケーションの擁護，性格〈長所・短所等を合む)や行動特性，そして本児の希望や

保護者の騒い等が挙げられようo

O 本児はその障害の重さや家嫉構成等から，精神的な弱さがあり，ぎ濃の護得や定着のために

重要な集団活動の場での積極的なコミュニケーションiこ課題がある。議語感覚や取り鰻みには

素晴らしいものがあるだけに，これらの課題を解決することで，学習においても今以上の成果

が期待される。もちろんそのためiこは，確かな交信方法の薙立が不可欠であり，本児なりの交

信手段の確立を日指し誌がら，集部活惑の中で脊為なコミュニケーションができるように配恵

しなければならない。。そこで今毘詰会科・統合的な揺導である生活科を取り上げて，全人的な発述の観点から指導

することとした。

〈イ〉実裁にあたってH ・・・・・ u ・学習指導裁の作成

O 実擦の指導においては，特に具体的な活動の中で豊かなコミュニケーションが行えることに

集点をあてて学習指導案を作成し，指導した。指導の場は集団指導ではあるが，集部指導の中

でいかに個に応じた指導を行うかが態裂となる。

O 豊かなコミュニケーション活動を指導の中心とするということは，学習活動の中での様々主主

コミュニケーション場面で本j越の発誌を控かしまた誌各昌の発言を本!忍が受け止め，応容す

ることでさらに奇為な話し会い活動に発議することにある。そのためには本児的実態安考庸し，

設業の表出においては鵠き手に分かりやすく伝えるということ，受容においては理解しようと

いう気持ちをもって毘くことを意識するように援勤していった。

O 評認においても異体的な行動目標が連成できたかということだけにとらわれず，態度閣での

変容を重視するようにした。

(のまとめと今後の課題

O 個別指導計画の利点は何といっても，指導闘機の明確化にある。こむように接部指導針諮が

あることで，集団の中において個々の児麓の課題を明確にすることができ， 1醤に応じた援助の

方法が見い出され，発達の設措に応じた指導を日うことが可能となる。

O しかし一方で指導計画の個別仕は，教職員の負強を増すということもまた事実である。負担

安増すことで集問の指導がおろそかに江ってしまっては彊期化の意味がなくなってしまう。

これらを解決し，棄の意味で萄iこ麗麗した指導受持うためには，指導の場の工夫や指導方法の

例えばティームティーチングのより有機的な指導の韮り方を研究するなど，また闘機の

重点詑や指導内容の統合や精選などに盤意することが今後の課題となるのではないかと考えら

れる。
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プロフィール 〈様式 1) 

|詰入者 10 0 0 01記入日| 平成s年O月08
i氏名 001部年小学部 l年 2総 i性別|男生年Yl81平成2年O月O臼生保護者氏名 00 00  

γ 

現 住 所 偽織嚇嚇刻砂 W 剛均台ーー回目司---色同 A胸柑肉俗博暢--ーー---・v 曹 洞k 蜘 滑柑 W 欄欄胃---哩---柚猷榊榊問調邑~ - ~-ーー畠畠砂場 d胸馳鞘梢皐吋降四回- ~ -.  - - - _.険 4単僻 4草場制酔ゆ骨到・---司榊榊伽悌暢噌僻暢荷車曹、虚骨蝋梯附帯 4駒場再骨組品目白 E 幌地調・ W 偽嚇砕--血ーーーー・

γ 電話
l 陣 三Eコ至 名 聴覚障議(惑音性難聴、)， 00000症候群 I:~: I 第 l繍2綾 10340 
追組ク占、 断 名 交付平成4・i・21 
家議構成 父，母，本児(小1)の 3人家族

生 脊 震 -特に異常なし

〈蝶患原菌〉 -ワールデンプルグ寵候群

積三療機関 -00メディカルセンター

入学慌の -00県立聾学校000分校教育糖談(平成5年s丹-12月)

-本校教育相談〈平或s 1月-3丹 2ヶ月)

教 育 歴 -本校鎗稚部 (平成s年-9年 3年〉

疾 病友 び

健康商で -特になし

詑憲すベ

き 事 項

標準検査の記録

検資年月日 検査の名称 結 集 検 査 者 備 考

主ち 稚 部 8年草月 II日 WPPSI 1 Q (76 ) 0000  

司---事糊糊柑職事開--弔ー-- --融事帰 輔副ヤ物静骨骨ーー，開V 司暢暢肺機嚇静静暢世可・--

VIQ(60PIQ(l06) 
g年 7月 88 絵踊語い発議検査 VA 4議 2ヶ月 0000  

司除幡酬舟附輔副砂州--ーー・"-_.・ M 雌織柑織繊同押戸--ー，・・ w 帽惜

成柳時帯---ー-- - ---醐糊湘問時開'

s年?丹 8日 読書力診断検査 額差値 6 3 0000  
評{苗点 4 

聴力検査の記議

総力 レ Jえ lレ (d B) 
ザみ込aー」 年 検議年月日 平均 左 主

在 右 250 500 1000 2000 4000 250 500 1000 2000 4000 
5歳児 a年12月17日 125 128 115 120 125 130 130 115 l25 125 130 130 

---・・・--盤噛--姐糊闘が----圃竃

き年5月 8日i 年 123 124 115 120 125 120 125 110 l20 125 125 125 
『匹曹司. ---竃--鴨械事輔糊柑喝--ー・目 四凋--州僻悌#嚇叩-----司--栴梯悌"--柑山山畠山

購 入 年足 B メ←tJ 機撞 製造番号

平成 g年 12丹 ダリ オ ン 日お 75AL 60000000 
ナボックス

- 羽k嚇悌蜘 欄 伺V司 明 ・ - - - 冒 置 冒 曹 関 暢 棒 、 声 司 ・ 竃 ヨ 臥 竃 冨

平成s年 3月 145DFS RO 00000 
補聴器殺照時 補聴器を装用しても音のON-OFFが判断できる程変であり，音の弁護立ができる躍ではない。

の損こえの しかし建存聴力を活嵩しようとする窓議はあり，言葉の受審は読話や手指サイン等視覚的な手がか

評錨 りにより受議しているα

-全般的にお語発遣の避れが晃られるが，主に指文字や文字から笈葉を讃極的に受容し，覚えた首

葉を使用しようと る意欲が高い。欝単な文章ならば，読んで意味をとらえることもできるよう

になってきている。爵認や接続詞の誤りも多いが，文章を繋くことが静きで友達や教師と自分の

学習状法 経験したことを手紙でやりとりしたりする。

-自然科学の分野に興味・関心が高く，昆虫の鶴湾iこ熱心であり，また観察臨も税い。

-数の取り扱いはやや若手である。

-明るく活発だが，ややき己中心的なところがある。聞こえにくいことの不安からか，ちょっとし

行動砦性 たことで議ち込んだり，怒りっぽい等精神的に不安定になることがある。

-物事に対する数り組みは非常に真蔀設で，自主的・告発的に取り組める。

-母親は本児の障害を素罷に受け入れており，親子の関係も非常に良い。また父親や祖父母も協力

保護者の 的であり，本児の能力を最大現に伸ばしてあげたいと考えている。将来的には自分の韓轡そ受け

願い等 入れ，障饗に負けずに健常者の中で自立した生活が営めるようになってほしいと考えている。

4
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平成 9年度 長期個別指導目標 〈様式 2)

項目

00 00 00 00 

導毘様 (指導の場〉 巨額

G離党に加え，口器，身振り，表情，手話サイン等の様々な手 10特に総覚口話によ

0月O誌

庭

設から情報を得ようとする態度を確立する。 1 容の懇震安確立する。

〈学校生活全般)

O補聴器の一般的な取り扱い方〈ボリューム，スイッチの切り 10謀護者の鑑勤のもと，適切に

暫え等〉安調解し，操作できる。また大窃に扱う気持ちをも i 補聴器を痩湾事管理する。

つ。(学校生、話会鮫〉

し手の言葉に進んで王手を傾け，理解しようとする。またそ

轄覚障害面 i れらに対し，自分なりに考えがもてる。

〈学校生活全般)

O聞き手をま撃識し，口形や補飴釣手段(身振り，表情，手指サ

イン等〉安工夫して，欝i善寺三に分かりやすく話そうとする。

〈学校生活全般〉

O器解できない事や疑摘に思ったことなど進んで鷲降すること

ができる。(学校生活全般)

O発音に関すること。(学校生活全般・養部11)

Gはっきりと声を患い助詞の

欠落や構文の蓄えりに気を付け

ながら話す。

0分からないこと，考えたこと

など， f河でも保護者と話し合

つ。

i@簡単な文章等を読んで，内容受理解することができるc また:窃日常生活に必饗な語いの習得

内容を理解した上で考えたり，答えたりすることができる。 に努める。

(教科学習全般) I @学較での生活や学留について

窃身近なことや経験そ議んで話す。またある程度まとまりを考! 保護者と話し合い，訟えるこ

えて，文の影で話そうとする。(国語・義制) 1 との楽しさ，理解されること

O話し合いの場面等では，議んで自分の考えそ発表し，また偽 i の喜びを昧わう。

教科学習部 | 入の意見を踏まえてさらに考えを深めたり，考えそ修正した

りすることができる。(教科学習全綾〉

生活行動面

O平鋲名，片仮名，一部の漢字が読め，また書くことができ， 10家護憲学習に意欲的に取り組む

自分の身の回りのことや経験などを簡単な文章で書き表すこ 10絵詩認や手紙文を書くことで

とができる 。 ( 闘 諮 )1 文章を響くことを楽しむ。

0数の取り設いに閲すること。(算数〉

O様々な体験的活動に意欲的に取り組み，楽しきを味わうとと

も に ， 学 習 意 被 安 高める。(主主活科〉

I@場蘭によっては我慢したり，譲ったりすることを理解し，白

日の裁持ちをある程度コントロールすることができる。

〈生活場面全般〉

O場言語や状況における額手の気持ちを適坊に推し撮り，患いや

りを持って接することができる。(生部場言語全般)

O学年の友達や態授の教師ばかりでなく，上級生や懇校以外の

職閣とも覆極的に錯し，自己の世界そ広げようとする。

〈生活場面全般)

O自分の身の回りのことでできることは自分でしょうとする気

持ちをもち，自立心を高める。活場面全毅〉

。家庭生活においても，できる

ことは何でも取り組ませ，自

立心を養うα

O保護者だけでなく，親類や近

所の友達など学校そ離れた場

指での交流を広める。

"0000"藍候群により，明るいところではまぶしさを感|・採光における工夫と握外での

そ の 強 i じるので，告分の枚農を工夫したり，暢子をかぶるなど工夫| 活動時の配慮をする。

そする。

窃最優先制棟 O 優先目標

-62 



教科・韻域

個別年間指導計画 (様式 3)

00 00 I作成者 00 00 作或日 9年O丹OB

-自然科学に鵠する事柄に関心が高く，特に箆虫や動物の知識は豊富である。自宅でもかぶと虫

ゃくわがた虫，鈴虫などを熱心に飼育している。

-一人っ子で兄弟とのかかわりがないこともあり，集団での遊びの中では遠慮したり，友達と争

実 肯程 いが起こるとすぐに引いてしまったり，逆に大げさに怒ったりするなど，稽神的にやや弱いと

ころがあるo

-絵を描いたり，物を作ったりすることを貯むの独鎖性があり個性的な作品を作る。

-自分の経験したことは友達や教訴に積極的に話す。

-嫌々な体験的活動に意をた的に取り組み，楽しさそ眺わうとともに進んで活動しようとする。

指導・目標 -経験した事柄を絵や文や廓!などで表灘し，内容を確かなものとする。またそうした表現活動の

中で設濃の力やコミコニケーションの能力を高めていく。

-身の回りの詣然や社会に対する理解そ深める。

;学期 i月 -題材 学習内容等

4 校舎の材課検しようJ

年

-小学部の学警の場を探検し，

への意欲を高める。

-入学した喜びを味わい，上設生や小学部の教員に慣れる

l 1 | ! 空警明与坦明空明持舟払刊?と合叫L対収Lげ空

5 I r春の遠足博物館省をと 兇 学 し ， 自 熱 に 閲 す る 輿 味 . 関 心 を 高 め る。

またその経験を話し合ったり，作文を醤いたりする。

「きれいな花を殺かせよう朝顔の種蒔きをし，観察記銭安つける。

期 I6 I rいきものとともだちJ ・学校で鎮育されているJj、動物を観察したり，絵を描いた

l りして，動物を大切iこする。

7 I r学校探検学校の様々な場所を探検し，そこで鋤く職員の仕事など

に関心惑ともつ。

「新入生後退える会j

としての自覚と学習

学

間

導 1 1 I rおちばがいっぱいj

9 I rつくってあそぼう j ・身近にある物を利用して色々なおもちやそ作って選ぶ0

1 0 I rい念ものとなかよし牧場晃学をし，牧場の様子，動く人の仕事などの瑚解を

深める。また学留したことを文や絵でまとめる。

-公欄などで自黙の移り変わりを霞察したり，落ち葉や木

の実告と集めて鋳りやおもちゃを作る。

-作った物号告発表したり，楽しかった思い出受諾し合う 0

・家族の中における自分の役畿を知り，自分で議ることは

軒でも自分でする。

-新年安迎えるにあたっての準備などについて話し合った

り，選んで家庭でお手伝いしたりする。

「もうすぐお正月 j

指

2 

学

期
ふ
i 三r"f記云じよ話しごとj

議

3 

期

1 I rふゅのあそび〕 ・お正丹の議びをしたり，遊び道異を作ったりする。

-冬の吉紫に関する理解を深める。
マ三一|…fもさす<~ 2 r.J，もぜ ~\J 一一……・.1年毛蚕五返三七雇~\ili~語じ面三記fJ.語文iどま正lh

たりし 2年金に進級することに蟻待がもてる。
…3'-rTîヰ語り~，~，語}一一一一…………一一一・7単~¥ ili出子}じシミk.f長岩をす瓦…

・楽しかった遊びゃ活動をもう一変楽しむ。

備 I(使罵教科番・副読本・参考欝など)

「たのしいせいかつ年 〈大日本密書〉
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平成 9年度 短期個別指導白襟・計樹・評価〈様式4)
生特 短 期 側i開楢|岬 00 00 

-様々な体験的活動に意設的に取り組み，楽しさを味わうとともに進んで活動しようとする。

指導目標 1・経験した事棋を絵や文吋jなどで表現し，内容を確かなものとする。またそうした表現活動の中で議

葉のカやコミュニケ…ションの能力を高めていく。

・身の回りのEI然，特に小動物や植物の世話をして大切にしようとする気持ちをもっ0

・集団行動の様式を理解して，身近な公共施設の利用の仕方や態度を身に背ける。

・友達の行動に友指されずに自分で考えて行動する。

・5W1 H (いつ，どこで，だれが，なにを，どうした，なぜ，どのように等)を意識しながら話し合

指導課鱒| ったり，経験した事柄を表現することができる。

・相手に分かりやすいコミュニケーシ滋ンに留離し，適時指文学や身振りなどを併議して分かりやすく

訟えようとする。

省興味・関心の高い自禁科学分野の融解をさらに高める。

指 導 コい
受
託
闘 録

指導結果・ 議指導葉毎日 学欝内容・方法・手だて

4)ヲ 「校舎必中毒と探検しようJ

-小学部の学習で使用される教室や擁設を見学

し，分かつたことを話し合う。

「新入生を讃える会j

-自己紹介の給や文ぞ考えて，自己紹介するの

・上級生や先生方と仲ょくする。

5月 「きれいな花をさかせようj

・朝顔の種蒔きそして，成長の記録をつける。

・学年の花壇ぞ整儀し花を植え，水をかけたり

しながら，植物を大切にする。

f春の逮

-博物館を見学し，古代の動植物に興味*隣心

をもっ。

・基本的な集間持動様式を理解し，楽しく遠足

に参加する。

ー経験したことを絵や文で表現する。

6!:l 「いきものとともだち」

・校内の小動物を鏡察したり，飼腎することで

動物を愛護する気持ちをもっ。

・校外学習に出かけ，小動物に繰ったりえさを

あげたりしながら動物と仲ょくする。

?月 f学校探倹J

-小学部の学習で使用されない特別教護や事務

室，食堂などの様子安見学する。またそこで

欝く職員の様子等についても理解を深める0

.見学したことをまとめて学校の地図を作る。

-上級生の教室を諮問して，挨拶したり，知っている

上級生と拡をしたりと和やかに見学できた。

-家庭科窓や音楽撃など初めて自にする特約教室に興

味をもち，進んで質問することができた。

ー追えられる側として，業謹に小学部に入学したこと

に纂びを感じ意欲的に話し合いができた。

・自分のことぞ知ってもらおうとする気持ちがもて，

意欲的に自己紹介することができた。

-自然科学の分野に興味・欝心が高いこともあり，意

欲的に取り組むことができた。

・学校に登校してきた時や下校時に花壇や績木鉢に水

をかけるなど，自主的に植物の堂話ができた。

・観嬢も細かなところに注目して観察できた。

-恐竜に興味があり，恐竜の名前を覚えたり，分から

ないことを進んで質問したりと意欽的に見学できた

.集毘行動の基本的な斡東は理解できていたようであ

ったが，気持ちが高揚するとやや自分勝手に行動し

てしまうことがあった。

・事後の話し合いでも意欲的に発言し，絵を描いたり

作文を書いたりすることができた。

・鶏の観察をした後に，鶏に餌をあげるなど興味・関

心が高まった。

・近くの小動物公園に出かけ， リスやウサギに触れ議

かさやか弱さに気がついた。障害のあるウサギを気

にかけるやちしさも認められた。

・事後の話し合いでも積極的に発言し，それらの経験

をと絵や文で表すことができた。

・濯科室や技術室など普段誌にすることのない特別教

室に興味をもち，どんな物があるのか意欲的に調べ

ることができた。

・食堂の謁露見や事務職員の名揺を覚えたり，議拶を

することができた。

・競べたことをまとめて，学校の地簡を作ることがで

きた。
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生活科学習指導案

材 つくって島そぼう

題材設定 e理由
小学校の低学年iこ新しくできた「生活科Jiま，より具体的な活動や緩験を重複している。問機に，穏覚障害児教育においてもこと

ぼや怠考力を育てるよで，具体的な活動や経験が重視されている。
糠覚樟害児の誉総発途を促進させるためには，できる限り異体約な場面で活動する児童訟の心の動きに会わた苦言葉掛けを必要とし，

またそのような活動場面で言葉を使いながら，言葉を獲得していくのである。このようなことから，襲学校においては単に f生活
科Jとしてだけではなく，言葉の指導の場としても重要である。
生活科は i学年合同で行われる教科であり，織作や自然観察，散策など児童震の興味・関心の高い活動が中心となっており，児童の

活動への取り緩みも非常に意欲的である。
本数元i立，身近にある物や廃材を利用してのおもちゃ作りであり，材料そ自分の家やその煎辺に求めることで，自身の生活環境に

Elそ向けることができるであろう。また，それらの材料で舟を作って遊ぶことで，水に浮かぶ物や浮かばない物がある事を理解し，
浮カの慈礎的な漂解へとつながると考えられる。そしてよりよい物そ作ろうとする意欲が，創貫録・工夫へとつながり.児童の自主的
自発的な取り組みが期待される。児重量が態欲的に取り組む活動のやでは，活発なコミュニケーションも毅待され，児叢の言語発途iこ
も大きく関与するのではないかと思う。
制作活動は，それ自体は鱈別的な活動になるが，全体での話し合いや鑑賞の時問者撃を適雲寺設け，個別的な活動と集団での活動の有

為な融合を溜っていきたい。

指導期日・時間 :0月O日・第 i校時
指導場所〈数獲名) : 1年2組教室
指導者:T1 ;00むO

T2 ;0000 
T3 ;0000 
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(2)個別白線

氏 名 短期偲別指導呂標 題材における綴別指導目標

A -話し手の設業的にきちんと王手を傾潟ける。 -活動全般を通じて，友途と伶よくやり取りがでさる。
-自然や社会 な事象に関心そめ，興味がもて • J智の回りにある物安利用して楽しく遊ぶ。
る。

8 .. o話し合いの場面では，進んで自分の意見が発表 '活動全般そ通じて，友達と楽しくやり取りができる。
できる。

-自然や社会的な理解象に関心を高める。 -身の回りにある物を利用して滋ぶことを理解し， して遊
，520 

C -話し手のを雪獲にきちんと算委傾ける。 .. i苦し合いの場言語では相手の誌をよく顔色それに対して応答!
しようとする。

-自然や社会的な事象に関心を高め，興味がもて ‘身の回りにある物を利用して楽しく遊ぶ。
Oo 

D -話し合いの場面では，進んで自分の意見告発表 -友遂の話をしっかりと渇き，あずかしがらずに自分の灘兇を
できる。 述べる。

-自然や社会的な毒事象iこ関心を高める。 -身の回りにある物を利用して楽しく遊ぶ。

揺導計菌 (10時間扱い)
、
き
ノ斡吋第み.。時ム本間
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時
時
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吋
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第ニ次
第三次

4 

実襲

平均猿カ(d喜)
氏名 性別

右
3長 態

1区

A 男 74 7 8 あまり器用ではないが，兄とプラモデルを作るなどして，制作活動を楽しんでいる。物をどス
トルiこ見立ててのごっこ滋びなども好み，イメージは豊かである。口話で積極的にコミュ…ケ
シ謂ンを行う。

B JJ 123 124 絵を掻いたり，物会作ったりすることぞ好み，イメージに独創的なところがある。ある緩変そ
れらのイメージを奥現化して作ることもできる。務カは厳しいが，身振りや指文字安併用し，
友達と積援がjにコミュニケ…シ諜ンする。

C 女 1 0 8 1 1 2 手先本が務局忠カで，絵を措いたり，物を作ったりすることを好み，また丁寧に仕上げようとする。
手 iこは 実だがやや独創~性に欠ける。友逮とのコミュニケーションもやや一方的なところが
ある。勝 が厳しいので綴りと指文字を併F隠してコミュニケ…シ謂ンを行う。

D 女 意2 9 8 絵~箔いたり，物令作ったりすることは大好きだが，自分のイメージをなかなか具現-9化できず
に作業iこま寺践がかかる。友達の行動はじっくりと観察するが自分からかかわろうと る積極性
に欠ける。主に日話でコミュニケ…シ謂ンを行う。

-65-

の児 嚢5 



s本時の詣導

(1) 13糠
ア さを体目標
。本雲寺の活動を箆解し，自分の作りたい f水に浮かぶおもちゃj をイメージすることができる。
Oイメージしたおもちゃを具体的に絵に表す。

イ個別

氏 名 性)J1j :<$: 時 の 自 襟

A 男 or氷に浮かぶ物J会考えながら，自分の作りたい物を決める。
。形や色など呉体的に考え，作りたい物の絵唱を大まかに播く。

8 3時 or水に浮かぶ物j を考えながら，自分の作りたい物を決める。
。作りたい物そ詳しく絵i二議し，その材料等についても考える。

C 女 0教師や友達の話を良く織いて，本時の活動を十分に理解くする。
。形や1!?など具体的に考え，作りたい物の絵を詳しく織

D 女 or水に浮かぶj ということから考えて，自分なりに作りたい物そ決める。
。形や色など具体的に考え，作りたい物の絵を大まかに描く。

(2)展関

学習内容・活動 支援と春子領

1 ~足時の活動について知る。 I .箱の中iこ作品のサンプルを入れ.fiiTが入っているかをヒントを義に考え，本持
の活動について興味を高める。

・倍々の児童がクイズに正解したいという気持ちが高まりすぎて，友達の発ぎを
甥かないということがないように，立って発議するなど書記議する。

2 自分の作りたい「水に浮かぶおもちゃJを I.イメージスケッチの異体的な手順を例を示しながら説明し，務自が自分なりの;
考え，絵iこ銭く。 I考えで議けるようにする。

'A はやや鑓き方が雑になるので，よく考えて了寧iこ滋くように助設する。
• B は活動を急ぐ傾向があり作業が雑になりやすい。あわてずに分かりやすいス
ケッチを描くように助言する。

ー CIま独創性に乏しし伊iを真似ることが多いので，自分の遜去の経験等を患い
泌させながら.自分なりの作品ができるように励ます。

• DIま取り掛かりがマイペースなので，友速の進度などを参考に絞り組むように
助言する。

・なかなか絞り浅かれない児叢に関しでは. T l-T 3が綴別にかかわり，それ
ぞれの考えを引き:出すように働きかける。。

・察くイメージスケッチが完成した児獲については，どのような材料後期い，ま
たどんな道具が必饗かを考えるように助言する。

[評綴〕
:013分なりに考えて，イメ…~スケッチ後織けたか。

(スケッチ〉
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[評綴〕
:0お笈いのスケッチ会緩賞することができたか。

(行動緩察〉

4 次時の活動を計額する。

. ~普段のスケッチの内容について質問し，理解の不十分な部分については再度本
人に確認するなどの助言者をする。

・次E寺の活動について予告し，必要きな材料などを集めてくること争窃還として，
活動への意欲を高める。

・場合によっては家族と相談して考えてもよいこととし，児畿の負担とならない
ように配慮したい。
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5 技体不畠抱饗護学校

(1)作成マニコアル

ア 個別指導計画について

CD ブ口フィール i様式1)

!思議生捷の全体設がイメ…ジできるようにし，配藤点、は特に注意して欝く。今までの資料

(体験入学む記録や教奇想議の記録，指導要諒等)を参考に記入し、他の記録簿と震なる場合は

項目だけ記入し，詳額は該当する資料を参考iこするように記入する。新しい情報が加わった場

合は年度連中でも記入する。プロフィール~各翻意IJ指導呂擦につながることを考えながら書く。

諸検資については，対象児の実態を反映し指導の参考となるものを選ぶ。(換査時iま重さきのあ

る項目iこ留意する。)進路や将来像を書くと，現時点で何をするべきかが予想でき，糧問指導

計離を記入する上で参考になる。教育課程別の名称を欄外に入れるとわかりやすい。

金 長期鶴}jIJ指導日擦 ;様式 2)

年疫末を見通して，中ゃに扱う吾標、をはっきりさせる。養・ IDIIを主とした教育を対象とする

(護・吉11対象!誌と略) 1年以上先を見通した詰襟を設定する場合もある。養・言11対象児拭，

羽目を 5つの柱(身体の縫康等)Iこすると諜題や指導内容が書きやすい。準ずる教育(合下学

年適応)の項目は各領域や教科名を具体的iこ欝くよりも[教科酉] [金話題]などとまとめる

と書きやすい。精神薄弱を併せ有する児叢生徒の教育は，精神薄弱議護学校の長期錨草言語導詰

襟を参考iこすると響きやすい。ただしすべての教育課程で養護・訓練については，必ず響く

ようiこする。

@ 掴 }jlj年間指導計器 :様式3)

遡時程の名斡を受けて響くと書きやすい。(1JIjrかずの時寵Jえまど)その場合，教背諜線上

の名称をはっきりさせておくことが重要である。準ずる教育や精神薄弱を許せ有する児意義徒

の教育は，項目に教科名や領域名を，学期締の内容には単元名を審議，詳轄については各教科

毎の年間指導計聴で記入するとわかりやすい。養護・訓練の対象児は，養護・訓練の 5つの柱

を書くとわかりやすい。(例からだの時間〔連動・動作を中心にして]など)

ゅ :短窮謡京i指導目標，計瞳・罫錨 (様式4)

学期中に伸ばしたいもりや重点を撞くものについてまとめると記入しやすい。特に準ず、る

教育や精神薄弱を耕せ有する児童生徒の教海では全教科ではなく摺別年間詣導計醤の中か

点的に指導したいものをまとめると審議やすい。 r手だてj は教科の年間鱈}jlj指導計欝より摺

別に具体的に書く。

イ 学習指導案について

(1)克童生徒の実態は，その護業をする上で必要と思われる実態を欝くようにする。

(イ)展関の横で，持部を留意せに行うのなら'i.支援も橿別に書くとわかりやすい。

(ウ)準ずる教育で，観照1富男Ij詣導目標の繍は，学窮に単元が多くある場合，その単元に関連する短

期個別指導目標を中心にまとめると審議やすい。

〈エ)養護・訓練対象児は，短期個別措噂悶棟・単元における個別指導自壊・本時の領男Ij指導詰擦が

長期にわたる指導が多いので，襲被するところが多くなることが考えられる。

〈お養護・言11練対象児誌，学習指導要舗における養護・訓練の 5つの柱のうち何を中心に扱うのか

を表題に響くとわかりやすい。1JIj[幾議・事iI嬢学習指導案(環境の認知を中心にして)] 
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(2)人や物へめかかわむを諜めたい生徒〈高等部第3学年〉の事例

ア実銭の模饗

(7)鵠導計額を詐成するにあたって

O 本児は手足の持結や身体む艶わんが見られるとともに，体温調節も不十分なため体調を崩

しやすし食事，排浩，移動なども全介助である。意思の伝達も，泣く・笑うなど，快・不快

む表情は表すが，人を:意識した意図的な要求や， 自分から人や物にかかわろうとする意識は少

ない。このような本児は，卒業後も，誰かしらの介助を受けることになるが，だからこそヰえ

もれるだけでなく，主体的に生活することが大切になってくる。そこで，人や物に関心をもち，

自発的にかかわることが，生き生きとした生活につながるのではないかと考え rいろいろな

刺激を通して，人や物とのかかわりを深める。 Jという長窮錯誤j指導目標号設定した。

O 重度・震被教背の諜聴に在籍する生徒の場合，長顕領民指導呂標と短期~怒号指導話譲iこおけ

る指導目標の部分は濫なることが多いし短期鶴間指導呂標の学習のねらいも学期ごとに大き

く変わることはなく，態捜してしまうこともある。しかし撮られた場彊だけでなく，いろい

ろな場聞で諜騒を連成することが大切なので，方法や手段・場彊設定などを変え、取り総むよ

うにした。

(イ)実践にあたって・....・学留指導案め作成

0 学習指導案誌，義議袋詰i繰合議壊の認知を中心iこ作成した。

。評錨については，表構や武動きの変化を観察することによって行った。

。活動で註，常に教務おかかわりを大切にした。本兜は言葉の意味を理解することは難しいが，

話し掛けるれたり，楽しい雰関郊の中では，声を出したりして楽しむ場面が増えてきたので，

かかわりを楽しみ誌がら活動できるように言葉掛けの支援を多くした。

。本生徒は，一対ーのかかわりを楽しむ段階であるが，集団活動の楽しさも味わわせたい。そ

こで一対ーでのかかわりそ大坊にしながらも，集団で活動する場面を配慮した。そのことによ

り，直接かかむる教師以外の存砿にも紙付札楽しさを感じ取ってほしいと考えた。

(のまとめと今後の課題

。個別指導計画を作成するにあたって，実態をもう一度確認し，目標や手だてを明薙にしたこ

とで，本児の課題やかかわり方もはっきりした。

O 高等部は教科担任制のため，栂任と授業安担当する教師が共通理解をもって取り組むことが

必要である。個別指導計酉を作成し，一葉した鵠導を行うことi本生徒の課題達成iこ脊交きであ

る。

O 僧Jjlj指導計語を作成するにあたってi主教鵠の魚招増にならないように，年間指導計醤や通

知禁などとの有効的な結合を留ったり，活用しやすいように襟式を変えるなど，柔軟に対応、で

きるようにする必要があると思われる。
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〈様式1)

プロフィール 唖唖 恥一… 者------、噌 付事咽 d

l記入者 10000 la己入日!平成9年O月O日

氏名 00 00 i生年月日|昭和O年O月O臼生!性別|女学年学級 I3年O組

住所(連絡先〉 00市00露roo 電話

障害名 脳性まひによる体幹機能 手銀番号 ミ支 号一種 1級 補助具使用等 車いす

障害 療荷予報A

障害部設〈まひ等) ・欝害の現状(体議及び配崩事瑛)

-四段まひがあち，拘縮，側わんが晃られる。

-右民関節が脱臼しているが，本人が獲がらない程震であれば動かしても差し支えない。

-骨折しやすいので注意が必要。

生育控(措罷欝)及び病歴 検 査 結 果 保謀者の要望及び進路義望

-出産時体重 2650g (議城寺式) -梅田をヌ乙気に過ごしてほし

• 3カ月 首がすわる 移動運動 0:3......... 0:4 1. ¥0 

• 5歳 00園入閣 手の運動 。:2--0:3 -介助を考え体重増加を抑えた

基本的習慣 0:3.........0:4 1. )0 

-中学部3年足大腿部を骨折 対人関係 号:3--0:4 -卒業後は療護施設又は在宅を

発 。:3--0:4 器製している。

主治医 :00病院 00底部 言語理解 。:2-...合:3

生命の維持と安全 基本的生活費讃(介助の度合い

発許の有無 疾病の状態と健康管理・その他 -普通食で一人分の議を食べる。

-発持なし -体溢謁節が不安定なため，寒いと手足が 暑が期じずに食べ物をこぼし

-脳波む異常もな 冷たくなり，瓜が脊岳くなる。 てしまうことが多い。

し -風邪を引きやすし iくことが多い。 -おむつ捷患。大使は 3--品目

おきに涜鶴喜定期。

投 薬 体温 3 6度 5分 -食事，排措，更衣，移動な

-なし令 身長 1 1 5， 0棚 ど，金介助。

体薫 2 2， 6kg 

JL、 理 的 通 証、 環境の認知

対人関保 |心理的不適応、| 意欲 数 党 聴 党

-スキンシッブや音楽播けの鶴き掛けに議笑み， -踊や騒などのタッど • 1安楽には笑顔や声，

皮応する。 ングを野む。 調手足を動かすなど

-人見知りはしない。 -足の議の惑覚が過敏 挟む反応を訴す。

である。

撰 党 そ の 他

-充iこ反応する。 -手で頭をかいたり繭

-追揖はしない。アイ をこすったりする。

コンタクトもなかな

かとれない。

運動 . 動作 意思の伝達

-あぐらで銀位がとれるが，たいへん不安定で 1 ・気分のょいときは「あ という声を出した

ある。 ;り笑ったりする。

-手足の拘縮や. Jき掠り剖わん予防のための配 -痛みや嫌なときは表情や泣くことで不快感を

藤が必要である。 表す。

-指はわずかに動くが物をつかむことはできな -人の声を聞き分けることは難しいが，人が大

L 勢いる場所を野む。
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平成9年度長期個別指導目標
〈議式2)

高等部 10年O組!蛾氏名[∞ 001作成者 100 作成日 j 減 S年明08
韓害の 四肢まひ |ね|・健康を維持・増進する。

蔀位と iEJ力移動不可 |ら|・いろいろな刺激安組して，人や物とのかかわり

現 技い|を深める。

懇 ! 課題 i指導内容

・輔が鰐じずに，食(・食べ物をこ認さ I.轄を開じるようiこ

金 事[ ぺ物号をこぼしてし: ずに寝馨し欽み i提す。

まうことが多い。

評 価

込むことができい姿勢に気を付ける

る0

・排尿最が少ない。 I・排尿量を増やす0 ・水分譲を穣保する

養 i排 湘 i・諸腸をしている。 I・便秘を解消する。.腹部の運動をする

*議境変北によって ・体調を整えて生|・荻服の調節や水分

鍵嬢( 繍を崩しやす 話することがで| 補給告する。

きる。 I・日光弘外気浴な

護 どをする。

運動・ I・身体の持縮，嶺わ I・掲額，鶴わんそ

動作 i んが見られる。 I予訪する。

|・音にはよく反応す 1・いろいろな感覚

環境の| る。 I刺激を感じるこ

知 1 ・注視，追視はほと| とができる。

誠 んどしない。 I・注視する場聞が

増えるo

j ・スキンシップや言 I.人とのかかわり i

葉掛けに笑顔で反 iの中で感構の表

rc;する。 I出が増える。続|意思の

松

一

換

行

セ

変

を

ク

勢

潜

行

略

。

一

閥

的

ン

う

一

惑

体

ヨ

行

一

の

身

シ

を

一

快

つ。

e快の状態や音を通

して見ることを促

す。

・一対ーでかかわる

場面を多くし，わ

ずかな反応にも丁

-笑ったり泣いたり

することで，快，

不快を表現する。

-いろいろな入と i 寧iこ応じる。

かかわることが I.特定む入だけでな

できる。 I く，たくさんむ入

とかかわる。

・卒業後は療護施設|・欲求を声や動き[・表情などに変化お

又は在宅を希望し| で我現すること| 見られた時は，繰

そり佑 ている。 ができる。 り返し行うようす

る。
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平成9年度個別年間指導計画
(様式 3)

高等部 O年O組|生徒氏名 i∞∞i作或者 100001作成時 i平成時O丹O日

議 H5姥滋紫哲警認戸主f1ff雲静霊長警嘉手ちことができる。

話 (3)いろいろな剥議を受けときうる力を付け，自発的な動きを表出することができる。

標

話〈註諜表) 1 学期 2 学期 3 学期

-翠111 検(身主主体健の 中心にして)
ヌ、 1， 

(顔，手) 1a 

排t世 》

議 朝の会〈あいさつ，呼名) ;> 

養・訓 2 (潔墳リの認グ知シ会中ソ心にして). 口… ン …，エア…トランポリン，ブランコ，ボールプール ー…吋

小変粉粘土，水灘び，光瑠び，人形語辞i ヲ

ヨ11 個別課題
森野吟右中台U ておリフ … ョン， 手足的題曲，持巌 ヨ

姿勢変換 通

練

養・諒13 買い物，持乱お菓子作弘設呉遊3 '> 

体 膏 プール(準水〉

トランポリン，マット，キャスタ…，$…ル '> 

3ヨ主主 楽 ワズム運動〈全身.1:肢，下肢， 足) 3・

美 鋳 作品作り(新聞紙，色紙，段ボール，水彩，紙粘土，土粘土，木材) ラ

評 価

t
g
A
 

円，

s



平成3年度第i学期 短期個別指導目標ー計闘・評価
(様式り

学部・学年 品等部 O年O組 作成者名 cx) 00 作成日 平成9年O丹O日

生徒氏名 00 cx) 持錨者名 記入日

指目 (1)体調を整えて生活することができる。

(2)人とのかかわりを深め，快，不快の表出が増える。

導擦 (3)快い素討の物に触れることで，物に気持き，自発的な動きを表出することができる。

指導にあたって参考となる事項 護康上配膳する事項

-視覚的制裁よりも騒覚的刺激によく反応し，快，コド -手足の拘縮があり骨折しやすいので伸

快の表出をする。 麗には洩i設が必要である。

e学溜時はクッションチェアーや一角マットを使用す -温度変化によって体調を崩しやすいの

ると安定する。 配識が必要である。

項呂 学習のねらい
: 

手だて 評 価
軍E 

身 -健療を維持・増進する。・検温や健藤観察を行い，体調

体 鍵 にあわせて活動に取り組む。

の 藤 :・議変変化に合わせて衣服の調

議 鍵 節や水分描給を行う。

震 話ド -排濯リズムを改接する。 1 ・腹部命運動をする。

護 ;設 :・水分構給をする。

選 -リラクセ…ションできる時間・ J争体の各部設の緊践の弛援を

動 を増やす。 行う。

. . :・関第の可動域を広げる運動告

動 -身体の変形，拘縮告予拐する: fTつo

作 盗勢変換に心掛け，同じ姿勢

議" を避ける。

理認 触感覚への刺識を通して自発;・小麦粉や水などでいろいろな

錬 境 的な動きを表出する。 感触告味わわせ，自討議で動

の知 かすことを促す。

意{云 いろいろな惑覚，運動刺激や;・快の状態を把擁するとともに

'田也、 人とのかかわりを通して聾か: 言葉掛け恐多くしながらでき;

の連 な表情や発声を表出する。 : るだけ快の状態を設定する。

-音楽の楽しい雰閥気の中で入との j・2安楽に合わせて歌ったり語り

楽 かかわり会深める。
a 

かけたりしながらかかわる。

そ ' ‘ 

の

f自
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高等部養護・訓練学習指導案(噴度環視教宵の諜穂〉

指導期日平成s年0J308 第 3. 4校時
指導場所第 1プレイル…A

指導者名 OOOO(T1) 0000  (T2) 
000ζ)(T3) 

1 単光名 さわってみよう

2 単 元股定の理由

本学習グループは年生 4名 3年生 1名の雲十 5名で構成されている。生徒の実線後見でみると，人から

の働きかけに笑顔を見せたり声を出したりするなどの反応は見られるが，自分からかかわることは少ない。ま

た，座位保持や移動だけでなく，物を握ったり綾したりすることが雛しい生徒もいる。

本主総元で扱う小麦粉は.水を加えることによって，さらさらの状態から小麦粉粘土までいろいろに変化して

いく撤予告感じることができ，自分の快い感触を見付けやすい素材であるo cまた色や彩も自邸に変えることが

でき活動に広がりのもてるものである。そこで，教務と一緒に小麦斡で楽しく活動することによって，人や物
とのかかわりを深め，自発的な動きそ引き出したいと考え，本単元を設定した。

そして.与えられるだけでなく，外界からの重苦i激を受け止め働きかけるカを身に付け，卒業後の生議事銭湯と
した生活につなげたい。

3 ~議機
(1) 全体侵様
o IJ、変粉に触る活動を遜していろいろな感触を諜わうことができる。
O 教鰐や友遂とー絡に活動するやで人とかかわることの楽しさを時わう。

〈お綴斜鼠穣

税錦織目指導問機 i 単元における個別指導目標

・自分の書家怒号札分かるように態度で伝えるこ|・教師とのやり取りを楽しみながら活動するこ
とができる。 I とができる。

・敏感覚刺激号制滋して，気持ちを動作や表情で|・手を動かして.小麦粉の感触を時わうことが
議後すことがで議 Qo できる。

c I・リラックスして鴻輸に券加することができる。1・リラックスした状態で小麦粉に触る
きる。

D I・岬びかけに動作や表情で答えることができる。1・教師とのかかわりを楽しみながら活動するこ
とができる。

E I・触感覚刺激安織して，気持ち徒動作や議後慢で I.指そ動かして，小麦較の感触を味わうことが
表すことがで雲監 Qo できる。

4 指導計蘭(1 6時 間 搬 い 〉

第一次(I時翻〉第二次(3時間〉第三次くS時鰐〉第箆次往時欝〉

粉にさわろう
水を加えてみよう
色を加えてみよう

形をつくろう

5 生徒の実態

氏名 性別 3後 態

A 女 手のカが弱くしっかり鐘ることは襲撃しいが，機牒のある物には手を伸ばして触ろうとする。
鑓単な内容であれば fイエスj fノ j の意思表示がで滋る。

B 女 産位はとれないが，物を鑑ったり離したりすることがで議る。言葉掛けに表情や声で応える
場面が増えてきた。

C 男 盛伎はとれないが翁手で物を握るときがある。意書灘掛けに表情で応えることができるが，発
作が頻繁にあり緊張していることが多い。

D 女 右手で物を握ったり離したりができSる。注予は拘鮒が進んで滋ている。人に興味があり，関
心を引くような行動をとることが多L、。

E 女 座位はとれないが指をわずかに動かすことがでま~ Qo 密議掛けに湾後出すなど，かかわりを
楽しむ場面が増えてきた。
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6 本持の指導

(1) EI穣

ア全体目標
O 小変粉のいろいろな感触を蝶わうことができる。
O 教師とのかかわりを楽しみながらt活動することがでさきる。

イ個別問
O リラックスした状態で小変粉に触れることができる (C)
Q 小麦粉の感触を十分に味わうことができる。 (B. E) 
O 教師の呼びかけに応えることができる。 (D)

O 教師と一緒に能や形などのやりとりをしながらt活動することができる。 (A)
(2) 展開

学欝内容・活動

i はじめのあい会つをする

2 本時の学習内容そ知る o

3 小変粉にさわる。
(1) 小変粉だけで

(2) 水を加える
.べたべた

-ぐにやぐにや
.とろとろ

(3) 色を加える
-野きな飽号長選ぷ

(4) 形を作る〈作品作り〉
・搬る
・i;るめる
.ちぎる
・つぶす

4 できあがった作品を観賞
する。

5 おわりのあいさつ後する。
-片付けそする
.あい滋っそする

支援と評価

・あいさつを代表者の合密に合わせて行い，始まりそ意識できるようにす
る0

・Cはリラックスチ品ア…を B. Eは三三角マットを使F脅し，活動しやす
い姿勢そ控える。

・小麦粉や水の量は，生徒の手の動きや反応によって変えるようにし，な
るべく快の技懇で多く活動できるようにする。

. A. Eは擦のカが弱いので，粉が璽くならないようにする。廷は物を握
ることが密難なので，普段物に触れることの少ない指先から手のひらま
で，十分小麦粉に触り，物が触れる状態を感じることができるようにす
る。 B. Dは動きが大きくなり，勝が飛び散っても自由な活動として認
める。

〔評価1
・小変粉のいろいろな状態を感じ，手惑と動かすことがで~たか。

(行動観察委金員)
.表情や発声で気持ちを表すことができたか。

〈行動観察. A. B. D. E) 

-乎を動かさないとさまは，言葉掛けそしながら手を務えて一緒に動かす
ようにする。

・表情や動きに変化が見られたときは，設業掛けや一緒に楽しむことで
反応そ返していく。

・違いが分かりやすいようにはっきり違う色を用意する。(赤，脅，賛)
・自分の色だけでなく，言葉掛け後しながら毘やすい佼覆に提示すること
で，友達の包にも紫づくようにする。

〔評価]
j ・飽の選択を表鵠や動~で表現することができたか。(作動親察. A) 

• t抵の遠いに気付くことができたか。(行動観察. D) 
. t立をよく見ることができたか。(行動観察，全員〉

-なかなか見ょうとしないときは，言葉掛け告しながら提示する位糧安
変えたり一緒に触ったりすることで，見ることそ促す。

• Aに表情の変化の晃られないとさ5私焦らずゆっくり待つようにする
・今，伺後作っているのかなどの言葉鎌けそ多くしながら一緒に形を作っ
ていくようにする e

• A は何~作るのかの意思表示ができるように設楽語けをする。 C はリラ
ックスできる状態であれば形作りにはこだわらない。 B. D 1，){自由な活
動を好む場合はそれを認めるの Eは食べ物が好きなので，一緒に作りな
がら fおいしそうだね。 j などの繋薬掛けを多くし，楽しい雰閤銃をつ
くる。'

[評価]
:・作りたい形そ伝えることができたか。(行動観察.A) 
j・手の動きや表情に変化が克られたか。(行動観察. B. D. E) 

• Aは色のときと同様，ゆっくり待つようにする。
・動きや表情に変化が晃られたときは，同じ活動司会繰り返すようにす
る。

• T 1は作品を見やすい位置に提示し，一人ずつゆっくり説明する o そし
て，自分の作品のときは教厨と一緒に手後挙げるようにし，自分や友達
の作品に気付くようにする o

・あいさつを代表者の合鑓に合わせて行い，終わりが意識できるようにす
る。
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7 病問謙譲学校

(1 ) 作成マニュアル

ア 縮問指導計蕗について

CD プロフィール:

(様式 1)

記入者:担任

標一昌

一

在

導
一
)
担

包
一
一
沼
一
今
白

期
一
式
者

調
一
義
人

期
一
〈
記

長一金

e 

担当者

告 ;垣期縄問指導目標

:・言語・評鶴

(醸式 4)

記入者:教科髄域等

相当者

-これまでに収集した基礎資料をもとに記入する。心理的な問題をも

っ児叢生徒について込 f警報が得らおた持点で記入する。

・長期iこ;(:E籍する児童生能iこついては，必要iこ応じて新しいプロフィ

ールを作成する。

-ブロフィールをもとに，将来像を見通し実現可能な目標を設定す

る0

・1年未詣で転出すると皆、われる児童生捷については，予想される期

間での自標を設定する。

・教科領域等担当者と十分に情報交換し学部会などで共通理解が図

れるようにする。また，保護者や病設との連境安留る。

-当該学年の年間計聞によらず，指導する児叢生徒について鱈81J年時

指導許震を作成する。在籍予定期間が 1年未満の場合は，その期間

窮罷での指導許爵とする。

・作或にあたっては，児童生徒の実磐，学習空白や幾重の遅れなどに

十分に配意し無躍のないものとする。

・担任に 1部コピーを提出し共通理解が鴎れるようiこする。

-各担当者が個別年間指導計画をもとに具体的に作成する。

-目標の設定およが計磁の期間については，学期・単元・月・週など

が考えられるが，児叢生徒の実態に合わせ，最も適した期間で作成

する。

・評価および課題については，日擦の達成状i廷についても記入し次

の指導計聞に生かせるようにする。

・担任に 1部コrーを提出し，共通理解が関れるようiこする。

イ 学習指導案について

(1)種類種別指導話標は，様式4における各単元む目標をもとに設定する。

(イ)単元における鶴別指導目標i之単元の全誌昌標および、短期摺別指導告標をもとに設定する。こ

の際，その単元の関連領域における達成度も考嘉して， 13擦の設定にあたる。

(ウ)本時の指導の展開においては，舗別目標を踏まえ，それらを速成するための支援棄をより

的に記載する。

〈エ〉指導形撃が綾式授業の場合は，個別の学習指導案となることも考えられる。

zd 
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(2)学謬空白を鵠いながら自己解決カを高めたい生徒〈中学部第2学年〉の事挺

実践の概要

(1)指導計調を作成するにあたって

O 本児は小学校段轄において未就学期聞が 4年3か月間あるため，社会的な経験が乏し

く，各教科における学習空白も多い。このような実癒を蕗まえ，学級における人間関係と

生活経験の充実，基礎学力の主主充を信指し，長期個別語導目標(蟻式 2)を作成した。

O 数学科における韓民年間指導計画(様式 3)の作或にあたっては，以下の 2点について

特に配麿した0

Q)学習空白を捕いながら，当該学年の学習内容と本児の学習内容ができるだけオーバーラ

ップするようにした。これは，昨年度までは個別指導を行ってきたが，本克の希望によ

り，今年度から当該学年の授業の中でー絡に学普することとなったためである。

@例えば rl次方程式」と rl次不等式」のように，本来，異なる学年の学習内容であ

つでも，弱者の関連性が強く，継続して学習したiまうが有益であると考え込れる場合，

継続して学習できるような指導計覇とした。

O 様式4の短期鶴男IJ指導目標および許醤の作成にあたっては，各単元の目標をもとに，本

児の実態を考慮した鶴別百棟を設定するとともに，指導・支援の手だてを考えた。

(イ〉実賎に島たって・・学務指導案の作成

O 本生徒はさき該学年め授業の中で，一緒に数学を学習しているため，授業形態は櫨式とな

る。そのため，学習指導案は個別のものとした。実際，本見が rl次不等式」を学習して

いるときには，抱の生徒たちは「連立方程式jを学曹していた。

。単元における個別指導目標は，本見の実態および鎧期個別指導自襟をもとに，単元の目

標の達成を目指して設定した。

O 本時の学智内容は，本見が r1次方程式」の既習内容を活用し自分の力で解ける課題

とした。また，意設的に取り組めるよう考藤した。

O 学務内容・活動の流れ誌，複式形態り捜業であることから，本克と他の主主徒との授業内

における時間的なバランスに配謹しながら作成した。

O 腹開における支援については，必要以上の支援は本生徒の自記解決意欲を減退させると

考え，必要最小限の支援を適切に与えることができるよう留意した。

(めまとめと今後の課題

O 学習空白や進度の遅れをもって転入してくる生徒に対して，鋼部指導計蕗を作成するこ

とは，霞られた少ない時間で吾擦を達成するために有益であり，適切な指導につながると

考えられる。

O 留別指導計画の作成にあたっては，生徒の実態恕握が重要であり，在籍期罰が短期の生

誌もいることか弘いかに阜くそして正雄に生誌の実態をとらえていくか，また，その方

法の検討が今後の課題である。
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ブ レ
〈様式1)

記入者 100001記入BI平成9年0月0日

中学部第2学年|氏名| O o 0 生年月註 詔和00年0丹O詰

保識者氏名 0 0 0  前籍校 本校小学部

住 所 茨城県00郡0 0軒00000000 議話 0000-00-0000 

診断名 歩行障害〈廃摺性薬織による〉 〈主治監) o 0 病院 o 0 際師

(入院) 年 丹 日 1 (入院予定期間) なし !紙入年月日 i平成6年 7月0日

〈経i議・懇談麓等)

-家庭的事構により，小 1年~小5 6月まで未就学。中学進学にあたり，持神科医の臨談を受

ける。擁用性萎績による歩行陣識は改善されたが， 5年間の生活状況が，本生徒の精神発達部

に与えた影響や社会性の乏しさ，生活経験の不足などか品本校中学部進学となる。

(家蹴環境)

-父母は離婚。兄弟は嬬と弟2人〈異父廷弟〉がいる。姉は母親枇本生誌は父親姓を名のるな

ど複雑。現荘は婦と共に養護議設よち通学している。

〈禁止・制限・奨崩事項…運動・ (諸検査の記録等)

S-M社会生活能力検資 (H6.6) 5 --6歳

特になし 身辺自立;5:5 移動;3:9 集団参加え:2

作業;5:10意志、交換;3:4 自己統制;5:8

S-M社会生活能力換薙 (H8.10) 8 --9歳

身近自立;7:告移動;8:4 集団参加;7:11

作業;12:0意忠交換;8:4 自己統制;7:10 

(欠憲状洗等〉

/ト1年か込小5年 G丹まで未就学。以後拠邪などによる欠席以外，闘 った欠席はない。

(学習状況)学窓空白，定着度.指導における配慮事項等

国語: もよく覚え，音読は上手である。人物の心罷も読みとれるようになった。

社会:情報舗が多く，理解しきれない。若手意識が強い。

数学:個別指導で討算力はついてきたが，小さなミスをすることが多い。

理科:実験や観察は妻子きであるが，結果的理解拭難しい。

英語:学習立はない。英検5議。

その能:穫期間で学習空白を克撮していった勢力にはすばらしいものがあった。

(生活状況)

-生活全般において少しず、つ積極性が見られるようになってきた。社会性・常識性の乏しさiまだ

いぶ改蕎された。特定の友人とのかかわりが強く，様々な面で影響を受けている。

(特技・得意なこと・野きなこと〉

-身体を動かすことが好きである。

(保護者・本人の騒い…進蕗も含めて〉

-高等学校進学を勢認している。

〈錆考〉

-徒歩通学
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平成 9年度 長期個別指導U標

中 学 部|第 2

日
口

0
 

0
 

0
 

導。
名民l

i
J指

(様式2) 

!作或Bl平成9 さす-
i f宇成樹 I 0000 

標項目

-入部関係にも配騰し当該学年での一斉指名撃を行うo 各教科とも基礎学力が

不十分なため，題提IJに配慮しながら学力をつけていく。

教科学習

-数学については，昨年度は個別指導を行っていたが，本人の希盟により今年

度より当該学苧の一斉指導の中で学習する。学習は中学 1年む内郡安継続し

て行う。

-学級での孫活動や議員会活動， クラブ活動，行事などの採の仕事長過して，

自分で考えたり，活動したりできる。

特別 措 動 I・挙節感や社会情報，生活?警報を提供する壌として整えちれた学級環境む中で

自然や社会に対して関心をもつことができる。

学校生活全般

-学校生活全般そ通して，離味を広げ，特技を深めることができる。

-日常の動作など女子としての麓識をもち，行動することができる。

1 ・楽しい雰囲気の中で心身を解故することができる。

養護・誤i繰 I・集団で議活動をすることにより，対人関係を広げることがで、きる。

-軽灘動を通して，体力の増議を図る。

そ の 他
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平成9年度個別年間指導計画 (様式 3) 

i教科・領域 i数学 i中学部第 2学年;誌名 10000 1作成者作成日:9年0月|

1 ・基本的な四郎計算はできるが，小さな間違いが多くみられる。

・長さ‘面識*体穣などの単位は理解しているが，単位聞の換算は苅全ではない。

実 態:・歯形に関する内容に学習空白が多い。

・数学的な考え方や表現・処理が不得意である。
配意事項 ・本人の希盟で今年度より当該学年の一斉指導の中で学習することとなる。基本的

には中学 l年の内容を継続し，個別の課題で学習を進める。また，必要iこj;f;じて
関連事項を取り入れ，指導に当たる0

.数の計算とともに文字式そ含む計算を適切に処理することができる。

指導目標|・数学的な考え方告用いて，謀舗を解決することができる。

・数量，図形などについての知識を深め，活用することができる。

繭

学期 i月 錯綜・単品

12 I三角形と密角形

I 1 I桔訟と比
3 

2 I統計

期 1

3 I連立方程式

備 1 (使用教科寄・副読本・参考書等)

考

79-

学警内容等

正の数・負む数の問員時計算の方法とその規則

文字式の意味/1次式の四則計算の方法

等式の性質/1次方程式の解き方
不等式の性質/1次不等式の解き方

単項式と多項式/同類項/単項式的乗法・際
多項式と数との乗法/式的事IJ用

座標/比倒・反比伊jの関保を表す式とグラフ
1次関数むグラフ/蓋線の式

留形の基礎/密形の移動/作図
空間国形む基礎/立体の震関留・切断・投影

角と平行鎮/摺形の合同

一等辺三角形・霞角三角形の定義と性質
王手苛問辺影の性質/平行線と面積

相似な図形/三角形の相似条件
関形と比/中点連結定理/重心

資料の整理と比較/数の表し方

連立方程式とその解/連立方程式的解き方



平成9年度短期個別指導目標・計両・評価

教科・額議
第 2学年 氏名 / o 0 
第 l学期

O 

(様式 4)
o 0 

9年O月O日

月|単元・学器内議・話標 i指導・援立さの手だて，配議事項 | 評価・指導の記縁，課題等

〔正の数，魚の数] l'数車線を捷って考えさせる。 I・有理数の雛念を負の数まで

4 ! • iEの数，魚の数の許 I・小数，分数を含む計算については; 拡揺することができた。

算とその規則 [ 基本的な計算方法を確認してから(・乗誌，除法は確実にできる

OiEの数，魚の数の計 l指導にあたる。 が，加法，議法はさらに詣

算の議昧を知り，そ|・代数和や項という境念については i 導が必要である。

の計算ができる。 I丁寧に指導する。 I・分数の計葬はあまり得意で

〔文字と式]

5 .・文学式の意味

・1次式の計算

。文字や文字式の磁き

とその表し方，計葬

め方法を理解しそ

れらめ計算ができ

る。

日次方韓式〕

6 I・等式の性質

• 1次方程式の解き方

。等式の性質を使った

1次方組式の解法を

理解する。

[ 1次不等式]

・不等式の性質

• 1次不等式の解き方

。不等式の性費を捷

った 1次不等式む解

法を理解する。

〔式と言十葬〕

7 ・単項式と多項式

・同類項

・単項式の乗法と除法

はない0

・文字表現の必要性と有用性を考え 1 ・文字を含む式も四則計算が

させる。 できることを理解した。

・文字式の活用の中で，間轍・体積 I ・学習内容の定着に時認がか

などの公式についてもふれる。 I かる 0

・かっこの意味とはずし方について|・計算の方法は理解している

は，項の考えをもとにして説明す| が，単純な計算ミスが多く

る。 見られる。

-移事を単なる手段としてとらえる I.移項を等式の性賀をもとに

のではなく，等式の控繋をもとに i して理解できた。

して考えさせる。 I.自分の学習記誌を参考にし

・方程式を解く中で文字を含む式の i て考えることができた。

計算方法の定義を留る。 1'1次方程式と 1次不等式と

・やや捜雑な計算も焼帯内容を活 iの類鎖性に気付いた。

用すれば解けることに気付かせる。1・1次方程式と 1次不等式の

・1次不等式については 1次方程 i 解き方は理解できたが，様

式と比較しながら，その類似点と| 雑な計算が含まれると関違

違いを理解させる。 いも増える 0

・文字を含む式の計算はさら

に練習が必要である。

・文字と式との関連性を確認させる。|・項の概念を理解し，単項式

・学欝内容が計算中心であるため， I と多項式を区別することが

課題を工夫し単調にならないよう| できた。

喜三議する。 I・文字を数字と向じに扱うこ

-式の李IJ舟 I ・比の機会:1こついては，基礎から指 i とに慣れてきた。

。単項式，多現式む簡 i導に当たる。 I.反譲鱗欝することにより，

単な四郎計算ができ 定着が関られてきている。

る。
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中学部第 2学年数学科学習指導案

指導期呂・時間

指 導 場 所

導者名

。月06(0)第O校時

中学部 2年教室

教諭 0000
1 単元 1次不等式

2 単先設定の理自

前挙元の方程式では，等式の性質や移項の考え，方程式の解き方壱学ぶとともに，かっこのあるも

のや係数が小数や分数であるものなど，いろいろな方程式を学習してきた。これらの学習をもとに，

本単元の不等式へと結びつける。そして，方程式や不等式を変数χについての条件を表す式という

見方でと§えさせ，方穏式と不等式を統一的に見ることができるようにし方穏式や不等式について

の理解を一層深める。また，計算の手順を流れ留に表す中で，問題解決の手JI壌を考察，整理し流れ

図を渇いて手順を明確北することのよさにも錆付かせる。さらに，実襟約な問題解決場面において，

不等式を返さんで活用しようとする態度を育てる。

3 百標

(1)全体目標

不等式とそれを解くことの意味を知り，不等式の性賓を使った 1次不等式の解法を理解し，それ

に習熟するとともに，それちを実際的な賠題の解決に応用することができる。

(2)鶴別目標

氏名 短期個別指導関標 単元における個別指導目標

-正の数，負の数の計算の意味を知 • 2つの数量の聞の大卒鑓捺は不等式で;

札その計算ができる。 表されることを知り，不等式を解くこ

-文字や文字式の働きとそり表しガ との意味を理解する。

計算の方法を理解し，ぞれちの計 -不等式の性嚢を調べ，その性質を理解

算ができるo するとともに，それらの性質を使って

A -等式の性鷺を捷った 1次方程式の 式を変形することができる。

解法を理解する。 -不等式の性議や移項の考えを使って不

-不等式合性質を使った 1次不等式 等式を解く方法を態解し， 1次不等式

の解法を理解する。 を解くことができる。

-単項式，多項式む欝単な四則演算 -いろいろな形の 1次不等式を解くこと

ができる。 ができる。

4 指導計吾作時間扱い〉

第一次不等式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2韓関

第二次 1次不等式合解き方..・・・・・・・・・・・・ 6時間〈本雲寺は第 3時)

5 生誌の実態

氏名 性別 実 態

さ長行陣容

小学 1年-4年まで未就学のため，学習空白がある。昨年度までは鶴別措

導を行っていたが，今年震より本人の希望により当該学年の授業の中で学習

A 女 している。学習は鑓別に年間指導計画を立て，それに沿って進めている。

前単えでは，等式の性費や移項の考えを用いて方程式を解くことができた

ものの，やや議雑な計算を必要とする問題では計算ミスが多く られた。ま

た知識の定着には時間がかかる。
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6 本時の指導

(1)目標
o I移項するJことの意味を理解し，それを用いて，謁退が l次式である不等式

ax+h< cx十dを能率的に解くことができる。

(2 )準備・資料 数護線のプリント，練習プリント

(3)麗関
「一一一五五

-r 

'つよ

。

一

み

る

一

叫

て

知

一

い

い

を

一

ハ

解

題

一

川

を

課

一

仁

習
一
式
ぺ

学
一
等
引

の

一

不

2

時

一

次

本
一

1

2 臨分の力で考える。

-不等式の性賞をもとに考える。

.移項の考えをもとに考える。

• 1次方程式の解き方をもとに考え

る。

2 x+ 5 > 1 1… X 

2x+x>115 
3x> 6 
x> 2 

3 自分の解き方を説明する。

4 解の集会を数鹿線上iこ表す。

|ト→

5 練習開揺を解く。

(i) 4x-9>2x十 11 
舎 9x-1 5 < 6 x 
舎 7+2x<-x十 1
③ 14-3x>6-x 

6 1次不等式の解き方をまとめ，次時

の学習計画を立てる。

-前時までの学智内容告確認する。

-既智内容を語調して，どのようにすれば解くこと

ができるのか考えさせ，見瀦しをもたせる。

・必要に応じて，不等式の性質，移項む考えを確認

するように捉す。

-式の書き方を簡略化すると，不等式の性鷲も忘れ

られやすいので，頗浮よく計算するように劫誌を

等える。

-計算途中で符号の謂違いが見られたときに誌，移

項の考えを蓬認するよう示唆する。

・計算に戸惑うようであれば， 2 x+ 5 = 1 1 x 
を提訴しこの方程式の解き方が参考にならない

か， とントを与える。

〔評価]

自分のもつ知識を活用して，課題の不等式

を解くことができたか。(ノート)

-式の変形とそこで喪った性質を議認、する。

・不等式における移項を，方程式における移項と対

比させ，そお類似性lこ銭付かせる。

-数直接むプリントを記討し， x> 2が需を表して

いるのかについて，そむ範囲を数譲線上に表すこ

とで，より深い理解を促す。

とで，より深い理解そ促す。

-練習問題プリントを配付し，自分の力で解かせ

る。

・必要に応じて，諜数が負の数のときは不等号の完

きが変わることに法意するよう言葉掛けをする0

.不等号の牲震のと、れを使ったかを質問する。

・符号，計算に間違いが見られたときには， ヒント

与え，自分でなぜ閤違ったかを考えさせる。
膨綱白惨禍剛-'~ ~ ~-ーーーーーーー- --_.偽恥餅網綿織聯偽輸 4・穐修繕噌M ・ーー-.守剛恥噌網棚僧働恥輸恥榔総 a・a飾品・・・ーー"ー一・ 4伊ム・・

を

〔評鋪]

• 1次不等式の解き方をまとめることができた;

か。(ノート〉
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8 精神薄弱養護学校

(1) 作成マニュアル

ア 鶴男IJ指導計画について

-
S
 

'ν ぷ竃ブロブφ
 司---ーーーー““恥冊、"・--・--_.・---渦渦倫.・

(様式1)

金長期個別指導呂標:

(様式2)

-
E
I
 

F' 

@:鶴期年間指導計画;

(様式3)

@:短期鶴別指導目標 j

:・計醐・評語

(様式的

-握控が，児童義生徒の実態把握をする。

・障害，発速の状態，保護者の蹴い等について多角的，客観的に把

握する。

-プロフィールに基づき，挫在が 1年間の自擦を設定する。

・児叢生徒に身に付けさせたいこと，さらに待iましたいこと，改善

を霞りたいことなどから自棟を設定する。

・保護者と話し合いをもち，家庭で目標としたいことを記入すると

共に，目標についての共通理解を図る。

・目標の中から，最優先目標・優先目標を決定しさらに指導の場

や集団について検討する。

-指導形態別に指揮目標を設定する。

-担任，授業担当者で指導目標を確認し共通理解をはかる0

.単元・題材や活動内容J5るいは段階的な指導内容を記入する。

楽全指導形態について記入するのが無理な場合は，最優先時様・擾

先自壊に深く模様するものについて記入する。

-鍔別年間指導計露iこ基づき，短期(長くても学期単誼)個別指導

自標を設定する。

・段階的な詣導計離や指導の手だてを考え，実践する0

・指導の記録を指導む経端及び結果にまとめる。

・児難生徒の学習の評摘及び指導の評舗を行い，指導の茨省及び課

題に記入する。

-保護者との話合いをし，指導内容の綾討・修iEを行う o

イ 学習指導案について

(ア)指導吾楳の設定について

個々の短期指導自標から単元(題材)の構成を考え，単元〈贈材)における具体的な指導

昌棟者設定する。

(イ)本特色指導・展開における支援と評語について

支援策や評留について詰.1留に応じて具体的に記述する。学習活動を通し児童生徒が目標

を達成するために，教師がどんな支援をすればよいのかという額点に立ち，課題ができた時，

できなかった時の具体的な手だてについて記入する。
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(2) 友遣や教榔とかかわりがもてるようにしたい生徒〔中学部第3学年〉の事例

ア実践の概饗

〈ア)指導計画を作成するにあたって

O 本児のプロフィールを作成するにあたっては，保護者との連構をとりながら，生徒の生蒋歴

恕ど家庭での棒子壱踏まえ，学校側でも指導の記録などを参考にして実態を賠握した。。長期翻別指導目標は，プロフィールに記入された?つの領壌の実態を踏まえて. 1年間を見

越して達成可能と思われる目標について設定した。また，調々の自擦がどの授業形態で達成で

きるかということも具体的に表記した。

O 個腕年期指導計画では，学校む年間計題に基づいて，授業の形態に合わせて大まかな錦別の

目擦を設定し計画を一覧できるような形式でまとめた。

O 題期個別指導目標・計闘はできるだけ異体的に記入し日々の実践にすぐつながるようにし

た。揖導の経過及び結果，指導の反省及び課題についても具体的に詳しく記入することでより

ず寧な指導につながるようにした。

(イ〉実肢にさきたって・・ 学習指導案の作成

O 短期個別指導目標の指導計画と，単元の位置づけを考慮しさらに生徒の実態を合わせてお

らいを設定して，学習指導案を作成し操業へと震関していった。

O 実践の障には，指導者が個別のねらいを把握して，集自の授業の取り組みの中でどのように

鍾別の支援ができるか配慮した。本兜については，集問の中で告白表現することが難しいので

より表現しやすい場麗をどう設定するかを配謹した。

(のまとめと今後の課題

O このような錨別指導許頭を作成することによって多様北する額々のニーズが明確になり，授

業を実銭するよでも額に応じた指導を具体化事現実化することができた。

O 学校生活全般にわたって揺に応じたねらいが提示されることによって，担任だけで恕く，護

業に携わる関係者間で生徒の共通理解が図りやすくなった。そのために，生徒個々の実態を現

解することはもとより，どのような観点をもって授業を震調するか計画し易くなった。

O 次年変への引き継ぎの際にも有効な参考資料になり，生徒の学習の経過を知ることもできる

ので，指導のステップφ継続を関り，新たな指導計酷へと発援させるための手がかりになると

考えられる。

O 掘別指導計闘を作成し日々の実践に運用していこうとするためには，学校の現状を踏まえ

ながら学校全棒で取り組む体制づくりをしていくことも急務である。学校が個々のニーズに応

えて，質の高い教背を実装するためにも，この倒別指導計画に基づく指導の実用化が鎖待され

るO

-84-



〈様式 1) 

プロフィール | 記入者 00 00 記入院 l平成 9年 O丹 013 

Eえ 名 00 00 中.3 生年月日 昭和 57年 O月 。誌
障 害 名 精神薄弱，議離かん黙

藍の状況 父，母，視父，議母，姉の 6人家議。 00市内の議村地域に住んでいる。需親共に，

本克に関して熱心にかかわっているo 家では，白紙車乗りや，その手入れをしているこ

家族構成 とが多い。家に主怒るときは文母とよく会話をしている。

斉聴 S 6 3. 4月 00 幼稚醤入関(障害に銭付く)

(椙談護〉 日元. 4 fl 。。 養護学校小学部入学

これまでの指導 以前から，場面かん黙の状態がみられ，学校ではほとんど会話がなく 2年前には登

校をしぶり長期欠席の持もあった。学校場重など集団の中では，過渡の緊5震のためか黙

指導闘機及び達成度 してしまうので， リラックスした状態でかかわりがもてるようしていきたL、。

諸 検 S-M社会生活能力検査 SQ 4 3 SA出 . 〈日 9. 3尭〉

中学部になってから身体的な成長が顕著で，思春期における体の成長に本人 って

健康・体力:いる。ともなって，堂授をしぶる要素にもなっていたようである。

|粗大な畿きでの体力はあるが，徴細な動きの器尽きに欠ける。

実 身近処理は自立。

藤本的生活欝慣 挨拶，返事者とはじめ会話によるコミュニケ ションが難L~ '0 

会話による表現がほとんどないので，裕子に何かを伝えることがうまくいかない。

意 志交換能力 日常的な会話は，大体理解できる。また，指示に応じて行動することもできる。

大集団になると，緊張感が強くなる。どちらかというと小集部にいた方が， リラックス

集団参加能力 した状態でいられる。

集担の中でのコミュニケーシ沼ンはみられないが，集E雲行動には参加できる。

絵や文字を書いたり，はさみを聾うなどといった手先後使う作業では雑な聞がある。

農間接班での活動では，得意な草絞りには集中し熱心に取り組むが，本史が好まない作

業では，檀れるまでに持鵠を要する。

設葉は分かることが多いが.学校では識語があまりみられない。龍慾な文字や兇'慣れた

知的能力 文字の識別はできるが，文字を書くことは国難でなぐり 程度である。数も数概念

の確立はしていないが，日常的な活動での欝慾な教の対応はできる。

密分の体のことが気になったり，他人の調織が気になることが多い。

態 籍・情操大人になりたいというような意識が強い。

行動特徴 ごくまれに，攻撃的な行動をとることがある。

家障では，特に母親に対して，言葉や行動で攻撃的にかかわってくることがある。

保健 a 医療情報 特iこなし

家庭では，母穀に対する攻撃に対してどのようにかかわるかということを考えている。

保護者の 要 また母親は，進路を考えるにあたり，社会性も身に付けたいと d思っている。知的な商で

本 人の顕い は，自分の名前牒度は書けるようにという額いである。本人は，大人への憐れが強く

上の持性を意識しているところがある。 も考えているようである。
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平成 9年度 長期{国別指導目標
(様式2)

中学部 3年O組 氏 ) 0 01作蛸1000 |作成日|平成9年明 。日

よ11 校 家 震

指導自様及び指導の場(掴別また詰集部 自 標

。題材に合わせていろいろな動きを体得する。 -体の二繍を訴えて垂校に支障があ

備部こ合わせて連勝こ参加できる。 ることがあるので， リズムのある

鍵康・体力 (捧脊集日野 生活を送ることができる。

-体議によって議案1J7j惨いが，選くなってもすぐに

学習に参加できる。 (日生植草ID

。少しずvでもか均吋つりを広げて挨拶や返事ができ -家臨などで挨拶ができる。
る。 (日生個別)

慕本的生活習積

。自分の気持ちゃ感じたこと告表現できる。 -家議の人に愛猫ちを転えることが
〈自生器車場 できる。

換能力 。交友関係を広め，多くの友達とかかわることがで -家族は本人の話に耳を傾けて，な
きる。 ‘特話集団・摺君出 るべく受け入れるようにする。

。大きな集団でも緊蝦せずにリラックスした気持ち -リラックスマプきる雰覇気を大坊に

で学習に参加できる。 する。

集問 加能力 (作業・体脊・音楽集母
。クラスでは，あらゆる機会後捉えて教員や友達と

かかわることができる。 (日主主詔7JID

。手先を長う偉業をT~撃にできる。 -家の錨除や期殺事など，手伝いを

〈作業・ -犠家など集Cfl) することができる。

偉業能力
-農麗芸瑳で，不慣れな仕事でも集中力を維持でき

る。 (作業集団)

-なぐり書きや，簡単な線や形そなぞったり色を塗 -買い物などを潤して，物を数えた

ることができる。 -英術個別) り，金銭を扱うことができる。

C藩択したり指差しなどの方法で自己表現ができ剖)るc

{間活
知的能力 -形や色の弁別数の基礎学習ができる。

者特集問・摺霊場
-金銭の取扱いに雷れる。

者惇・ -輯7JID

。摺踏め視隷註どが気になって感情的iこなることが -家での生活の中で会話そ湖して自

品る主主自分でコントロールできるようになる。 分の感情を伝えることができる。

f書籍・憤 操 (学校生活全般集団)

-給や形を描き，自由に表現できる。

償措j側窓ゆ

C漉優先目標 。擾先呂標
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平成 9年度 個別年間指導計耐
〈様式3)

中学部 3年O組|正名 10 01作成子 o 0 作成日 i平成伴O月 O日

学級 学部 学年 グループ 家庭

領 作業 職家 体育 国・数 音楽 美喜I¥f 特活
域 課題JJIj

悶持ちかの 不慣れな 学習の中 手先を使 体の動き 選択した リラック 絵や形を 交友関係
方法で教 仕事にも で自己表 う咋業安 を術専し り指悲し スした気描き自由 を広め多
鱒や友達 集中でき 現ができ了寧に行 たり，体

法表なで現どのが自方で己
持ちで学に表現で くの友達

標 とかかわ る。 る。;う。 議iこ合わ 曹に参加きる。 とかかわ
ることが せて濠動 できる。 ることが

ト一一色 できる。 に参加で きる。 る。
月 きるO

‘議替え -春薪き -新しい -手仲り -ランニング -仲間集 ・明るい -水彩麗 -集会活
4 -朝の会 野菜を 学年 iこチャ 〈通年〉 め 声でハ 動

-帰りの会 作ろう レンジ ーモニ 友達 (通年)
一一・給食 -謀議会 -段上 形，色 運動会

-t選捕 をがん 絵 静物 -計約
5 等 ばろう -運動会 数字 テラプ

の練習 平仮名
ト一一 e制学 井誠名

習 -陸上 等
6 

-w儲

U 
治学習 -水泳

-収穣祭 -1学期
のまと . 1て

rー- め -水泳 みよう . 
-作品展 -轟くと -B本の ヂザイン

9 -款薪き につい し、うこ 線，形 者棄を
野菜を て と -ボール 平仮名 瞬いて お面

ト一一一 作ろう 運動 片根名 表現し
-密く人 数字 ょう

10 々 まZト幸四
等

r-----1 -修学旅 -器械体
fi 操 -ゆとみさい

11 eま7..'1-
-校礎物 -t 、t¥と
の販売 み祭

ト一一一 -1=ド賞状
-2学期

12 -~護祭 のまと
め 。ゲーム

r---: -表現灘 -卒業三
-交歓会 参休日の 動 カルタ 念品制下

二
-堆肥作 をしよ 渦ごし 播笑い -心を合
りをし つ 方 ゼンゴ わせて
ょう /、ーモ

-もうす 叫

一

ヨ ぐ卒業 -作品見
-1年賂 学
のまと 士根菜

3 め 公民館

-87 



(株式的

平成9年度第1学期短期個}'HJt皆導目標・計画・評価

部・年・組 中 部 3 O組! 作成者 C 平成9年C月 O日

異名 o 0 0 0 I a臥日 平戒9年O月 O日

指導形態恥題材名) I日常生活の指導端的会を凶)

指導諮問 平成9年4月8B0k)--7月18日(金〉

指導目標 -身振りなどで，かかわちをもつことができる。

指 導 計 画 指導の手だて及び耕オ・教具

i 4月 -教舗とともに活動こ割目することができる。 .番になった自には，樹事とともに轄の会の進行を
して，議葉が出しにくい場合誌身撮りなどで長える
ょうiこする。

-地的生徒が当番の擦は指名された時に挙手や搬手
を謝して，かゑ寸つりがもてるように促す。

5月 ー大まかに活動の流れをつかみ，友達とのかか . ~話番の擦は，郡市の声に合わせて，できるだけ一人
~ わりをもっO で進行の役墨について活動できるようにする。

6.F.1 -出欠の確認、など〉指名されたら握手など脅して友議

とかかわる場閣を徐々に増やしてし吋 O

7月 -場に応じたかかわりをもつことができる。 "話番の際は，進行の場面に合わせて搭鑑しや身撮り
で表現できるように，教甑ゑ滴を掛けて支援する。

-返蓄をするときiこも，自分なりiこ身振りなどを工夫
して友瀧と気軽な雰囲気でかかわれるようにする。

指導の結臆及び結集

4月 -進級したばヵ、りで，新たなクラスの環境を受け入れることにも戸感いカ濯じられる。まだ，緊義感
が強く感じら札表情にも硬さが見られる。なるべく本人む意閣を考麗し，教部が支援して友達と

5月 のかかわりをもてるようにしてきた。
-朝の会で 1呂の底分の目当てを考えて発表する場詣では，闘ら掲示物を指さしするといった行動

6月 が晃られるようになってさきた。
-まだ，本人が意図したことり全てが表現できているわけで、はないれ身振りで表現しようとする場

7月 語が出てきた。了解できたことに対して比片手で親指を突き出すような身撮りをしたり，議うこ
とiこ対しては，手で×印を示したりしている。

-表情にも穂やかさがみられるようになり，身撮りで表現しようとすることも習慣生してきた。自分
が当番の時には，名前を呼ばれると霞覚して，自らさき番の位閣につくようになった。

指導の茂雀及び課題. 1学期間で新しいクラスの環境にも憐れてきたようである。まだ自分から動作や設葉で積極的に

表現する場記はみられないところである。今のところ，音葉を表現手設とするよりもクラスの教師
や友達とかかわる体験を豊かiこして{諮蜜できる関孫づくりを目指した。安心で怠る人間関捺を基本
iこ，本人が安心できる薦議の条件カ瞥えは蓄葉の方も出てくる機会がある会もしれない。
今後は，教師や友達とかかわることに自誌をもたせて，より麓極的にかかわり合~\カfもてるよう
にしていきt;:~'0 
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中学 部 第3学年 l組 日常生活の指導学習指導案

1 単先 輯の舎をしよう
2 単元設窓の理出

指導期日・時間 7月O臼 第 1校時
指導場所 第 3学年 1総教室
指導者名 00 00 (Tl) 

00 00 (T2) 

中学部3学年 i組は，男子 3名，女子3名の計 6名の生徒が在籍している。生築集団の特徴としては，人とか
かわろうという意識が少なし集団としてのまとまりをもちにくい生徒たちである。コミュニケーションの聞に
おいて，鋼人援はあるものの 5名については言葉による金話ができるが，場面かん黙の I名については，学校生
活全般において，ほとんど話をしたことがなし ¥0

朝の会については，毎日活番になる生徒を交礎しながら，年間を過して伺じ活動内容を鑓関している。継続し
た学習によって，自主的に活動できるようになることを目標に取り組んでいる。

このような活動受通して，人とかかわる経験を麓ねながら集司としての意識をもたせるとともに， 1日の見通
しをもつことでその臼の学習活動の意款を付けたいと考えている。

3 目標
(1)全体問標

。今日の学管内饗について知り日の学習活動への意欲をむつことができる。
O主体的に，教師や友達とかかわりをもつことができる。

( 2 )倍芸耳目標

氏名 短期個別指導目標(1学期〉 単元における鑑別指導皆様

A -話をよく聞いて活動に参加できる。 • 1臼の見通しをもって，めあてをもつことができる。 I

B -落ち著いて活動に参加できる。 • 1日の活動について理解することができる。

C i・緊張せずに場に応じた行動がとれる。 -場に蕗じたかかわりをもつことができる。

D -自分の気持ちを表現できる。 1 ・1白の見通しをむって，めあてをもつことができる。

茸 -場に応じた行動がとれる。 (ー I誌の活動について理解することができる。

! F I・集中して活動に参加できる。 -はっきりとした声で会話のやりとりができる。

4 指導計蕗 (10 5時需取扱い:本時泣 39時〉

l 学期 第 2 学期 第 3

轄のあいさつ，朝のうた，出窓調べ，今日の臼{守・天気，

5 生徒出実態

氏名 性別

I A 男 3 

B 5号 3 

C 男 3 

D 女 3 

I E 女 3 

I F 女 3 

6 本 時 の指導
(1)悶標
ア全体目標

今日の予定，みんなのめあて，先生の話，終わりのあいさつ

実 態

-自ら表現することは苦手だが，欝主義な会話をしたり見通しをもった行動がとれる。

-落ち着きのない行動が目立つが，簡単な会話はできる。

-場言語かん黙のため，ほとんど誌葉がない。身振り手振りが表現手段になっている。

-醗単な会話はできるが，言葉で気持ちを表現することは難しい。

-活動に集中できないことがある。不明瞭な発音だが簡単な会話はできる。

-不明瞭な発資だが簡単な会話はできる。集中力が散識なことが多い。

O 今日の学習内容について知ることができる。
O 教簡や友達とかかわりをもつことができる。
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学習内容・活動

l 朝の会をはじめる。
・起立して朝のあいさつをする。

2 朝の歌をみんなで歌う。
-今月の歌を歌う。

-着席する。

3 出席調べをする。

4 今日の目付，曜日を確認する。
-天気を確認する。
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6 みんなの目当てを考える。
・今日，特にどの授業をがんばるか
目標をもっ。

・目当てが決まった生徒は，自分の
名前カードを今日の予定表の欄に
貼ってくる。

7 先生の話を聞く 0

・Tlは，前に出て今日一日の学習活
動など、について話をする。

・各自席に着いて話を聞く。

8 終わりのあいさつをする。

援 と 評

. cが，今日の予定表の授業の欄を指し，目当て|名前カー
が決まった生徒は該当する授業のところで返事|ド
や挙手をして知らせるようにする。

A
U
 

A
V
 

-当番が朝の会の開始時間に気付かない時は.Tl
が言葉掛けをして気付かせる。

-生徒たちは，席について当番の号令を待つ。
・当番の Cが前に出て，号令をかけて朝のあいつ
をする。Tlが補助につき，行動を促す0

・Cの声が出ないときには，身振りや手振りで表
現するようにする。TlはCの行動に説明を加え
て補助する。

-ラジカセをかける係の Eが，カセットテ プを
入れて曲をかける。

・みんなで歌い，歌調の覚えられない生徒や歌う
ことが難しい生徒は，身振りでも構わないこと
を知らせ.TlとT2も大きな動きで生徒を促す。

・楽しい雰囲気をつくる。
.，.ーーーーーーー一ーーー一・ーーー一・ー~ . --~ ----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー..・・.

[評価]
O場面に自発的に参加できたか。
0体の緊張がほぐれたか。(行動観察)

・ーーーーーーーーー...ーーーーーーー・ーーー・ーーー噌ーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーーーーーーーーーーーーー・

-当番のCが，生徒を一人ずつ呼び，健康の確認
をする。発声がない場合には，指差しをしたり
して生徒を一人ずつ指名し，握手をする。 T2は
生徒たちの聞の席に着席し，生徒の役を演じて
手を出して握手を誘うなど行動のモデルを示す

-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・..・ー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.

[評価]
O当番としての場に応じた行動がとれた

か。 c (行動観察)
-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・

-当番のCが，日付ボードを指差ししながらみん
なで日付を読んで確認する。
. cが，みんなに今日の天気を問い掛けて，天気
を確かめる。言葉での問い掛けが難しい時はTl
がCの行動を補助する。

..・・ーー・・ーーーー...ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.

[評価]
O自分で目当てを考えられたか。

(行動観察) . 
・ーーーーーーーー..ーー・一ーーー・一ー・・ー・ー・・-.-.ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーー・

• T2は，生徒たちとともに席に着いて生徒役を演
じ生徒が話に集中できるように話題に誘う。

・Tlは，各自の目当てを確かめながら，一日の学
習活動を説明する。

-生徒たちは，終わりのあいさつをして，朝の会
を終える。



(3)意思の伝達能力を高めたい生徒(高等部第 3学年)の事例

ア実践の概要

(7)指導計画を作成するにあたって

O 高等部は，家庭生活や社会生活に入る前の最後の学校生活であり，高等部の 3年間の生活が

充実・発展して社会生活に自然につながることが大切である。そのためには，卒業後の進路を

踏まえたアセスメントが不可欠になる。

O 本児は，高等部の 3年生で，卒業後は一般事業所への就労を希望しており両親も願っている。

2年次に障害者職業センターで実施した職業能力適性検査の結果では，条件付きではあるがセ

クション 1(雇用)と判定された。しかし現場実習の評価では，技能面での問題はないが，

態度面での課題として，指示に対する返答がないこと，挨拶や報告等が自主的に行えないこと，

気が向かないときは問い掛けを無視してしまうこと等が指摘された。学校や家庭の生活におい

ても，担任や友達，母親等の特定の相手や慣れた集団以外では同様の態度が見られることが多

く，その要因としては，就労に対する意識の低さ，家庭生活での過保護，話すことへの自信の

欠知が考えられる。

O 最優先目標を次の二点に絞り，各教科の担当者と検討して，意思の伝達能力を高めたいと考

えた。

①自分の考えや気持ちを相手に分かるように話すことができるために，基本的な構文力を養わ

せること。

②卒業後の生活について具体的に考えることで，就労意識を高めながら基本的な作業態度の育

成や情緒面での安定を図ること。

O 短期個別指導目標におろしてし、く際は，長期個別指導目標を達成させるためのスモールステ

ップとすることで，各教科・領域の具体的な指導の方向性が明らかになるように配慮した。

(イ)実践にあたって・・・・・学習指導案の作成

O 高等部の場合は，学部縦割りの授業形態が多く，その授業の指導目標は複数の生徒に共通す

るところがある。しかし個々の実態が異なるため，具体的な指導の手だては違ってくるので

配慮した。

O 教科領域を合わせた作業学習等の場合には，国語や数学の基礎的教科の指導内容を実際に活

用する機会として取り上げることも大切で，個々の目標をしっかり押さえると共に，個別年間

指導計画で各教科の指導内容を把握しておくことが必要である。

(ウ)まとめと今後の課題

O 本児の個別指導計画の作成を通して，同じ学年の教員はもとより高等部教員全員の共通理解

が必要となり，それができて初めて成り立つものであることを痛感した。

O 共通理解を図ることで生徒個々の目標を達成するために最適な指導の場が確保でき，さらに

教科聞の指導内容に関連性をもたせることで学習の定着や深化がより期待できるという利点が

あげられる。

O 学部縦割りの授業形態が多い高等部であればこそ，個別指導計画の必要性は高いといえる。

しかしながら，本校の高等部のように生徒数がかなり多いと，教員の負担増加に伴った弊害予

想されるため，学校全体で組織的に運用していくことが望ましいと思われる。
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〈様式1)

プロフィール
記入者 00 00 !言以日 i平成 9年 O月 B 

氏 名 00 00 学年 高3年|生年見日; 昭和 54年 G月 O日

障 名 精神薄弱 女

家 の状況 父 (0000勤務)，母 (0000)，鮪〈大学生・別居)，弟(本校中2)，本人

両親共に過保護で放証主義的。家事等の我いはあまりさせていない。父親切錨|
家 き長 構 成 がない様子。自釜で野きな苦棄を聴いたり，雑誌、やテレビを見て過ごすことカミ多い。

生 背 歴 S61. 4月00小学校入学，小学3年生より特殊学級へ通級(国語・算数〉
(相談膨 日4.4丹00中学校入学〈轄殊学級)， H7.4月00養護学校高等部入学

これまでの指導 コミュニケーション能力の向上を 諸 田中ピネー知能検藷 IQベ42)(H9.4完)
目標に，学級活動での発表等の場 検 S雌詮議繍Sや (80)SA=(10:日〈自8.3丹〉

指導目標及び達成度 題を中心iこ指導してきた結果，学 査 職業能力通性検査セクション=1 (協.11月)
級では改善されてきている。 療背手軽ニ=B (H8. 3月)

身長・体重共に標準植で，運動や作業等の活動をするにあたっての支障はない。関箆
礎膿・体力 可動域ー捧位・動作iこも特に制隈はない。スイミングクラブに護っていたことがあり

倒入メドレーができる。野球が好きで，ソフトボール等の球技カ守尋意である。

基本的生活習号室 身辺処理は自立している。挨拶や返事が習様化されていな~'0 
実

簡単な日常会話は可能だが，発膏が不明瞭で声が小さい。環境に慣れるまで時間がか
車交換能力 かり，緊張して受け答えができなくなってしまう。語いが少なく，自分の気持ちゃ感

構を栴手にうまく伝えることが難しい。

集団委主加能力 体を動かすことが妻子きで，体み時龍には上殺生や下級生とバスケットボールやパドミ
ントンを活発に行っている。集開生活に嘉接なきまりを守って行動できる。

~ <作業班〉 1年次:組立班〈木工作業九 2年次:農業患 3年次:木工班
議鰻等の緯かい作業は苦手であるが，粗大活動を伴う作業では，指承された仕事に輿

作業能力 出自に取り組むことができ、ほぼ正確に行える。飽きてくると，仕事が雑iこ詰る。
く現場実警> 1平次:スーパーで野菜の袋詰め， 2平次食品会社で不畏品の選別等
3年前期:穫鶏場で卵む選別，各実習先の評価は，一様に挨拶や指示に対する返答が

ないことを詰捕しており，対人関係部での課題が見られる。

小学1年生程度の漢宇の読み書きができる。 -述語・目的語を使って経験したこ
知的能力 とを文章化できるが，助詞の使用試関連いカ惨い。 2荷の加法，減法ができるが繰り

上がりや繰り下がりでの閣議いカゆい。

態 情緒・情操 人克知りをしたり，銭が向かないときには問い掛けを無観することもあったが減って

きている。野きな球技の試合で負けると悔しくて泣いてしまうことがある。

自分でできそうなこと，分かつていることに対しては議極的に取り組むことができる

rr勤特徴 初めてのことや納縛できないことには身構えてしまい，行動に移せないことがある。

相よでの学習より全身を動かす学習活動を好む。

保 健 ・ 罷 療情報 脳波にてんかん披が出ているために服薬はある会主発作は組きたことがない。

現段3カ丹錨 (00短大付鱗病院， 00市立病院)

保護者の 望 気が向かえEいときは，返事もせずに島家に関とこもってしまう等の精神面での幼さを

改善していってほしい。誰にでも大き江声で挨拶したり，受け答えそして廷しい。
本人の顕い 進路希望先としては，一般事業所で接客等の対人関係を重視しない職種。

円〆“
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平成 9年度 長期個別指導目標 (様式2)

高部 3年O組氏名 00 00作成者 100 00作成日 l械 9年 O丹O日

¥¥場面学 校 家庭

額域 ¥¥指導目標及び指導の場(儒別また泣集団〉 自

-目標タイムを設定し，自主的に持久走を行うことが ・休日に自宅崩辺をジョギンクや
で き る 。 ( 体育・集問〉 する。

健藤・体力

。誰に対しでも大きな声で娯拶や返事をすることがで ・家の人や近所の入に自主的に
きる。(学校生活全般・留別) 挨拶ができる。

基本的生活習環 ・話を開く上で，マナ…等の藤本的な態変を身iこ詩け
ることができる。 (学級〉

。自分的考えや気持ちを栴手iこ分かるように，順序だ a学校での出来事を異捧的に話
てて話すことができる。(特語，国語・集団〉 すことができる。

意志交換能力 ・大きく日を開けて，はっきりと発音することができ ・近援の家にお使いに行くこと
る。 (音楽・集団) ができる。

-同じ活動で欝れた集盟であれ(j". 1)ーダ…シップを
取ることができる。(金単・集盟〉

集団参加能力
-球技のルールを覚えたり，ポジションを考えたゲ…
ム運びをすることかできる。 〈体育・集団)

。基本的な作業態度を身に付ける。(作業・集毘〉 ・揚除，タ金の準構や片付けの
手イ云いをすることができる。

作 能 力 O畿くことに対する意識を高札卒業後的生活につい ・簡単なおかずを作ることがで
て異体的に考えることができる。(生単・集毘〉 きる。

-金銭の計算や時計の見方を覚える。.近所のスーパーで‘簡単な買い
〈数学，作業・集酪〉 物をすることができる。

知 的 能 力。基本的な構文カを身に付ける。(国語・集団)
-そむ呂の出来事を日記iこ書く
ことができる。

事特定の桔手や場所等の環境に左右されずに，行動す ・父親とキャッチポール等をし
ることができるo (学校生活全般・宿別) て遊んだり，会話安増やす。

情緒情操 1 一一一一叫ことが
できる。(閑語，生紙特活・集団〉

。最礎先目標 。優先目標

円
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平成 9年度 個別年間指導計画 〈様式的

動年・組!高時点。j五lOO001作成者

場[学級 i

100 00作成日 H9年。月00日
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9 I【朝の会・
帰りの会】

トー汁・今日の出来事

10 I 等を助制に気

を付けながら

←→ 発表する。
11! [H・1ミ】

-欝単な話し合
ト刊 いの河合が行

12 えるO

【自分発見1
・自旦理解
.他者盟解

|【ことば遊び(] I【数議1
;ーなぞなぞ、諺、 I.加法

皮対語等〈通年) ・減法
【昔話を

もう】| 【単投1
・疑問の代名語 i

(5W)の耀 i

解と応答

-助謁の捷い方
・指示語

【ニ:rJ..寺tJ..トiこ
詰ろう1

・5W1託の理
解と拡都

・接続詞

・伝聞の場勤続

【手紙を

出そう1
・手紙文の形式

【お金1
・金種と数え方
.お金の計算

・賢い物学習

E待問1
・時計の毘:Jj
.時間の計算

・時刻表の見方

{すのこ1
・謀本的な木工呉;

の名称、接い方
・挨拶、返事
.話を韻く態度

{コルクボード1
・作業工程の理解
.瀧動工呉の使い

方
・融建設れた場面
での報告

Iプランタ…】
命流れ作業

・賛任感
・協調主
・報告〈識に対し
ても自主的に行
える)

・わからないとき
の護問の仕方

【掛け時計】
・作品安販売する

土での話し方等

【議験1
・嵐g
・自分の部
屋

I調理】
・簡単なお

かず
・準繍
.片付け

I措藷1

I挨拶1
・家の人

・近所の人

【賢い物1

【仕事と経済生

活〈氾
・家族の仕事

・現場実漕

-卒業生の瀧路

と仕事

-鋤くって何?
・将来の仕事
.施設見学

【仕事と経済生

活争1
-給料と生活
.金融接関の利

鰐の仕方

-貯金
・家計簿の持け

方

【社会のしくみ1
・私たちの権利 I[詩を書こう1
・公共施設の利! .副詞
用 I .比喰的表現

【余際活動1 い若手容認
・お金の遣い方

1 I [轄の会・ I .趣味
帰りの会] I .校外学替の計

トーイ・会の進行を大| 醐
2 I きな声ではっ|【払む進銘】

きりと行える I.仕事，夢，生 I[履歴書を
トザ・今日の出来事 i活，目標 i 書こう1
3 ， 等を 5Wl託|・ 3年生の進蕗 1・艇歴書の形式

l を懇識して発

i 表する。
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(様式的

平成 9年度第 1学賜短期倒別指導・ 13標・計画・評価
部・年・組

高等部 3O(年木C工組〉 評単作元価成・ 者 000  作底回
平成 9年 4丹 013 

誌名 o 0 者 o 0 0 0 記入日 平成 5年 7月 。自

指導影態 作業学習 題材|バザーに出品する作品を作ろう

指導期間 平成 9年 4月 21日 (1:1) ~ 平成 9年 7月 16日〈水〉

指導目標 -現窓された場富での報告が自主的に行える。

f話 導 言十 総 指導の手だて及び教材・教異

4 }3~ -自分の仕事を理解し，完成までの見掛しを -作業工挫表に報告する場面と内容を明記しておき

5 月 もつことができる。 作業開始時に説務する。

-特定の椙手に 4つの場面で fOOが経わり -一つの場麗でも自主的iこ報告できた場合は称賛す

ました。 j と，自主的に報告することがで る。

きる。 -作業日誌を記入することで自己評飯させると共iこ

。型どり後 報告できなかった場部についてはどた時に行えるよ

争糸のこで切断後 う酪ます。

金サンドペ…パーで欝いた後 -全部の場富で蕗主的に大きな声で報告することが

ゆ完成したとき できたら，称繋がなくてもできるようにする。

-糸のこの月が折れた要員は，報告の託方について指

導するが表情や態度で訴えた場合でも受け入れる

s 月 -報告する相手を変えても， 4つの場器で告 .00教諭〈担任)，ムム教諭〈同一学年)， 

史的に報告することができる。 教諭(他学年〉の!頼番で，毎時期変えていく o

*第3・4i讃に現場実習実施

7 月 -突発的な場面で報告することができる。 -報告できないときは，どうしたのか尋ねる。

糸のこの刃が折れた特に f糸のこの刃が捺 -自主的に報告できたら称費する。

れました。 j と，自主的に報告することが -闘主的にできない時や，声が小さいときは気づか

できる。 ない撮りをする。

指導の経過及び結果

5月中旬… 報告する場面が増えてきて，電委主工具の脅が飛び交う中でも聞き取れるくらいに予おも大きくな

ってきた。称賛する震に笑顔で「はい。 j という返事が多くなった。作業呂誌での白日評鑑も正

ものに近づき，報告、漏れの場甜を思い出せるようになった。

下旬… 4つの場器全部において報告できる日が縫えてきた。称賛する呂数を減らしても態度留での菱

ftlま晃受けられない。本時の反省や感想、を発表する特にも大きな声で蓄えるようになり内響も

多くなってきた。糸のこの刃が折れた時は fこれ。 j と って，折れた汚の一部を見せに来たり

「折れた。 j と言って知らせることができた。

6}3上毎… によって報告の仕方にむらが見られ，作業能率にも影響した。特に，糸のこ刃が折れた時

の態窓表示ができなくて自分のカで直そうとしてしていたことがあった。

7月中旬… 報告する相手が担長以外でも抵抗がなくなってきたのか，糸のこの刃が紛れた際も自主的な報

告ができるようになってきている。

指導の反省及び課題

毎時障問じ内容の報告を決まった場面で特定の相手にすることは，かなり してきたようである o 特lこ

コルクボードの作業工程を覚えて一人で完成させることができた 5}3上旬からは，徐々に報告漏れが議り，

作業に対する取り認みもより窓説的になったようである。報告する務手を変えた当初の技省から，接証以外

の時は務事賛する回数を増やす等の支識を行いながら徐々に態変閣でのむらを改善させていった。

しかし 6月下旬の現場実習の部価には十分な成果が現れなかった状況を考えると，今後も引き続き指導

していく必要殺そ感じる。 2学童書以降は，悶った特等のより実践的な場面安多く取り入れたい。
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高等部 全学年作業学習(木工班)学習指導案
指導期日平成9年5月oa(0) 第2-4校時
指導場所高等郎木工家

1単先名 バザーiこ出品する作品を作ろう
指導者名 00 OOTl， 00 00T2， 00 00T3 

2難先設定の選出

木工綴は. 1年主主4名. 2年生 I名. 3年生5名の 10名で構成されている。生徒の実態は.作業を進める上で常に指示や何らかの文緩
会必要警とする生徒から，作業内容に興味を持って自主的に取り組む生徒と幅が広く，技術的にも個人差が著しい。
そのため，教材の選定iこ~たっては，生徒倒与の実態や能力に合った作業内容が豊富にあり.作業工程委細分イヒできること，生徒のカだ

けマ完成度の高い製品が作れるような補助呉の開発が可能であること等を考慮した。
ここで絞り上げた「すのこJは，作業工程が少ないため見通しが持ちやすく，同じ長さの板を徳助具にセヴトしていくというパタ}ン{と

した作業のため，反復練習による技能の向上が図りやすい等の利点があり，年間計画の柱として位謹づけている。また rコルクボードj

は絡先の工号線伎や微妙なカ加減さ警のより高度な作業技術の習得をねらって取り上げている。
鰭ミ撃の程度iこ関わらず，生徒一人ひとりに「できた」という喜びを感じさせることで，意欲的に取り組む態度を養わせると共に，作業学

務に必要をな3基礎的な能力や態度を身に付けさせていきたいと考えた。さらに，自分で作った作品を多くの人に見てもらったり販売すること
で，儀くことの纂ぴや楽しさも味わわせることができることを期待して、本単元を設定した。

3闘機

(1)全体問機
O 闘分の仕事i:限解し， l意欲的lこ取り組むことができる。
O 働くことへの関心そ高め，社会自立に向けてまま礎的な態度を身に付ける。
o 'I!議動I燃や手IJ還の様作能力安高めると共に，安全に対する態度を身に付ける。

(2)倒別闘機

氏名 綴 期 倒 別 指 導 限 緩 (1学期〉 単元における強烈指導目標

A しを持ち，積緩約に取り組める。 すのこの作り方を理解し，たくさん作ることができる。

B 問分のt土壌が分かり， して作業に絞り緩める。 ;すのこ作りのー毒事を7寧iこ作ることができる。

O 完成までの見通しぞ終ち，緩緩的iこ絞り緩める。 すのこの作り方を理解したくさん作ることができる。

E 自分のt土壌が分かり，築中して作業iこ取り緩める。 すのこ作りの一部を丁寧に作ることができる。

H 作業にa援な報fをや後拶返書鮮が自主的にできる。 綴定された場面で自主的iこ報告したり挨拶や返事ができる。

EL主的iこ取り緩みiE確に作業を行うことができる。 作業iこ関わる単位を理解し活用することができる。

4指導計藷{1 0 0時謂)

第一次パザ、ーに向けて計磁を立てよう。 2待問
第二次制作の準緩をしよう。 4時間
第三次 出品する作品を作ろう。(本柊は第 34-38善寺) 8 6持閥
第四次たくさん級交しよう。 8時間

5生誌の実繋

諮検査 i 併せ有する隊簿名・状悠像

1 Q (33) -仕事内容や指示x岡包を理解することがで会る。
S Q (45) -緊張すると吃 になることがある。

1 Q (56) -言葉で気持ちを伝えることがでおる。

学習に対する実態

す -作業内容を緩解して正確に取り組んでいる。
の -周りの人と協力して作業を進めることができる。

.指示によって念総や鋸を使えるが，技術的にまだ
S Q (40) -濁りを気にし過ぎる。 小 未熟な薗がある。

IQ66) |・場閣総黙 |す -作業内容受理解して取り組んでいる。
D i男 S Q (78) ・意思の伝達や作す業報告，挨妙等，ほとんどの の -前打ち，意義気ドリルでの穴開け等，正確に作業が

場面で声告発 ることが難しい。 こ える。

1 Q (45) -興味本位の行動が見られるが，場の状況ぞ考 -指示によって金緩や鋸令使えるが，技術的にまだ
S Q (79) えて自分を抑えようと努力することがで議る ヨ転熟i:遣うる。

1 Q (42) -簡単な日常会話が可能だがごく身近な人に限 -作業工援会媛解し意欲的iこ取り総んでいる。
日 i女 IS Q (80) られる。 -糸のこでほぼ線の滋りに切ることができる。

約iこぎえることが携えてきている。

I Q (68) ー学校生活全般において意欲的に活動してい し意欲的に絞り総んでいる。
女 IS Q (92) る。 -糸のこでほぼ線の巡りに切ることができる。

• g芸員言計算がほぼiE務にできる。
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6本時の陸療

(1) EJ機
ア 金体包帯里
o 8分の仕事場軍事解し. I聖書主約に取り緩むことができるe

o fF獲に必要警な鱗拶，返殺事誕祭等を行う cとができ器。

(2) 線開

学習内軍事・活動

l はじめの主義務をする。
宮 本時の作費量内容を知器.
(1)作集の内容を担軽く事
3 理E傍に作業を務鎗する.
(1)作機二E穫の指認殺す~.

(2)銭入居第を磁惚"t"~.
(3)量瞳S亀e きオ幸毒.t，噂備する.

文 章 量 と 惇 奇麗 盟瞬僧・資料

-人軍置するときに大義な声で検妙曜をした生徒唱を賃貸する。
• f掌療分担褒に主張をまさせて主権最償J!ro.:>fF重量F待望撃について鋭吻する作業分室護軍 艶
・主主盟軍事項がE患い浮かばないと殺には.T誌がとントになるよう主主発望書唱をする名前カー ... 
'C'M'Nが関分の持ち織へ移動することが重量しい場合にはT2・T窓会(J揮を l
輩、11る作費属工程表

.作集工務理艶守報告する湯語舗と内容を破事謀議せるようにする。
・自分の緩君事後憲設していない生徒には，指示をして軍事総させる.
・盟関備物が通量切でない級会は.友量曜の物と比べて閉添いに気付くようにサる.

①鋸で綬4怪切るー
・事更をF轄軍慰し， 線を寺1<.

[付のこ∞緩)T 2酬 A③③③. B③⑤. c儲
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第 5 研究のまとめ

1 研究の内

個に応じた指導への関心が高まる中で、平成 7・8年震に f錯iこ誌、じた iこ関する研究J

を進め，そこで翻剖指導計蕗のモヂル(4様式〉を提示した。本年度訪，こり提訴を受けて「翻別

指導計画に基づく指導方法の夜ち方j という研究テーマで実践的研究を進めてきた。障害種別に事

開を選び，提訴された 4犠式にそって実擦に調関指導計画を作成した。そして具体的な指導方法を

検討して学習指導案の中で指導目標の異現化を関った。指導方法の検討にたっては、特に以下の

接点、を大切にして検討を持った。

金 短期鶴刻指導詰襟と単元・題材の指導目標の一貫性

舎 児童生徒の主体性を引き出す支援の在り方

金 集団指導の中での倒に町、じた具体的支援の在り方

告 評価の在り方(形成的時価の麓視，できた碍とできなかった特め支援策の明記など)

2 研究の結果

個別指導計画から学習指導諜までの一覧した研究を進めたことで以下の或巣がるった令

(1) 個別指導計画から学習指導諜まで一葉して作成して検討を進めた結果，韓関指導許踊に碁づく

指導方法を具体的に実践に主主かす手顕を器援できた。

(2) 個別指導計画を生かした指導治法を検討し，学習指導案の中で其現化できた。

また、具持脅さに実擦の事鈎を議に韓関指導計醒を作成し、指導方法を検討して学轡指導諜を作成

した研究協力員からは、以下のような感想が述べられた。

(3) 鍾}JIJ指導計画を作成することで議議室生徒の気が付かなかった部分が見えて指導に役立つた。

〈心 指導む方向性が明確になり，また年閉め見通しが立てられ，系統的な指導ができるようになっ

た。

(5) 一人一人の具体的な目標が明確になり，集団指導の中でも個に応じた配躍ができるようになっ

た。

(6) 学習活動の途中での評価の観点が明確になり，的のあった支援ができるようになった。また，

児童生徒の小さな変化が見えるようになった。

(7) 指導にかかわる関保者の話し合いで資料が提訴しやすくなり，共通理解を国るよで役立った。

3 今後の課題

(1) 個別指導計画の作成や具捧的指導にかかわる関孫者〈教欝、保護者など〉の連携について

務導目標や指導方法の検討や呉体{とにたって共通理解が重要になってくるので，ケース

め送車め方やティーム・ティーチングの韮り方拡ど関捺者(教臨，保護者)の連携について検討す

る必襲がある。

(2) i罷棋指導計麗作成のシステムの効果的な連用の准り方について

鶴}JIJ指導許醤作成のシステムは，学校などでかなり弾力的な運用が可能であるが，学校内でど

こまで彰式の鵠略化，統一化が可能なのか，また従来の児童量生徒の記録や提出物との関連をどう

付けるかなど効粟的な運用の在り方を究明する必要がある。

(3)鍛に応じた指導方法の究明について

倒別措噂3十聞は作成するだけではなく，いかに活用するかが重要である。そのためにもよち

適切な指噂方法の在り方をさらに究明する必要がある。

以上のような課題を今後実践を通してさらに究明し，翻iこ応、立た指導が充実するようにしていきたい。
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「個別計画に基づく指導方法の在り方J
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